






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本作品は本編終了後にカドカワＢＯＯＫＳ『異世界でスキルを解体したらチートな嫁が増殖しました　概念交差のストラクチャー』（著：千月さかき）お試し版が収録されています。







　目次







痛いのは嫌なので防御力に極振りしたいと思います。 ６




異世界でスキルを解体したらチートな嫁が増殖しました　概念交差のストラクチャー　電子特別お試し版　（著：千月さかき　イラスト：東西）


























口絵・本文イラスト　狐印

装丁　AFTERGLOW


















　CONTENTS








プロローグ　防御特化とアイテム。

一章　防御特化と傘。

二章　防御特化と六層へ。

三章　防御特化と幽霊屋敷。

四章　防御特化と延長戦。

五章　防御特化と靴探し。

六章　防御特化と除霊。

七章　防御特化とお手伝い。

八章　防御特化と二人の少女。

九章　防御特化と第七回イベント。

十章　防御特化と塔一階。

十一章　防御特化と塔二階。




あとがき





































プロローグ　防御特化とアイテム。









　第六回イベントでＨＰ回復が不可能なジャングルを探索する途中、【集う聖剣】のギルドマスターであるペインと出会ったメイプルは、トップクラスのプレイヤーであるペインを自慢の防御力できっちりと守り、ジャングルを攻略していった。【暴虐】状態のメイプルに乗って移動する間、ペインは常に何とも言えない表情をしていたがそれはそれである。

　そんなメイプルだったが、ジャングルにもう一度入るためのアイテムが中々手に入らなかったため、興味はクロムから聞いた通常フィールドに移ってしまった。

　こうして、突然標的となったボス『光の王』は一度はメイプルを退けたものの、メイプルは諦あきらめずアイテムを買い込んで再び攻略に向かうこととしたのである。




　買い物を済ませた日から少しして、メイプルは雷降る雲海を歩いていた。

「勝てるかなー……どうなんだろう」

　不安を抱くメイプルだが、インベントリには今回のために買い集めたあれこれがぎっしりと詰まっている。

　どれか一つでも有効打となれば道は開けることだろう。

「無駄になっちゃうかもしれないけど……全部試して駄目だったらもう一回考えよう！」

　そんなメイプルの前にあの玉座がまた姿を見せた。

「よーし。やるぞー、やるぞー！」

　メイプルが玉座の方へと足を踏み出すと、前回と同じように玉座の上で白い光が人の形を成す。

　地面には聖なる輝きが広がり、光の矢も撃ち出され始めた。

「もうそれは相手にしないよ？」

　メイプルは今回は撃ち合いをするのではなく、その身で矢を受けながら、真まっ直すぐに王の元へと歩いていったのである。

　そうして大きな光の王の足先にやってきたメイプルは、矢の雨を意に介さず、インベントリを開いてアイテムを確認し始めた。

「んー……一つずつ試してみよう」

　メイプルはインベントリから一枚の紙を取り出すと、光の王の足先にピタッと貼り付ける。

　直後、その紙は赤く光って、音を立て燃え上がった。

「あー……効いてない？　炎も効かないのかな、じゃあ次はこれ！」

　メイプルは同じような紙を再び足先に貼り付ける。

　すると、今度は高い音を立ててその部分が凍りつく。

「あっ、ちょっとだけＨＰが減ってる！　よーし……」

　メイプルはインベントリを開いたまま足先の正面に座ると、一枚一枚紙を取り出してはそれを貼り付けるといった作業に入った。

　光の王の足先を執しつ拗ように氷漬けにして攻め続けた結果、ＨＰを一割程削ることができたのである。




「んー……なくなっちゃった。別のアイテムを試そう」

　そうしてメイプルはまた別のアイテムを使い、それがなくなれば別のアイテムを使う、という風にしてボスのＨＰを徐々に削っていく。

　途中ボスの攻撃が激しくなったり、効果が追加されたりしたもののメイプルはそれらを弾き続けているため、どうということはなかった。

「うーん、魔法攻撃アイテムは全部使い切っちゃった……炎と風は効かないから、これはどこかで使う時が来るまで取っておくとして……んー」

　メイプルは光の王のＨＰゲージを確認する。

　それは確かに減っているものの、まだ六割は残っていた。

　メイプルの使ったアイテムで与えられるダメージはごく小さいため、仕方ないことだった。

　光の王には、それなりに値の張る、効果もかなり高いアイテムを持ってきて、ようやくきちんとしたダメージを与えられるようだった。

「じゃあ、ここでこれだ！」

　次にメイプルが取り出したのは、赤色でメイプルの手にちょうど収まる大きさの石。

　メイプルが投げたそれは、光の王の足先にぶつかると、弾けて一ダメージを与えた。

「やったっ！」

　これはメイプルが町を歩いている時に耳にした話から閃ひらめいた戦法だった。

　安価で購入することができ、一から三のランダムダメージを固定で与えることができる力を持ったアイテム。

　メイプルが部分的に耳にしたのは、これを使ってメイプルを倒せないかという話だった。

　その話は結局のところ防御貫通スキルを使った方が何倍も楽という結論に至ったのだが、それはメイプルの知らないことである。

「まだまだ……まだまだたくさんあるよー！」　メイプルは石を取り出しては投げ、取り出しては投げ、光の王のＨＰをじわじわと減らしていく。

　時間がかかることは確かだが、相手にダメージを与える手段がメイプル側にしかない今、勝つ可能性があるのはメイプルだけだった。

　この戦いは、インベントリにぎっしり詰まった膨大な数の赤い石を投げ尽くすまで続くのである。




「とうっ！　とーうっ！　よしよし、半分！　ん？」

　メイプルが石を投げ続け、ボスのＨＰが半分まで減少したところで、ボスの周りに二体の天使が現れた。

　それらはふわふわと浮かび、メイプルに向かって矢を放ってくる。

「効かない効かない！　……こともない？　なにこれ？」

　メイプルの体には矢によって金色に輝く糸が巻きつけられており、雲でできた地面と繫つながっていた。

　メイプルが移動すると、金の糸は切れることなく伸びてくる。

「うーん、何が……あ、ＭＰが取られてる。でも、まあいいや、私には関係ないし」

　拘束するような見た目通り【ＡＧＩ】も減少しているのだが、いくら下がったところでゼロはゼロのままなため、これもメイプルに影響はなかった。

「よーし。じゃあもう一回」

　そう言って石を取り出し光の王の方に向き直ったメイプルは、その変化に気づいた。

　光の王の頭上に光の輪が浮かんでおり、それだけでなく、薄い光で形作られた大きな羽が玉座を貫くようにして確かに見えていた。

　そしてメイプルにとって最も悪い変化は、光の王のＨＰがじわじわと回復していたことである。

「へっ!?　ま、待って！」

　メイプルが急いで攻撃を再開するものの、回復量がダメージを上回っており、メイプルが多くのアイテムを使って削ったＨＰはついに全回復してしまった。

「ズルいよ、ズルだよそれ！」

　メイプルが石を当て続けた足先を短刀でぐりぐりと突つくが、ダメージは与えられない。

「うぅ……！　あー、もう。じゃあ間違って買ったこれでもどうぞ！」

　メイプルはそう言ってインベントリを操作して数十個の漬物石をそのつま先に落とした。

　確定ダメージを与える赤い石を売っていた店で、あれこれ手当たり次第に買う際に間違って購入してしまったのだ。

　その後売ることもなく、どこかで使えるかもしれないと淡い期待を抱いて、そのまま持っていたものである。

「帰ろう……はぁ……もー」

　メイプルは巻きついた糸もそのままに、矢を受けながらとぼとぼと帰っていった。

「うう……無駄遣いさせられちゃった……」




　そして、その日はログアウトして普段より少しむすっとした表情で、部屋でゴロゴロすることとなったのである。




　　　　◆□◆□◆□◆□◆




　次の日。

　マイとユイを連れたメイプルの姿がそこにあった。




「わっ！　すごい雷ですね……」

「うう……びっくりしました」

「私も最初はびっくりしたよー」

　その背に白い翼を輝かせるメイプルが微笑ほほえむ。

「えっと……今日は確か」

「うん、すぐ終わるから。本当ごめんね、手伝ってもらって……」

　メイプルはそう言って申し訳なさそうに頭を下げる。

「いえ、私達もジャングルの探索は広いし歩きにくいしで諦めたところで……ね？　お姉ちゃん」

「そうだよね、ユイ。ちょうどよかったね」

　以前四層でクエストを手伝ってもらった時のお返しでもあると言う二人を連れて、メイプルはあの玉座の前に三み度たびやってきた。

「ぜーったい倒すからね」

　そう言ってメイプルは王の間近に迫らんと歩き始めたのだった。




　　　　◆□◆□◆□◆□◆




　結果など既に見えていたのである。




　絶対の守護となる白い翼を輝かせ、二人を連れてメイプルは進む。

　光の矢はその歩みを止めるには至らず、ゆっくりと、しかし確実に距離は詰まっていく。

　そうして辿たどり着ついた王の足元でメイプルは二人に準備を促した。

「はい、少し待っていて下さいね」

　マイとユイがそれぞれイズからもらったアイテムをいくつも使っていく。

　その度に体から赤いオーラが溢あふれ出したりなどして、つまりは攻撃力が上がっていった訳である。

　最後に二本目の大おお槌つちを装備して二人の準備は完了した。

「あ、そうだ！　【鼓舞】！」

　メイプルが第二回イベントで手に入れたまま、ほとんど使う機会がなかったスキルである。

　これによりマイとユイの【ＳＴＲ】が一時的ではあるが20％上昇した。

　この二人の【ＳＴＲ】が20％上昇すれば、それだけで、赤い石を投げていたメイプルとは比較にならないほどの火力が見込める。

　駄目押しの支援を乗せて、とうとうマイとユイは二人で、文字通り王を叩たたき潰つぶしに一歩踏み出す。

「「【ダブルストライク】！」」

　まさしく轟ごう音おんと呼べるような音が片手の大槌ごとに二回、二人合わせて八回響き、一瞬でＨＰをゼロにされたボスはそれっきり沈黙する。

　そうして、光の王の体を形作っていた光が霧散してキラキラと消えていく。

　それらは三人に降り注ぎ、それぞれにスキル取得の通知が届いた。

「やった！　ふふーん！　そっちだってこの間二体天使を呼んだんだからこれで同じ条件だからねー。っとスキル確認しないと」

　メイプルはそうしてスキルを確認する。






【天王の玉座】




スキル発動後、スキル解除または戦闘不能になるまで玉座に座っている者へのダメージを20％軽減。毎秒ＨＰを２％回復する。

半径三十メートル以内にいる自分を含めた者の【属性：悪】のスキルを使用不可にする。五分後再使用可。








「あー……これのせいだったってことだね」

　メイプルは今回苦戦したスキル封印の原因がはっきりとしたことで納得した。

　これがあったためにメイプルの多くのスキルが無力化されたのである。

「使ってみようかな……【天王の玉座】！」

　メイプルがそう言うとメイプルの真後ろで光が収束し、光の王の玉座と同じ意匠の、メイプルに合ったサイズまで小さくなった玉座が出現した。

　メイプルが恐る恐るそこに座ると、地面を這はうように白い輝きが伸びていく。

　また、ほんの僅わずかではあるものの、体の表面を覆うように光の膜ができていた。

　メイプルの背中の翼は光の王がそうだったように、背もたれを通り抜けて後方で輝いている。

「おおー……いい……綺き麗れいだし」

　ただ純粋に綺麗なエフェクトと見た目を持ったこの玉座は、メイプルの中で使いたいスキルの上位に入った。

　それが攻撃性能を落とすとしても、メイプルも好き好んで封印されるような【属性：悪】のスキルばかりを手に入れた訳ではないのだ。




　玉座に座りにこやかにして足をパタパタさせていたメイプルにユイが話しかけた。

「メイプルさん？　えっと……それは？」

[image: ]

「ん、あれ、二人はこのスキルじゃないの？」

「はい。さっきボスが使っていた光の矢を放つスキルでした。【ＳＴＲ】が関係しないので多分私達は使えないと思いますけど」

　それを聞いてメイプルは少し考えた。

　スキルが違う理由は何なのか。

　原因と思えるのは、今も発動中になっており、天使の翼を授け続けている【身捧ささぐ慈愛】である。

「あの王様も羽が付いてたし……そのせいかなあ。条件書いてないや」

　メイプルは玉座から立ち上がり二人を連れて帰ろうとした。

　すると、メイプルを覆っていた光の膜は消え、地面を這う光も無くなる。

「あっ、そっか。座ってないとだめだったっけ。とりあえず、二人とも帰ろっか」

「「はい！」」

「ん……？　いや、ちょっと待ってね？」

　二人を誘い帰ろうとしたかと思えば、メイプルは歩き出そうとした足を止め口元に手を当てて考え事を始めた。




　少し経たって。

　雷の落ちる中、地面を白い輝きで染め上げながら空を飛ぶ、玉座を乗せた大きな亀がいた。

「シロップ？　重くない？」

　メイプルが玉座を運ぶシロップに声をかける。

　シロップの背中で顕現した玉座はきっちりとシロップの上に乗っている。

　現状、シロップにステータス上の負担は一切見られなかった。

「当分はこんな感じでシロップと一緒にいようかなあ。【機械神】とかは使えるし……うん、それがいいかも！」

「メイプルさん、そろそろ雷地帯を抜けますよ」

　ユイが指差す先には白い雲が見え始めていた。

「うん、そうだね。この後はどうするの？」

「えっと……私達はレベル上げをしようかと」

　マイが言うには、まだレベルがこの層本来の基準レベルに達していないとのことだった。

「敵を一撃で倒せないと、私達は生き残れませんから」

「んー。私もレベル上げないとなあ。最近してなかったかも」

　そんな話をしながら、真下に光り輝く謎の領域を展開しつつ。

　玉座を乗せたシロップは通常フィールドへと入っていった。

　そして、これほどわかりやすく飛んでいれば当然それを見ていた者も存在するわけで。




　一人の大剣使いが遠い目でそれを見上げていた。

「ふー……飛んでんなあ。あと……」

　そう言って、じっとその下の地面を見る。

「どう見ても……何か光ってんだよなあ……」








２８６名前：名無しの槍やり使い

メイプルちゃんも最近はおとなしいな




２８７名前：名無しの弓使い

この前何か地面凍らせてたけど




２８８名前：名無しの魔法使い

地面凍らせるくらいならまあ

メイプルちゃんだし




２８９名前：名無しの大剣使い

亀の背中から白い玉座生やして飛んでたぞ

何か地面を光で覆いながら




２９０名前：名無しの槍使い

たった今おとなしくなったって言ったところなんだが




２９１名前：名無しの魔法使い

魔王魔王って言ってたら玉座の方からやって来たかあ




２９２名前：名無しの弓使い

でも聖属性って感じ

天使の部分がまだ残ってたんだな




２９３名前：名無しの大盾使い

何だそれ知らんぞ




２９４名前：名無しの大剣使い

んー何か甲羅の上でスキル使って玉座生えたっぽいんだけど効果の程は分からん

ただ真下に行っても天罰的なものは落ちて来なかった

ちょっと落ちてくるかと思ったけど




２９５名前：名無しの槍使い

絶対甲羅の上に玉座があるの普通じゃないだろ

普通なら地面に設置するしかないだろ




２９６名前：名無しの大盾使い

回復系か防御系か……広域殲せん滅めつ攻撃とかじゃなさそうだな




２９７名前：名無しの魔法使い

座したままそんなもの撃つな

撃たないでください




２９８名前：名無しの弓使い

玉座ってことは座る必要があるのかもね

メイプルちゃんなら何とでもなるけど




２９９名前：名無しの大盾使い

普段もそこまで動かないしな

メリットだけ引っさげて帰ってくる




３００名前：名無しの大剣使い

あと大鬼二匹召喚してるらしい

数メートル級のやつ

かっこいいね！




３０１名前：名無しの槍使い

さらっとまた家臣が増えたのか……

やっぱ魔王属性じゃね？　玉座黒く塗る？




３０２名前：名無しの弓使い

つよそう

メイプルちゃんって分かってる限り何ができるんだっけ？




３０３名前：名無しの魔法使い

猛毒　接死大盾 浮遊 異形召喚 異形化 天使化

武装展開 地面凍結（ｎｅｗ）　大鬼召喚（ｎｅｗ）　玉座設置（ｎｅｗ）




あとひたすら硬い




３０４名前：名無しの大盾使い

ダンジョンの最奥から出てきたのかな！




３０５名前：名無しの大剣使い

最奥にこんなの置かないで




３０６名前：名無しの魔法使い

勝てるやついなくなるだろ！

玉座とかの性能面はまた次の対人待ちだな




３０７名前：名無しの槍使い

勇者ペインに期待しよう




３０８名前：名無しの弓使い

俺は村人Ａとして轢ひかれたから……

オーブ守ってた時に闇やみの中から何か出てきた時はまさかあれがメイプルちゃんだとは




３０９名前：名無しの大盾使い

まだベースは人だから




３１０名前：名無しの槍使い

それが揺らいだらいよいよボスそのものになるので駄目だ




３１１名前：名無しの大剣使い

レイドボスか何かかな？

すくすく育っていて何よりです




３１２名前：名無しの弓使い

んーすこやか

今この時もまた成長しているかもしれない




３１３名前：名無しの魔法使い

こわいけどかわいい













一章　防御特化と傘。









　そうして、メイプルが【天王の玉座】に座って飛んでいるうちにイベントは終了した。

　あの後、結局メイプルがジャングルへと戻ることはなかったのである。

　イベントも終わり、攻略も小休止、といったテンションでメイプルはギルドホームにいたのだった。




「気づいたらイベント終わっちゃってた……でも、ジャングルに行くためのアイテムを取るのも大変だったし……」

　メイプルが次は何をしようかと考えていたところで、入り口からサリーが入ってくる。

　小さく手を振ると、サリーはそのままメイプルの方へと歩いてきた。

「どう、メイプル。ジャングルでの成果はあった？」

　私はそれなりに成果はあったかな、とサリーは付け加える。その表情はなかなかいいものを手に入れたという風である。

「うーん……そんなになかったよ。途中からは普通にこの階層を探索してたから」

「あー、まあ行くにも準備がいるから……なら、こっちでは成果はあった？」

「それならあったよ！」

　メイプルが何かを手にしたことを示すように、満面の笑みで返事をする。

「お、どんなの？」

「玉座！」

「え……ごめん、もう一回言って？」

「……？　玉座！」

「そっかぁ……」

　サリーはそれだけでおおよそを察したようで、メイプルが座っているソファーの隣に座った。

　サリーはイベントに力を入れていたため、メイプルと顔を合わせるのは少しばかり久しぶりだった。メイプルが言った玉座についての詳しい話や、サリーがジャングルで見たあれこれなど話題には事欠かない。

　そうして話し続けるうちに話題は変わって、次の階層の話となった。




「イベントも終わったし、また少ししたら階層が増えるかもしれないね」

「そうだねー、次はどんなところかな。綺き麗れいなところだったらいいなあ」

　メイプルはまだ見ぬ景け色しきに想おもいを馳はせる。

　それは綺麗な海だったり、静かな森だったり、賑にぎやかな町だったりした。

「だから、ここでやり残したことは全部やっておこうよ。ね？」

「やり残したこと、って何かあったっけ？　サリー」

「んー、じゃあほら、メイプルがまだ行ってない場所。ゆっくりと雨が降ってくるところ。アレ、クリアしておこうよ」

　サリーが言うゆっくりと雨が降る場所とは、以前に、クロムとカスミが見つけていた場所のことである。五層は幻想的な空の上の世界を思わせる階層で、今までの階層にあったような土の地面や森などはどこにもない。地面は雲、ダンジョンの壁ももちろん雲である。特殊なエリアは雷雲や雨雲が広がっているものの、基本は真っ白なフィールドだ。

　サリー曰いわく、既に攻略情報も上がっており、得られるものも分かっているとのことだった。

「サリーは雷のところも行ってないんじゃないの？」

「私はいいよ。メイプルが教えてくれたスキルにもあんまり惹ひかれないし」

「そっか。じゃあ……行く？」

「うん、準備して雨エリアに行こう」

　こうして、二人は雨の降るエリアへと向かうこととなった。

　二人がギルドホームから出ようとして、扉に手を伸ばしたところで丁度その扉が開かれた。

「お、メイプルにサリー。どこかへ行くのか」

　そこに立っていたのはカスミである。

　特に目的もなかったようで、とりあえずギルドホームへとやってきたのだった。

「私達はゆっくりと雨が降る場所に行くよ。前にカスミが教えてくれたところ！」

「ああ、あそこか……そうだな、良ければ私もついて行っていいか？」

　丁度いい機会だと思ったカスミは二人に尋ねる。

　メイプルとサリーにそれを断る理由などなく、結局三人で向かうことになった。




「えっと、カスミ。あれ持ってる？」

「いや、まだだ。イベントに集中していてな」

「……？」

　メイプルは二人が何のことを話しているのかと首をかしげる。

　そんなメイプルを見てサリーから突然、問題が投げかけられた。

「さて、メイプル。雨が降っている時に使うものといえば？」

「えっと……か、傘？」

　メイプルが自信なさげに答える。

「そう、正解！　あのエリアに行くために大事なアイテム」

「ということで、私達は今から傘を買いに行くんだ。店の位置は知っている」

　案内するためにカスミとサリーが並んで先頭を歩き、メイプルはその後をついて行く。




　そうして三人は傘が売られている店へとやってきた。

　店内には所狭しと傘が並んでおり、種類や色、大きさまで様々である。

「えっと、どれにしようかな」

「どれでも効果は同じだからねー」

「うん、分かった」

　メイプルはそう言って店の中を歩き回り、あれでもないこれでもないと傘を見ていく。

「私はこれにしておくか」

「シンプルなのでいいかな」

　カスミは暗めの赤の唐傘を、サリーは服と同じような青色の傘を購入した。

「メイプルは……いた！　って、何それ？」

　メイプルがその手に持っていたのは、全すべてのパーツがふわふわとした雲でできている傘だった。

「ここ限定だって！」

「メイプル、そういうのに弱いよね」

「うっ……まあ、そうだけど。でもちゃんと傘として使えるから、ほら！」

　メイプルは雲の傘を広げて、頭の上でくるくると回している。

「恐らくだが、売っているということは使えるんだろう。問題ないさ……多分な」

　メイプルのこととなると何事も断言し辛くなるカスミだった。

　とにもかくにも、三人はそれぞれ傘を手に入れて雨が降るエリアへと歩いて行ったのである。




　　　　◆□◆□◆□◆□◆




　道中何度かモンスターに遭遇したものの、それらに苦戦するメイプル達ではない。

　真まっ直すぐに目的地に向かっていき、問題なく辿たどり着ついた。

「んー、相変わらず降ってるねー。メイプル、傘出して」

「うん。分かった」

　メイプルはインベントリから雲でできた傘を取り出した。後の二人も同じように傘を取り出す。

「傘のお陰で上からの雨は大丈夫だが、近くの地面に落ちて弾けた雨粒は避けるようにな」

「分かった！　じゃあ、行こう」

　三人は傘をさした状態で、ゆっくりと雨が降るエリアに足を踏み入れた。

「良かった。しみてこない」

　メイプルは頭上の傘の向こうに雨粒が当たるのを感じ、雨がしみてこないことに少し安心したようにそう言った。

　頭上のそれは傘らしくないとはいえ、きっちりと役目を果たしてくれている。

「あの店の商品の効果は保証されているってことだね……まだ少し移動時間があるし、メイプルにはボス戦でして欲しいことを言っておこうかな」

　そうしてサリーはメイプルにボス戦での作戦を伝えていく。

「うんうん、分かった。大丈夫！」

　メイプルは作戦を一通り聞き終えると、頷うなずきながら返事をした。

「二人とも、丁度いい。目的地に着いたようだぞ」

　カスミがそう言って傘をたたむ。

　頭上には相変わらず曇り空が広がっているものの、雨は降ってはいなかった。

　メイプルとサリーも傘をたたんで、それぞれにやるべきことを確認する。




　そうして最終確認が済み、三人はボスエリアへと踏み込んだ。

「来たぞ、ボスだ！」

　三人の前方、雲の地面から滲にじみ出でるようにして湧き出した水の塊が徐々に人型になっていく。

　ゆらゆらと揺れるその体の中には、より一層青い塊が浮かんでいた。

　つまりはその塊がこのボスの核であり、弱点というわけである。

　ボスの体が完全に形作られたその時、曇り空に変化が現れた。

「また雨が来るよメイプル！」

「うん！　予定通りに！」

「頼んだぞ二人共！」

　三人がそれぞれに役割を持って動き出す。

　それに反応するように、ボスは液体の体を変形させて腕を剣の形にする。

　そして、びしゃびしゃと水を散らしながら三人の方へと向かってきた。

　またそれだけでなく、空からはゆっくりと直径一メートルはあろうかという大きな水の塊が落ちてきている。

「さて、まずは【大海】！　で、【氷結領域】！」

　カスミがボスの方へと駆けていく中、サリーはその場でスキルを二つ使った。

　サリーが生み出した水はたちまち凍りつき、白く輝く冷気が地面を這はっていく。

「よし……【糸使い】【氷柱】」

　サリーはさらに二つスキルを使う。

　氷の柱が立ち上がり、メイプルの見ている前でサリーは手のひらから糸を射出してその柱を高速で登っていった。




「おー……すごい……っとと、私も準備しないと！　【全武装展開】！」

　サリーに感心しながらもメイプルは兵器を空に向ける。

　メイプルの仕事は二つ。

　一つはサリーが上空で凍らせている水の塊を破壊すること。

　もう一つはその行動によってボスがメイプルを狙ねらって来るため、その攻撃を受けきることである。

　メイプルが空へと射撃を開始し、サリーが凍らせておいた水の塊全てを撃ち抜いていく。

　上空で凍らせても落ちてこないため、こうして破壊できるわけである。

　先程の雨エリア同様、この水には速度低下のデバフ効果が付いている。

　まずはそれを封殺しようという作戦だった。




「サリーすごいなあ、跳び回ってる……」

　メイプルが呟つぶやく。

　その視界には、遥か上空で柱から柱を高速で跳び回り雨粒を凍らせるサリーが映っていた。

「かっこいい！」

　そう目を輝かせるメイプルだったが、かっこよく見えるものに水面下の努力はつきもので、それはサリーも変わらなかった。




「【右手：糸】【右手：収縮】【左手：糸】【左足：糸】【左手：収縮】【右足：糸】【右手：糸】【右手：収縮】【左手：糸】」

　サリーは糸をコントロールするための指令を絶え間無く出し続けていた。

　スキルとして糸を出し、それをある時は縮め、ある時はタイミングよく消す。

　サリーは糸をミスのないように常に管理しながら、空を駆けているのである。

　そうして、氷柱の上に着地して一息つく。

「ふぅ、これでとりあえず一段階目。水のまま地面に落とすとデバフ塗まみれになるし……この後もキツイから、まだ頑張らないとね」




　一定数の雨粒を破壊したことで、ボスの様子が変わる。

　メイプルの頭を剣で殴打していたボスの中にある核が移動し、雲の地面にするりと入っていく。

　そして、雲の地面から同じような核を持ったボスの写しが何体も現れた。

　雨粒を地面に落とせば落とすだけ、この数は増えていき、核を攻撃し辛くなってしまうのである。三人は上手うまく対処したため、出現した数は最小限で済んでいた。

「よし、上手くいったようだな。なら【血刀】！」

　カスミが私の番だというようにそう口にすると、その手に持っていた妖刀が赤い液体となって変形していく。

　と、同時にカスミのＨＰが一時的に半分以上減少する。
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　しかし効果は十分で、血によって形成された刃は滅茶苦茶に空中へ伸び、あるいは地面を走り、雲の大地を赤く染めながら全すべての核を攻撃していった。

「正解が分からないなら全て貫けばいいだけのこと！」

　攻撃が終わると刀は元の形に戻り、カスミの手元に収まった。

　単独では危険を伴うスキルだが、メイプルが本体を引きつけてくれていれば安全に発動できる。

「さて、これをあと三回繰り返すんだったか。なかなか倒しごたえのあるボスだ」

「カスミ！　ポーション！」

「ああ！」

　一つでも水の塊を落とせば、手数が足りなくなりじりじりと戦況は悪化していく。三人はボスを倒すその時まで最善の動きを続けなければならないのである。

　こうして、この階層での最後のボス戦は気の抜けない第二段階へと移行した。




　とはいえ、第二段階に移行したところでやることは基本的に変わらない。

　メイプルはともかく、カスミとサリーの頭の中にはボスの攻撃手段や段階ごとの変更点がきっちりと入っている。

　そのため、第一段階を突破できた時点でおおよその勝利は見えていたのである。

「雨の落下速度が上がったか。サリーは……対応しているな」

　ボスの行動変化の段階ごとに雨の落下速度は上がり、また量も増えていく。

　メイプルがボスをきっちり引きつけてくれているため、カスミは空を注視して、サリーによる凍結が間に合わなかった場合に備えていた。

　だが、サリーが完全に雨粒を封殺しているため、空を見るというよりは跳び回るサリーを見るだけになっていく。

「サリーまで空中を……いや、メイプルと比べるとまだ普通の範はん疇ちゆうではあるが」

　サリーは氷柱の間を跳び移っているのであって、何もない場所を飛んでいる訳ではない。

「サリーなら森の中でも自由に跳び回れそうだな。いや、むしろきちんとした足場がある分、機動力が上がるかもしれない」

　カスミがそんなことを考えていると、ボスの核がまた移動し、先程より数が少し増えたボスの写しが現れる。

「【血刀】！」

　カスミのＨＰを代償に再び赤い刃が広がっていき、今回もまた全ての核を破壊することに成功した。

「この数でも捉とらえられるか。うん、【紫幻刀】よりは幾分使い勝手がいい。少し威力は低いが……」

　カスミが自らの役目を果たしたところで、ようやくボスが核を破壊し続けているカスミを狙い始めた。

　ただ、ボスの攻撃そのものは動きが遅いため、【ＡＧＩ】が高いカスミを捉えるには至らない。動きが遅いどころか動かないメイプルだからこそ、ボスは一方的に攻撃できていたのである。

「そろそろ雨以外の遠隔攻撃も使ってくる頃ころか」

　おまけに行動パターンは把握しているのだから、そもそも窮地に陥るはずなどなかったのだ。




　結局、サリーは雨粒を一切地上に落とすことなく捌さばききり、ボスに有利なフィールドを作らせることはなかった。

　また、メイプルの弾切れも起こらず、カスミが倒されるようなこともなかった。

　全ては予定通りに終わったのである。




　最後の血の刃が核を貫いて、ボスはドロドロと溶けて崩れ落ちていく。

「あー、秘密兵器の玉座が……使えなかった」

　少し悲しそうにするメイプルの前に、氷の柱を伝ってサリーが降りてくる。

「はー……初めてまともに実戦で使ったけど、あー疲れた。跳び回るレベルでは設計されてない感じだし、仕方ないか」

　ぶつぶつと呟きながら、サリーはぐっと伸びをする。

「サリーすごかったね！」

「んー、そう？　嬉うれしいな。これでメイプルの横を跳ぶ……は流石に無理だけど、どこかで一緒に空中戦ができるかもしれないね」

「おーい、二人共！　ドロップアイテムだぞー！」

　カスミに呼ばれて二人がカスミの所まで行き、アイテムを受け取り、それぞれ効果を確認する。






『雨水晶』




当たると【ＡＧＩ】を50％低下させる水の塊を最大三個生み出す。再使用まで一分。








　サリーは効果を確認すると試しに一度つかってみる。すると直径五十センチほどの水の塊が生み出され、ふわふわと漂っていく。

「ただ、水の塊は何かしらダメージを受けると消えるみたいだ。どうだろうな……サリーなら足場にすることもできるか？」

「それは考えてた。試してみないとね。命中させるのは難しそうだし」

　サリーは【氷柱】と組み合わせることで、より長く空を駆けることができるのではと考えたのである。そのためもあって、今回ここに来たのだった。

「私はどうしようかな……誰かが目の前に来た時にでも使ってみようかな」

　目の前にまで近づいた所で使えば効果的ではあるが、メイプルに咄とつ嗟さにそれを使うことができるだけの余裕があるかどうかは疑問である。

　この階層でやることも終えて、次のイベントかもしくは階層の実装を待ってメイプル達は日々を過ごすこととなる。

「帰るか」

「そうだね、そうしようか」

　用も済んで帰ろうとする二人を見てメイプルは少し考えると悪戯いたずらっぽく笑ってスキル名を叫んだ。

「……【天王の玉座】！」

　メイプルの声と共にメイプルの背後に白い玉座が現れる。

「えっ……!?」

「ん!?」

　二人はどうしたのかとメイプルの方を見て、周りを確認する。

「んふー、見せたかったんだよね。どう、びっくりした？　綺き麗れいでしょー！」

　そう言ってメイプルは笑顔を見せる。

「いやー……綺麗さとは別の意味でびっくりしたよ」

「ああ、だがいつも通りで少し安心したな。私は」

「……？」

　カスミの言っていることが上手うまく摑つかめないメイプルだった。








二章　防御特化と六層へ。









　時は過ぎて三月の初め。

　五層のとあるダンジョンに、次の階層へ進むことができる道が用意された。

　先行部隊に続いて、メイプル達【楓かえでの木】もダンジョンへと向かおうとしている。

「今回のボスは雲でできたクラゲだとさ。状態異常を何種類か使うらしいな」

　カスミが簡単にボスの情報を話す。

　クロムとサリーはそれを聞き、まずクロムが口を開いた。

「物理攻撃は効くか？」

「ああ」

「今日は……マイとユイもいますね」

　サリーが補足する。

　それを聞いてクロムがもう一度質問する。

「防御貫通攻撃はあるか？」

「今のところ確認されていない」

　カスミがそう言うと、クロムは一つ大きく息を吐いてにこやかに言い放った。

「勝ったな」

「ですね」

「そうだな」

　今日は【楓の木】のメンバー全員がギルドホームにいる。

　であれば、完かん璧ぺきな状態でボスを叩たたくことが可能となる。

　三人が勝ちを確信するのは慢心などでは決してなく、当然のことであった。




　三人がそんな話をしていると、ギルドホームの奥から、イズを先頭にして準備を整えた残りの五人がリビングに出てきた。

「行くか！　ぱぱっと終わらせて六層だ」

「じゃあシロップに乗って行こう？」

　メイプルの提案に全員が賛成して、【楓の木】一行はシロップの背中に乗って、ふわふわと飛びながら雲の海を行くこととなった。




　　　　◆□◆□◆□◆□◆




「到着！」

　メイプルが地面にシロップを降ろし、頭を撫なでてから指輪に戻す。

　八人の前には雲でできたダンジョンの入り口が、まるで出迎えるように口を開けていた。

「じゃあ行こう？」

「メイプルが先頭、俺とカスミで最後尾を行く。まあ念のためってだけだ」

　クロムの言うように、まさに念のための行動である。なぜならそう言っている途中で既にメイプルが【身捧ささぐ慈愛】を発動しているからだ。

「まあ、突然スキル解除が飛んでくるかもしれないからな……」

　マイとユイを挟むようにして、一行は細い通路を進んで行く。

　マイとユイは大抵の場合、本領を発揮するボス戦までは守られる立場となる。

「まあ、私はメイプルだけでも勝てると思うが」

「俺もそう思うよ」

　カスミとクロムがそんなことを話している中、メイプルの大盾が突っ込んできた雷雲をいつものように【悪食】で飲み込んでいたりした。

「進めー！　すっすめー！」

　不意打ちの心配のない細い道では【悪食】がある限り、盾を突き出しているだけでモンスターはなすすべもないのである。

　もしも、一人きりならば通路は毒で埋まるのだから今回は優しい方と言えるだろう。

　メイプルの行進を止めることができるモンスターがいれば、それは最早雑魚ざことして道中にいるべきものではないのだ。

　メイプルだけでは道に迷う、うっかりダンジョンを間違える、という危険もあったのだが、今回はサリーが進む方向を教えている以上、ボス部屋の前に辿たどり着つくのは容易たやすいことだった。




　ボス部屋の扉を開け全員が中へと踏み入ると、全すべて雲でできた部屋の天井部分が膨らみ始める。

　そして、その部分が千切れゆっくりと触手状の雲が伸びてクラゲの形を成していった。

「おおー！　柔らかそう！」

「毒があるけどね。メイプル、適当に相手しててくれる？」

「おっけー！」

　メイプルは迫ってくるクラゲと、わちゃわちゃとふれあい始める。

　その触手が持つ麻ま痺ひ効果はメイプルには効かないため、本当に触り心地がいい程度である。

　強く叩かれようが変わらず、むしろ触手が弾かれているといった状態だった。

　そしてその後方、メイプルの庇ひ護ご下のギリギリの位置でバフが大量に乗ったマイとユイが攻撃のチャンスを窺うかがっていた。




　そして少しして。

「ん、行きますっ！」

「大丈夫そうです……！」

　メイプルが上手く注意を引いたことを確認した二人は、身の丈よりも大きな大おお槌つちを二本持ってクラゲの元へと歩いていく。

「あ、クラゲさん。ごめんね？　私達も倒さないと駄目だから」

　近づいてくる二人に気づいたメイプルは、少し名残惜しそうにふわふわとした触手を離すとクラゲから離れた。




「「【ダブルスタンプ】！」」

「もっと行くよお姉ちゃん！」

「うん、分かった……！」

　クラゲはその身を何度も撃ち据えられて、触手で拘束する暇もなく、吹き飛ばされてポロポロと崩れ雲の塊となってしまった。

「物理耐性がないのが悪かったと僕は思うなー」

「あら、私もよ」

　マイとユイを強化して一撃レベルにまで持っていったのは、主にこの二人、カナデとイズである。

　ただ、惨状の原因の一つである二人の言うことも一理あるとも言えた。




　こうして、特に苦戦などすることもなく八人はまだ見ぬ六層へと向かう。

「どんなところだろうね、サリー」

「んー六層そのものの情報はまだ調べてないんだよね。ふふっ、新鮮な気持ちでメイプルと六層行きたかったし」

「えへへー私も楽しみだよ！」

「どんなところでも大丈夫だけど……糸使いで攻略できるところだと嬉うれしいな」




　そして、新たな階層へ続く出口が見えてくる。




　八人の前に広がった景け色しきは、一面の荒野とそこに残る古びた墓標だった。

　薄暗く少し霧のかかったエリアは、空に浮かぶ月の光を受けて不気味に見える。

「おぉー……ん？」

　景色を見ていたメイプルが右手を握られてそちらを向く。

「だ、だいじょうぶじゃなかった……」

　そこには見るからに顔色の悪いサリーがいたのだった。

　どんなゲームでもよくあるホラーゾーン、それが『NewWorld Online』では六層としてやってきたのである。

　メイプル達はいつも通りに、まずギルドホームへと向かうことにした。

　その間、サリーはずっとメイプルの右手を摑んだまま、いつもの索敵とは違う理由できょろきょろと落ち着きなく視線を動かしていたのだった。




　ギルドホームは外観こそ廃屋だが、中に入ってみれば今までのように過ごしやすい快適な環境が広がっている。

　それぞれが自分の部屋へ向かったり、設備の位置を確認したりとロビーから離れていき、メイプルとサリーだけがリビングに残った。

「はぁ……落ち着ける」

　サリーは大きく息を吐くと、パネルを操作してログアウトの文字を表示する。

「じゃあ……メイプル。七層が実装されたら帰ってくるから……」

「えっ？」

　サリーは力なく微笑ほほえむと、メイプルの返事も聞かず、逃げるように消えていった。

　逃げるようにというよりは正に逃げた訳なのだが、それも仕方ないとサリーのホラー嫌いをよく知るメイプルは思ったのである。

「サリーと探索はできないかなあ」

　メイプルが痛いことを嫌うように、サリーもまた嫌うものがあるのだ。

「ああまで言ったってことは……戻ってこないよねー」

　今回ばかりは諦あきらめて、メイプルは一人で町を見て回ることにしたのだった。

　メイプルはギルドホームを出て、どっちに行こうかと左右を確認する。

「うん！　サリーが戻ってきた時に六層のことを全部教えられるくらい見て回ろうっと！」

　メイプルはそう意気込んで、月明かりに照らされた夜道を歩いていった。




「うわあ……どこも廃屋ばっかり。多分中は普通なんだろうけど……んっ!?」

　時折ある完全に崩れ切った廃屋の側そばを通ると、首筋を生温かかったり冷たかったりする風がふわっと撫でるのである。

　メイプルが後ろを振り返ってもそこには何もいなかった。

「これ、サリーは夜は町も歩けないかも」

　窓には青い人魂がちらっと映ったりもして、メイプルよりも鋭い感覚を持ってしまっているサリーは、そういうものに余計に気づいてしまうのである。

「とりあえず、どこかのお店に入ってみようっと！」

　メイプルはそう言ってぼんやりとした灯あかりの見える店へと入っていった。
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　メイプルが探索をしている頃ころ。

　現実世界へと戻ってきた理り沙さはベッドに寝転がっていた。

「あー無理無理。ま、別にいいよね、他の階層でレベリングしてれば」

　理沙は未練などないというようにごろごろとしていたが、しばらくすると六層の情報を集め始めた。

　そうしてまず出てきたのは、ＭＰ増加系のスキルが手に入るというものである。

「カナデとかが取るかなー……ちょっと欲しいけど……レイス？　スケルトン？　無理無理」

　出現する敵を見て理沙がそう独り言をこぼす。

　理沙はその後も情報を収集し、まだ少ないものの、分かりやすい場所で手に入るスキルやアイテムは調べることができた。

　そうして出てきたのは、状態異常を与えられるスキルに、低確率で一部アイテムの効果を二倍にするスキル。そして【ＡＧＩ】強化に、加速スキル。

　さらに、空中に透明な足場を一つ作ることが出来る靴の情報もあった。三層の飛行機械は他の階層では使えないため、このアイテムがあれば三層でしかできないと諦めていた動きがまたできるようになるかもしれないのである。

「ああー、うぅー……くぅ、んー！　[image: ][image: ]ー……っ」

　酷ひどい声で呻うめきながら、理沙は画面を指でなぞって確認する。しかし、そこに書かれている文字は変わらなかった。

　そうして理沙は再度ゲームを始める準備をしてはそれを止め、もう一度始めようとしては止めを繰り返して部屋をぐるぐると歩き回った後、最終的にその日はぐったりとベッドに倒れこんだ。








三章　防御特化と幽霊屋敷。









　六層へやってきてから少し経たったある日。

　今日も今日とてメイプルはＮＷＯにログインしていた。

　今は、【大天使】装備のメンテナンスのためにギルドホームにいるところである。

　メイプルは傷つかずとも装備は傷つくのだ。

「……これだけ防具が傷ついているのを見るとモンスターの攻撃力も十分強くなっていることが実感できるわ」

「私も頑張って防御力上げないと！」

「回復ポーションの補充がないのが全すべてを物語っているわね……」

　メイプルはイズから装備を受け取って、【クイックチェンジ】の枠にセットし直した。

「よし、今日も探索しよう！」




　メイプルがギルドホームから出ようとした所で、扉を開けて意外な人物が中に入ってきた。

「えっ？　サリー!?」

「あ……メイプル」

「ええっ!?　サリー来たの？」

　サリーは予想外という様子のメイプルにここへ来た理由を話す。

　理由としては、どうしても逃すわけにはいかないあれこれがあったからだと。

　しかしフィールドへ出てすぐに無理だと悟って、誰かに助けて貰もらおうとして戻ってきたというのだった。

「おっけーおっけー。じゃあ、私が手伝うよ！　ちょうどやることも特になかったし」

「本当……ありがとうございます……」

「じゃあ、早速行こう！」

　こうしてメイプルは、普段とは打って変わってしおらしい様子のサリーの手を引いてギルドホームを出ていった。




　メイプルはサリーの手を引いたままフィールドへと出て、シロップを呼び出し巨大化させると、甲羅の上に乗って優しく撫なでて話しかける。

「よろしくね。【身捧ささぐ慈愛】！　【天王の玉座】！」

　シロップの甲羅の上に玉座が出現し、メイプルはそこに座った。サリーはその前の甲羅の上に座って目を瞑つぶっている。

　メイプルはそのままシロップを浮き上がらせて待機させた。

「サリー、目的地は？」

「町から西に行った所に洋館があるから……そこに」

「分かった。西だねー」

　メイプルはシロップの向きをぐぐっと変えると、西へ向かって進み始めた。

「はぁ……ここからだ……嫌だ」

　サリーは両手で顔を覆って甲羅の上に座り、丸まっていた。

　ふわふわと順調に進んでいたもののメイプルが唐突に声を上げる。

「あっ！」

「え？　なに……」

　メイプルの声に反応してサリーが顔を上げる。

　すると、目の前には青白い顔をした女性が浮かんでいた。

　それはサリーの顔にすうっと手を伸ばして触れてくる。

「…………!!」

「【砲身展開】【攻撃開始】！」

　サリーがメイプルに飛びつくのと銃弾で霊の姿が霧散したのはほとんど同時だった。

「結構近くに出てきたね」

「あ、っあれ！　だ、駄目でしょ！」

　サリーがメイプルにひっついたまま、虚空を指差して言う。

「玉座のお陰でただ触ってくるだけだから安心して！」

「うぇぇ……」

「でも倒せてないっぽいんだよね。すぐまた寄ってくるし。あ、二人来た！」

　辛そうな呻き声を上げながらふらふらと霊が寄ってくる。

「除霊です！」

　マフラーを顔に巻き始めたサリーはそのままにしておいて、メイプルは霊を追い払っていった。




　しばらくして、眼下にボロボロになった大きな洋館らしきものが見えてきた。

　その周りは他の場所に比べ霧が濃く、全体をはっきりと確認することはできそうになかった。

「サリー！　着いたよ。えっと、多分……確認して？」

「何もいない？」

「んー、いないね！　大丈夫」

　メイプルが周りを確認してサリーに伝えると、サリーはマフラーをずらして隙すき間まから下を確認する。

「うん。大丈夫、合ってる。よし……よし！　行く！」

「じゃあ降りるよー」

　メイプルがゆっくりとシロップを降ろしサリーの手を引いて地面に降りる。

　そして、玉座を消してシロップを通常サイズに戻す。

　洋館の中では、巨大化したシロップはまともに動くことができないからである。

　流石に探索をするというのにマフラーを顔に巻いているわけにもいかないため、サリーもいつも通りの格好に戻った。

「一回駄目だと思ったら無理……心を無にする、無にする……」

「行くよ？　サリー」

「ま、待ってまだ心の準備が……」

「……昔、一時間かかっても準備が終わらなかったのを知ってるから、私は心を鬼にします！」

　メイプルはかつてサリーがお化け屋敷に入る前に、一時間の心の準備の後に涙目で逃走したことを覚えていた。

　メイプルはまだ兵器を展開したままである。

　よってサリーを逃げさせないために、半開きの扉に向かって自爆飛行で突っ込むという選択をしたのも仕方なかった。

　サリーの性質を知るメイプルが取る多少の強引な行動はサリーのために他ならない。

「豪快におじゃましまーーす！」

「あああああああっ!!」

　そして、轟ごう音おんとともに二人は洋館へと突っ込んでいったのだった。
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　メイプルがサリーを連れて洋館へと飛び込むと、背後で扉がバタンと閉まった。

「はーい、サリー立って立って！　目的のものがあるんでしょ？」

「あ……うん。メイプル……離れないでね」

「もちろん！」

　メイプルはサリーの手を摑つかんで立ち上がらせると、辺りを見渡した。

　随分と大きな洋館のようで、今いるエントランスらしき入り口から見て、正面と左右に扉が三つ。

　さらに階段があり、二階にも扉が見えた。

　天井にはボロボロのシャンデリアがある。

　壁に取り付けられている燭しよく台だいの上で、小さくなった蠟ろう燭そくがゆらゆらと小さな火を灯ともしていた。

「広いねー。で、どこへ行ったらいいの？」

　メイプルがサリーに尋ねる。

「えっと……あれ？　……ちゃんと調べられてない」

　サリーの調べた情報にはいくつも穴があった。

　それはまだ情報が集まりきっていないというよりは、いつも通りの情報収集ができていないからであった。

「ならー、全部見て回るしかないか」

　メイプルがそう言うとサリーは首をぶんぶんと横に振った。

「ちゃんと調べてからもう一回来ようよ。そうしよう？　今このまま探索しても効率が悪いし、モンスターも弱くはないよ。戦闘回数も増えるだろうし最短距離を確認してから……」

　そう話し始めたサリーを、メイプルが目を細めてじっと見るとサリーは口を噤つぐんだ。

「だーめ。ささっと探索して終わりにしよう？　ほら、私がいるから大丈夫！」

「うん……」

　メイプルがいるうちは発動しっぱなしの【身捧ぐ慈愛】によって、基本的に全すべての攻撃から守ってもらえる。

　サリーの足が生まれたての子鹿のように震えていても、やられる可能性は極めて低いのだ。

「じゃあ私の勘で……右っ！」

　メイプルが右の扉まで歩いていき扉を開ける。

　すると、少し埃ほこりが舞い上がった後で扉の向こうに伸びる廊下が見えた。

　メイプルは耳に手を当てて廊下の向こうに聞き耳を立ててみるが、特に物音はしなかった。

「うん。何もいないかな」

　メイプルはそう言って廊下を進んでいく。

　長い廊下には左に曲がることができるところがいくつかあった。

　またそれだけでなく、部屋につながっているのだろう扉もあって、調べる場所は多そうだった。

「どこから行こうかな……うわっ！」

　メイプルが足に違和感を感じて下を見る。

　すると、歩き出そうとしたメイプルとサリーの足を、地面から伸びる無数の透けた白い手が摑んでいたのである。

　手は少しずつ伸びて体を摑んでくる。

　そして、道中にもいたあの女性の霊が壁からするりと抜けて二人に近づいてくる。

「めっ、めめめ、めっめメイプル！」

「待ってね！」

　メイプルは兵器を剣に絞り、短刀を握った右手を大きな剣にし、足元の手を攻撃して払いのける。

　これもまた倒せはしないもののすっと消えていった。

　メイプルはしがみついてくるサリーの足元の手も丁寧に斬り払い、女性の霊も再展開した兵器による銃弾で撃ち抜いた。

「ふぅ。よし！　もう大丈夫だよ？」

「うん……メイプルと一緒でよかった」

　ひたすら弱々しいサリーはもう既に半分心が折れているようだった。

　サリーが言っていたように一度駄目だと思ってしまえばそれで最後なのである。

「急いで探索して帰ろう！」

　メイプルが歩き出したところで、二人の足元が鈍い青色に光る。

　いつものサリーならば、メイプルを避難させ自分も逃げることくらい容易たやすかっただろう。

　だが、今のサリーはそうではなかった。

　光は大きくなり、気づいた時には二人は転移していたのである。

　光に包まれる中、緊急事態を察したサリーの感覚は、知りたくないことを鮮明に伝えてきた。




　それは、摑んでいたメイプルの手がすうっと消えていく感覚だった。




　光が薄れて、サリーが目を開けた時には目の前に知らない廊下が広がっていた。

「め、メイプル？　ど、どこ……？　ひっ……！」

　震える声でメイプルを呼ぶサリーの左肩が、背後からポンと叩たたかれた。

　サリーはビクッと背筋を伸ばして硬直し、本能的に左肩を確認してしまう。

　そこには、明らかに生きている人のものではない白く細い手があった。

　そのまま異様に冷たく細い腕が、目を見開いて硬直するサリーを背後から抱きしめてくる。

「あっ……あ、あ、やっ、わあああぁあっ!!」

　サリーが叫びながら走り出すとその腕はするりと通り抜けることができた。

　サリーはそのまま逃げて一つの部屋に飛び込んだ。




「は、はっ、はっ。ろ、ログアウト……」

　サリーがログアウトをしようとパネルを出した瞬間、パネルに赤い手形がドンドンと音を立てて現れる。

「ひうっ……」

　一周回って生まれたサリーの冷静な部分がある情報を思い出す。

　一部エリアでのログアウト制限、そしてそこにいる徘はい徊かいモンスターの性質である。

　触れられる度に【ＡＧＩ】を減少させられ、それがゼロになった時に即死攻撃が飛んでくるというものだ。

　そこは、普通に動ければ脱出は容易なエリアだった。

「お、追いかけてくる……」

　猶予はまだまだあり、止まることなく注意して洋館を歩き回れば捕まることもそうそうない。

　もっとも、サリーにとってそれが容易でないことは自明であった。




　　　　◆□◆□◆□◆□◆




　サリーが飛ばされたのと同様に、メイプルもまた別の場所に飛ばされていた。

「えっと……サリー？」

　メイプルが周りを確認するもののサリーの姿はない。

　メイプルがいるのはどこかの部屋だった。

　扉が外れてしまったクローゼットに、埃の積もったベッド。シーツはボロボロになっており、床はところどころめくれている。

「探さないと！」

　外へ出ようとドアノブを摑むが、ひねってもガチャガチャと音がするだけで扉は開かない。

　鍵かぎ穴あなもなく、開かない理由は分からなかった。

「んっ……もう！　壊せるかな？　試してみようか」

　メイプルはそう言いつつ銃口を扉に向ける。

　その時背後でギシッと音がして、メイプルは振り返った。

　すると、まるで夜闇を固めて形作ったようなどこまでも黒い影がのっそりと起き上がっているところだった。

「ちょっ、と【天王の玉座】っ！」

　メイプルは急いで玉座を出すと、飛び込むようにして座った。

「いつもはサリーみたいにしっかり確認できないけど、これなら！」

　メイプルはじっくりと影の行動を見る。

　人型に近い黒い影は前へと手を伸ばすようにしているが、何も起こらない。

「とりあえず……大丈夫かな？　じゃあ【攻撃開始】！」

　メイプルが銃弾を撃ち出すもののそれはするりと通り抜けて向こう側の壁に当たる。

　影はそのまま近づいてきて直接メイプルを攻撃してくるが、どうということはなく防ぐことができた。

「うーん。やっぱり物理攻撃じゃどうしようもないか……これを倒せば扉は開くのかな？　うん……とうっ！」

　メイプルは上半身を傾けて、影の胴体に頭を突っ込んでみた。

　しかし、そこで口を動かしてみてもすり抜けるばかりである。

「本格的にダメだー。ん？　あ、そうだ！」

　メイプルは何かを思いついて、インベントリを操作しアイテムを取り出す。

　それは光の王の足先に執しつ拗ようにダメージを与えた、あの紙の残りである。

　炎と風の属性は光の王に通らなかったため、大量に残っていたのだ。

「燃えたら怖いし風にして……ぺたっ、と！」

　メイプルがアイテムを使うと、部屋を風が吹き抜けて目の前の影を切り裂いていく。

「やった、これなら効いた！　ほらほらー、もう一枚！」

　メイプルは続けてぺたぺたと貼り付けていく。

　他より少しだけ強い程度の雑魚ざこモンスターだった黒い影は、アイテムを十個使っただけで消滅していった。

　ゼロ距離で、スキルでなく貼って使うタイプのこのアイテムをわざわざ用いるプレイヤーは少ないため、多少なりとも火力は高く設定されているのだった。

　そして影が消えていくとともに、後ろでガチャリと鍵かぎの開いた音がした。

「開いたのかな？　鍵穴はなかったけど」

　メイプルは玉座を消すとドアノブをひねる。

　すると先程とは違い、ドアはするりと開いた。

「やった！　出られる！」

　メイプルはまた閉じ込められないようにと急いで部屋から出た。

「足元に気をつけながらサリーを探そう。また飛ばされても嫌だしね」

　メイプルはぱたぱたと走って廊下を進んでいった。
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　さて、その頃ころサリーはというと、転がり込んだ部屋にあった机の下に隠れて震えていた。

　外には出るに出られないため、メイプルをひたすら待つしかなかったのである。

「そ、そうだ……メッセージ」

　サリーはメイプルにメッセージを送った。

　書かれていることはログアウトもできないので助けて欲しいというようなことだけで、状況を好転させる要素は一つもなかったが、いつもの冷静さを失ったサリーはそんなことにも気づかない。

「しばらくはここにいよう……」

　サリーの言うしばらくとは、メイプルが来るまでを意味している。

　要は「ずっと」と同義であった。




　ただ、そんなサリーを見逃してくれるようにこのエリアはできていない。

　ぎいっ、と音を立てて部屋の扉が開く。

　机の下にいるサリーからは見えないものの、確かに何かが歩いてくる。

　その音を聞いてサリーは両手で口を塞ふさぎ、息を止めて気配を殺す。

　傷んだ床がぎしぎしと音を立てる。

　音はゆっくりと机の方に近づいてきて、ついにサリーの目の前に青白い足が見えた。

「……っ!!」

　通り過ぎることを祈るサリーの願いが届いたのか、生きている人のものとは思えない足は、そのままサリーの前を通り過ぎていった。

「…………」

　サリーが安心したその時、メッセージを受信した音が鳴った。

　優しいメイプルが返信しない訳はなかったのである。問題はそれに驚いてサリーがガタッと物音を立ててしまったことだった。

　急速に迫る足音に、サリーは机の下から転がり出て、ばたばたと部屋から抜け出した。

「メイプル！　メイプル！　助けてぇぇっ！」

　思わず上げたその声に反応してくれたのは、壁から地面から伸びる手と、血にまみれ体の抉えぐれた子どもの霊だった。

「【超加速】！　超加速、超加速！」

　サリーは滅茶苦茶に走って、また別の部屋へと入った。

　しかし、そもそも洋館のあらゆる場所に溢あふれかえる霊を撒まくことなどできはしない訳で。

　迷まい子ごになってなお走り回るサリーはより奥へ奥へと迷い込んでいくのだった。




「ひぐっ……すんっ……っ」

　逃げて逃げて、部屋を移って移って。

　そうしているうちに、サリーは何度もあの冷たい腕に捕まっていた。

　そもそもまともに逃げられてすらいないのが現状である。

　霊がオークやゴブリンの見た目をしているなら、サリーは触れてくる腕を躱かわし続けることも容易な程の能力を持っている。

　ただ、それを発揮できなければステータス的には少し素早い程度のよくいるプレイヤーに過ぎないのだ。

　サリーの【ＡＧＩ】は既に四分の一にまで減少していた。

　普段とは違った感覚がただでさえ下がっている回避能力をさらに下げてしまっている。

　そのため、サリーの捕まるペースは次第に早くなっていた。




　さて、そうして遂に完全に心が折れたサリーは、クローゼットの中に閉じこもって、目を閉じて震えているのである。

　メイプルにクローゼットの中にいることと、返信はいらないことを添えてメッセージを送り、もう自力生存の文字は頭の隅にもなかった。
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「メイプル……すん……きて……」

　すんすんと鼻を鳴らして呟つぶやくサリーへの返事は聞こえてこない。




　この時サリーにはゆっくりと近づいてくるものが二つあった。

　一つはサリーを追い込んでいる霊であり、もう一つはようやくサリーのいるフロアに来ることができたメイプルだった。

　偶然にもようやく近づいてきたメイプルは、一つ一つ部屋を探索していた。

「サリーがどこにいるか分からないよー。部屋を見て回ってるけどいないし……でもやられてもないみたい」

　パーティーを組んでいるサリーのステータスや、大まかな現在地は確認できる。まだこの幽霊屋敷の中にいるのは間違いなかった。

　メイプルは行く先にいる霊全すべてに、まるで除霊のお札を貼り付けるようにしてアイテムを叩たたきつけてきていた。

　そんなメイプルの前に、血まみれの子どもの霊が現れてゆっくりと近づいてくる。

「うっ……成仏してくださいっ！　うわっ!?」

　メイプルがアイテムを取り出そうとすると、パネルを赤い手形が覆い尽くす。

「びっくりした……っとと、アイテムアイテム」

　メイプルは気を取り直してアイテムを出すと子どもの霊に貼り付ける。

　子どもの霊は燃え上がって、静かに消えていった。

　メイプルは次のアイテムを用意するためにインベントリを操作しようとした。

　そこで、ログアウトができなくなっていることに気がついた。メイプルはしばらくそのまま辺りを歩き回ってみると丁度ログアウトが可能になる場所との境目を見つける。

「これサリーが言ってたログアウト制限……ってことはサリーはこのエリアのどこかにいるのかな？」

　メイプルはようやく着いたと、小さくガッツポーズする。

「でも……んー、サリー大丈夫かな」

　今まで探索した場所より見た目が怖い霊が出てきたのを見て、メイプルはサリーの身を案じる。

「うん。絶対大丈夫じゃない！　早く探さないと！」

　雰囲気の変わった廊下を、メイプルは大盾を構えて警戒しつつ急いで進む。

「サリーは……返事しないよね。絶対泣いてるし……」

　メイプルはメイプルなりに耳を研ぎ澄ませて、サリーの声がしないか注意しつつ、部屋を隅から隅まで調べていく。

「あ、そうだ！　サリーに近くまで来たことは伝えておこう！」

　メイプルはサリーにメッセージを送ってまた、捜索を再開した。




　メイプルが送ったメッセージがサリーに届く。

　サリーはそのメッセージを読んで、差し込んだ希望の光に助かったという表情を見せる。

「あ、足音……！　メイプル？」

　足音は部屋の前で止まり、扉が開く音がした。

　扉を開けて右手の壁にはサリーのいるクローゼットがある。

「ちょっとだけ……」

　サリーはクローゼットの扉を少しだけ開けて入ってきた人を確認する。

　直前にメイプルからのメッセージを受け取っていたサリーはこの時入ってきた者をメイプルだと信じていた。

　それは、もうどうしても助かりたいと思っていたために起こった判断ミスだったのである。




　細長い腕、血の気のない肌。

　初めて見た顔。長く伸びた前髪の向こうにあるはずの眼球は既になく、真っ黒な穴からはどろりとした濁った血が涙のように流れ出ていた。

　サリーと霊は一瞬ではあるものの確かに目が合った。




　合ってしまったのだ。




「ひっ……！」

　慌ててサリーがクローゼットを閉めるが、床を踏みしめる音が近づいてくる。

「や、やだ、やだ！」

　サリーが扉を押さえるが、震える手ではそれも上手うまくいかず、ゆっくりと扉は開いていく。

　そして、扉の隙すき間まから霊の暗い暗い眼がん窩かがサリーをじっと見つめていた。

「あ……」

　サリーの身体からだから一切の力が抜けて、クローゼットの床にぺたっと座り込んでしまう。

　扉は開ききり、霊がゆっくりとサリーに手を伸ばしてくる。

　霊の周りには黒い影が溢れ出し、眼窩からはどろどろと血が零こぼれ落ちてくる。

「ごめんなさい……ごめんなさい……」




「【天王の玉座】！」




　サリーがもうどうしようもなくなって謝り始めたとき、開いていた扉から飛び込んできたのはメイプルだった。メイプルはサリーをすぐにでも助けようと玉座を出すと急いで座る。

　広がる光のフィールドは霊の足元まで届き、不気味な黒い影はパッと消えた。

「サリー！　大丈夫!?」

「うっ、ううぅ……メイプルぅ……」

　サリーはクローゼットから出て、玉座から動けないメイプルにしがみついた。

「よかった……けど、これどうしよう」

　メイプルが顔を上げると、サリーの上からあの霊がさらにメイプルにまとわりついてきていた。不穏な黒い影は消えたもののメイプルにとっても流石さすがに不気味である。

「すごい見てくるんだけど！」

　メイプルは顔を逸そらしながらも両手で霊の顔を押そうとするが、するっとすり抜けてしまう。

「うえっ……ぅう……えぐっ……」

「本当、どうしよう……」

　メイプルは座ったまま途方にくれることとなった。








四章　防御特化と延長戦。









　メイプルがしばらく霊に見つめられたまま玉座に座っていると、メイプルが近くにいる安心感からかサリーも徐々に落ち着いてきたようだった。

「メイプル……まだいる？」

　サリーが顔を上げずにメイプルに聞く。

「うん、まだいる」

「うぇぇ……早くどこか行ってくれないかな……」

　そう言うサリーの声は少し震えが残るものの、いつもの調子が出てきている。

「どう、落ち着いた？」

「落ち着いたけど。滅茶苦茶恥ずかしいから顔は見ないで……」

　とはいえ、既にサリーはメイプルに泣き顔をばっちりと見られた訳で。

　隠れていないサリーの耳は真まっ赤かになっており、顔も同様かそれ以上に赤くなっていることはメイプルにも想像できた。

「分かった。けど……そこまでして、欲しいものだったの？」

「やめておけばよかったと後悔してる……本当に。もしかしたら大丈夫かもって思った自分を殴りたい……」

　サリー曰いわく、スキルに目が眩くらんだとのことだった。

「珍しいね、サリーが見誤るのって」

「あんまりにも欲しいものが並んでたからつい、ね。でもいいや、落ち着いて頭冷やしたらなくてもまあ何とかなるスキルだし」

「結局サリーの欲しかったスキルってどんなの？　ちゃんと聞いてなかったよね」

　メイプルがそう言うと、サリーは欲しいと思っていたスキルやアイテム、ここで起こったあれこれなどについて知っていることを話し始める。

「どうする？　私も今度ははぐれないように気をつけるけど……まだ探索する？」

「こ、ここのスキルはもういいから……外、出たい……」

「ん、おっけー！　と、言っても……むー」

　こうして話をしている間に霊がどこかに行ってくれないかと思っていたメイプルだったが、霊は頑なに動こうとしない。

「玉座から離れたらまずいよね……攻撃はできないかな？」

　メイプルが手を伸ばしてアイテムを使うと、霊の体を風が切り裂く。

　すると霊は少しよろめいて後退した。

　ただＨＰゲージがないため、ダメージという概念のないモンスターであり倒せないだろうことがメイプルには分かった。

　呻うめき声を上げて、顔を両手で覆っていた霊は少しするとまた二人に近づいて触れてくる。

「怯ひるませているうちに脱出……サリー、できる？　私は多分追いつかれるし」

　メイプルはサリーだけでも逃げられないかと提案してみたのだ。

「えっと……だめそう」

　それは【ＡＧＩ】がゼロになっているから、というだけではないことは間違いなかった。

「どうしようかなー？　……えっ？」

　メイプル達からなかなか離れようとしなかった霊は、突然二人からふらっと離れてそのまま部屋から出ていく。

　突然の変化に、メイプルはそれをぼーっと見守るしかなかった。

「チャンスだよ！　行こうサリー！」

「えっ、えっ？　う、うん！」

　顔を伏せていて状況が飲み込めていないサリーの手を引いて。

　二人は初めて同じ速さで駆けていく。

　背後からは、代わりに霊の餌食になってくれたであろう者の声が聞こえてくる。

　新しく入ってきた誰かが狙ねらわれて上げている声に、サリーは自分もああだったのだろうとまた少し顔を赤くした。

「っ、だっしゅーつ！」

　メイプルは覚えていた道を最短で帰って、とうとうログアウト可能な場所まで戻ってきた。

「ありがとう、メイプル」

「えへへ……どういたしましてー！」

　戻ってきたことを喜ぶ二人。

　その背後から、冷たい腕が伸び二人をまとめて抱きしめる。

「ひっ……！」

「んっ！」

　二人が驚き一瞬固まったところでスキル獲得の通知がきた。

「えっと……【冥めい界かいの縁】？　あ、サリーがアイテム効果が二倍になるって言ってたスキルだ」

　メイプルがスキル内容を確認する。

　その場にへにゃっと座り込んだサリーも、同じスキルを手に入れることができたようだった。

　スキルに書かれているフレーバーとして、時折背後からそっと手を貸してくれる誰かとの奇妙な縁というものがあった。

「う……そんな縁いらないよ」

　欲しかったスキルを手に入れたものの、サリーは顔をしかめる。

「どうするサリー？　次の探索まだ私付き合えるよ」

「ログアウトする。帰る」

　即決でサリーが答える。

「だよね、じゃあバイバイ？」

　メイプルが小さく手を振ってみる。

「今日はありがとう。埋め合わせは必ずするから」

「いいよいいよ、今までいっぱい手伝ってもらってたし！　ようやく一つ返せたかなーって」

　メイプルがそう言って笑うと、サリーも少し表情が明るくなった。

「ありがとう。じゃあ、また七層が追加された時にでも」

「そう言ってまた戻ってきたりして」

「しないよ……流石にね」

　サリーは力のない微笑みを残してログアウトして帰っていった。
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　現実世界へと戻ってきた理り沙さはベッドから起き上がり、ゲームを終えて片付けた。

「んっ……汗が、お風ふ呂ろ……ま、まだいいか！　ご飯食べてからでも」

　理沙はそう言うと、いつもよりそっと扉を開けて一階へと降りていく。

　そのままリビングの方まで行くと丁度晩ご飯の支度をしている母親がいた。

「理沙？　晩御飯はまだよ？」

「うん、ちょっとテレビ見にきたの」

　理沙はそう言ってテレビをつけるとソファーに座った。

　ただ、テレビにはあまり興味がなく、流し見ているだけというような調子である。

　理沙がそうしてリビングで晩御飯を待っていると、電話の着信音が鳴り響いた。

　理沙がくるっと向きを変えて音の鳴った方を見る。

「あら……はい、白しろ峯みねです。はい」

「…………」

　母親はしばらく誰かと会話をしていたが、やがて電話を切って理沙に話しかけた。

「理沙？　お母さんちょっと急用が入っちゃって、行かないといけないの。お父さんも今日は遅いみたいだし……ご飯冷めちゃうから食べておいて」

「え……う、うん……」

　理沙が歯切れ悪く返事をしたところで、母親は支度をするために急いで部屋を出て行った。

「なるべく早く帰れるようにするから」

「……分かった」

　そうとだけ言って母親は出かけていった。

　外はもう暗く、静かな家にはテレビの音だけが流れている。

「ご、ご飯食べよう」

　理沙は母親を見送った後、玄関から戻ってご飯を食べ始めた。

「……」

　テレビのリモコンを手に取ると音量を上げていく。

　椅子に座る、その足は落ち着きなくふらふらと揺れて、目は若干細められている。

　箸はしの進みも遅かった。

「ごちそうさまでした」

　理沙は食器を片付けて、テレビのチャンネルを適当に変えていく。

　天気予報では今夜は雨になるらしかった。




　そうして何とはなしに時間を過ごしていたが、誰かが帰ってくることはない。

「お風呂入らないと……でも……」

　いつもより幾分速い鼓動、落ち着かない感覚。

　原因など分かっていた。

「ちょっと……っ怖い……」

　言葉にすると余計にそう感じられるもので。

　理沙は、カーテンや扉などを隙すき間まなく閉めるとソファーに置いてあったクッションを抱きしめて体を縮こまらせる。

「……そうだ！」

　何かを思いついたのか、その顔には少し明るさが戻っていた。




　所変わって、理沙同様ログアウトしていた楓かえでは自室で勉強していた。

　すると着信音が鳴り響く。

「もしかして……やっぱり」

　楓が携帯電話を手に取ると、そこには理沙の名前が表示されていた。

「もしもし？」

「あ、楓？　今大丈夫？」

「んー……大丈夫だよ、何？」

「いや、今日は迷惑かけたなーと思って。ちょっと話さない？」

　楓は理沙が電話をしてきた本当の理由に薄々気が付いていたものの、それに触れないまま理沙と会話を続けていく。

「ん？」

　そうして話しているうちに、楓は理沙の声以外に何か水音が聞こえることに気が付いた。

「お風呂かトイレかなー？　怖がりだし……あっ」

　楓はうっかり口を滑らせて、思っていたことをぽろっと言ってしまう。

　理沙も聞こえていない振りをすればいいものの黙り込んでしまった。

「り、理沙？」

　そして少しの沈黙の後、理沙の声がまた聞こえてくる。

「……楓、今私家に誰だれもいなくて」

「うん」

「ちょっと……心細いっていうか……」

「うん」

「しょ、正直……怖いからっ……電話続けてていい？」

　楓が駄目だと言う筈はずもなく、そのまま会話は続けられる。

　そうして話していると、楓はそういえば昔にも一度こんなことがあったと思い出した。

「前にもあったね、こんなこと」

「そうだっけ？」

「うん。あの時は今みたいにお風呂からかけてきてはなかったけど。次の日は私、寝不足になってたよー」

「あ、小学校の頃ころ？　うわー……私成長してないかも」

　こうして話をしていれば、怖さも少しは薄れてくるもので。

　お風呂から出て、話も盛り上がっていく中でベッドに入る頃にはもう随分と理沙の気分は明るくなっていた。

「おやすみ理沙」

「うん、ありがとう。おやすみ楓」

　理沙はいつもより数時間早くベッドに入った。

　明かりを消して、頭まで布団の中に潜り込んで目を閉じる。

　外からは降り始めた雨の音が聞こえてきていた。

　いつもより早くベッドに入っても、それだけ早く眠れるわけでもない。

　三十分、一時間と時間が過ぎていく。

　時間が過ぎていくごとに薄れていた感覚も戻ってきてしまっていた。

「んっ……んー……」

　理沙はベッドの中で落ち着きなくもぞもぞと動き、しばらくして意を決したのか電話をかけた。

　相手など決まっている訳で。

　楓を叩たたき起おこしてまた話をしながら、理沙は起き上がって明かりをつける。

「あはは……前にもこんなことあったねー」
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「本当……ごめん楓……」




　そして、次の日楓が寝不足になったのは言うまでもないことである。








五章　防御特化と靴探し。









　メイプルとサリーが幽霊屋敷を探索してから数日後。

　まだサリーにもう一度六層に挑戦しようという馬鹿げた考えが浮かんでいない頃、メイプルは一人六層のギルドホームでくつろいでいた。

「サリーは五層でレベル上げしてるし、マイとユイも別の階層を探索するって言ってたし……私はどうしようかな？」

　サリーとはまた別の理由で、マイとユイにとっても六層は厳しい場所だった。

　多くの敵が物理攻撃を無効化してくるため、当たれば必殺の攻撃が意味をなさないのである。

「ん、そういえば。サリーが言ってた欲しいものの中に、アイテムがあったはず……」

　メイプルはうんうんと頷うなずくと、今日はそのアイテムを探しにいくことに決めた。

「サリーが欲しそうなアイテムがあったらあげるって約束したのに、まだ何もあげられてないし。ちょうどいいや！」

　メイプルはサリーからＨＰ増加の装飾品を貰もらったり、素材集めを手伝ってもらったりしている。他にも、ギルドホームの開設のための資金もサリーが集めてくれていた。

　そのお返しができるいい機会だとメイプルは思ったのである。

「あ、でもどこで手に入るか、サリーはちゃんと調べてないんだっけ」

　怖いものが苦手な今回のサリーの情報収集は甘いなどというレベルではないため、メイプルはまずゲーム内の広場に設置されている情報掲示板を確認しにいくことにした。

「よーし。そうと決まれば早速行こう！」

　メイプルはぱたぱたと走ってギルドホームを出て行った。




　右も廃屋、左も廃屋の大通りを進んでいくと、掲示板の前に辿たどり着つく。

「わわっ、人がいっぱい……」

　新階層実装直後ということもあり、大きな掲示板前には多くの人がいた。

　メイプルは小さな体でするするっと人波を抜けて、掲示板が見えるところまでやってくると、情報を確認していく。

「んー……あった！　これだ！」

　メイプルがしっかり入手条件と出現する場所を確認し、人ごみを抜けたところで見知った人とばったり出会った。【集う聖剣】のペイン、ドレッド、ドラグである。

「あ、ペインさん達も情報収集ですか？」

「そんなところだ。メイプルにも負けていられない」

「リベンジに燃えてるってよ。俺もだがな」

「えへへ、私も頑張りますっ！」

「……お、そうだフレデリカのやつがサリー探してたぜ？　見当たらないから決闘できないってな」

　そう言うドラグに対し、そのままサリーの現状を伝えることもできず、メイプルは苦笑いを浮かべながら伝えておきますと返すのだった。




　三人と別れたメイプルはまた人波をすり抜けて、少し人の少ない場所まで来たところでふぅと息を吐いた。

「これだとフィールドも人がいっぱいいるかもしれないなあ」

　そんなことを考えながら、メイプルは調べた場所へシロップに乗って飛んでいった。




「あー、やっぱり人が多いなあ」

　空から下を確認すると、魔法やスキルのエフェクトがあちこちで煌きらめいていた。

　狙ねらうモンスターはいわゆるアンデッドモンスターであり、全身が白く輝く骨でできている。

　すっと消えては現れてを繰り返し攻撃を躱かわしてくるモンスターで、当然物理攻撃は効かない。

「うーん……私だとやりにくいよね」

　メイプルのスキルは広域殲せん滅めつと至近攻撃のどちらかがほとんどであり、こういった場面においてきっちり狙ったモンスターを倒せるちょうどいい射程範囲のものはないと言ってもいい。

「別のところでも出ないかな？」

　メイプルはここを避けて別の場所を探すことにした。

　幸い、目的のモンスターはある程度上空からでも確認できるくらいの光を纏まとっているため、探すことは可能だった。

「いなかったらここに戻ってこよう。うん。じゃあ、シロップ、行くよー」

　メイプルはシロップの向きをぐるっと変えると、広いフィールドを外へ外へ、町からより離れる方向へ飛んでいく。

「いないかなー……うーん、もうちょっと探してみよう」

　メイプルはシロップの甲羅から少し身を乗り出して下をじっと見る。

　そうしてしばらく飛んでいき霧が濃くなっている山の近くまでやってきた。

「ここからは下が見えない……頂上の辺りだけ確認しようかな？　何かいるとしたらそこだよね！」

　メイプルはシロップの高度を下げると山の少し開けた場所に降りた。

「ありがとうシロップ！」

　シロップを通常サイズに戻し、メイプルは山を登っていく。

　そうして少し進んだ所で、メイプルの前の霧の中に透き通る赤い骨で出来たモンスターが現れた。

「ちょっと色が違うけど……大丈夫かな？」

　別モンスターなのだから目的通りでないことは確かなのだが、メイプルはとりあえず倒してみることにした。

「よーし【挑発】！　逃げないでね！」

　メイプルが【挑発】をすると、近くからさらに数体同じ見た目のモンスターが現れる。

「やった！　ラッキー！」

　モンスターを探すことに最も時間がかかるメイプルからすれば、向こうから近づいて来てくれることは大歓迎なのである。

「【毒竜ヒドラ】！」

　幽霊屋敷では使えなかった毒の奔流。

　魔法陣から飛び出した毒の流れは接近してきていたモンスターを飲み込んでいく。

「うぇっ!?　生き残るの!?」

　毒への耐性が高いのか、【毒竜ヒドラ】で一撃とはいかなかったのである。

　メイプルは想定外の耐久力に目を丸くした。

　モンスターの背後からは真っ黒な煙が立ちのぼり、それが髑どく髏ろの形を成していく。

　耳障りな声が声帯もない骨から発せられる。

「ちょ、ちょっとぉ……危なそうな……【天王の玉座】！」

　メイプルは緊急避難とばかりに背後に現れた玉座に座る。

　効果はあったようで【天王の玉座】の【属性：悪】封印により、見るからに危険そうな攻撃はキャンセルされた。

「うーん、やっぱりこれに座ると攻撃できないなあ。綺き麗れいだからもっと使いたいのに……」

　六層に物理攻撃が効かないモンスターが多いことも、戦闘の長期化の原因だった。特に【機械神】が有効でないモンスターが多いと戦いにくいのである。

「誰かと一緒にできれば……サリーがいればいいんだけど、むぅ……そのサリーのためだし」

　六層が苦手なサリーの分まで六層を探索するつもりなのである。

　メイプルは元気付けの意味でも、サリーが欲しがっていた靴を手に入れてあげようと改めて思い直した。




　そして、今回もまた紙を貼る作業に移ったのである。

「買い足しておかないと……あ、除霊のお札なんかもお店にあったっけ。それも買ってこようかな？」

　近づいてくる幽霊モンスターの顔面を燃やしながらメイプルはそう呟つぶやいた。




「撃破ー！」

　メイプルが赤い幽霊を全すべて撃破したところで、地面に素材がドロップする。

「むぅ……はずれかあ。そもそも落としてくれるのかも怪しいもんね……」

　メイプルとしては周りに人がいないこの場所での戦闘は楽で、目的の靴を落としてくれるのであればこれ以上ないことである。

　ただ、ドロップが確認されたモンスターではないため、無為に終わる可能性の方が高いと言えた。

「他にもサリーが欲しそうなものが手に入るかもしれないし……素材はイズさんにあげようかな？　いつも装備をメンテナンスしてくれてるし！」

　また、メイプル自身のレベル上げにもなる。

　ここ最近、集中してモンスターを狩っていなかったため、たまにはいいかもしれないと思ったのだ。

　メイプルは玉座に座ったままあの赤い霊が近くに現れないか目を光らせる。

「あ、いたいた！　結構いっぱいいるのかな？」

　赤い霊はメイプルの方に近寄ってくるなり魔法で攻撃してきた。

「普通の魔法もあるんだ」

　撃ち出された赤い光はメイプルの腹部に当たると、音を立てて弾けて消えていった。

「おっけー！　大丈夫大丈夫！　ほらほら近づいてきてー」

　メイプルは赤い霊に手招きをすると、近づいてきた霊をまたアイテムで燃やし始めた。

「やっぱり遅いなあ……最近はさくさく倒せてたからこの感じは久しぶりだあ」

　しかしのんびりとした戦闘というのもたまにはいいもので、メイプルは特にストレスを感じることもなく霊を倒していく。

「撃破ー！　お、次の人がきた」

　メイプルはにこっと微笑ほほえんで、また手招きをする。

　明らかに人ではない赤い霊はメイプルを倒そうと寄ってきては、無意味な攻撃を繰り返して消えていく。

「あ、そうだ。私、確か毒スキルに即死効果が……あったこれだ！」

　メイプルは意識して使っているわけではなかったあるスキルを思い出す。

　それは四層の壺つぼの中で毒をもつモンスター達の頂点に立った時に手に入れたものだった。






【蠱毒の呪法】




毒系統スキルに10％の即死効果を付与する。

この効果は毒耐性スキルの影響を受けない。








「弱めのスキルで……即死を狙ねらった方が早いかな？　攻撃アイテムも少なくなってきたし、やってみよう！　えっと……【ヴェノムカッター】！」

　近づいてきていた複数の赤い霊に向けて放たれた毒の刃は【毒竜ヒドラ】と比べるとか弱いものだったが、即死効果が発動すれば関係ない……が霊はまだ健在だ。

「倒れないかー……こっちはこっちでＭＰポーションがないと駄目だし……一人で戦うのって難しいんだなあ」

　メイプルは今までサリーが一人でメイプルのために集めてくれたものを思い、靴だけではお礼が足りないかもしれないと考え始めた。

「この階層はサリーのために頑張る……っていうのもいいかも。プレゼントはきっと喜んでくれるはずっ」

　そうしてメイプルは、何度も毒を叩たたきつけたところで、ふとあることに思い至った。

「もしかして君たち……即死、効かないの？」

　メイプルが目の前にいる霊の肋ろつ骨こつを、ぺちぺちと叩こうとしてすり抜けられながら言う。

　いつもと少し違う口調で尋ねたが、霊が答えるはずもない。

　ただ、もっと根本的なところに問題があることにメイプルは気がついた。

　メイプルの座っている玉座と【蠱毒の呪法】というスキルの相性についてである。

　考えてみれば【蠱毒の呪法】の文字からは悪の要素が溢あふれ出ていた。

「あっ！　こ、こういうのもだめ？　だめかあ……すごいけどっ、うぅ……効きすぎだよっ！　やっぱりアイテムで地道に……もしくは誰かを誘ってみるのも？」

　メイプルはアイテムが尽きるまではその場で戦闘を続け、一通りアイテムがなくなったところで霊に見つかる前にぱたぱたと走って開けた場所まで戻っていった。

「シロップ、帰りもお願い！　もう、今度はもっとちゃんと倒すからねー」

　メイプルは遠のく地面をじっと見つめるとまた近いうちに来ようと決めて、いったん町へと帰ったのだった。




　　　　◆□◆□◆□◆□◆




　一度町へと帰ってきたメイプルは、乗っていたシロップからすたっと地面に降りる。

「ふぅ……幽霊に効きそうなアイテムもきっといくつかあるはず！」

　メイプルは以前見かけたお札の他にも何かアイテムがあるだろうと考えて、町を歩き始めた。

「でもまずはお札があったお店から行こうかな」

　メイプルはとりあえず除霊のお札から買うことにして、一つの店へと入っていった。

「確か……あった！」

　メイプルは店内を歩いてお札を見つけた。

　紙に赤色のよく分からない文字と記号が書かれたアイテム。

　メイプルはきちんとアイテム名を見て、除霊のお札であることを確かめると、それを買えるだけ買った。

「あとは素材を売っておこうかな？　お金も減っちゃったし」

　メイプルはまだ別の店にも行って買い物を続けるつもりでいるため、今までの階層で手に入れ、余っていた素材を売って資金を調達したのだった。

　他にはすぐに役立ちそうなものはないと判断し店を出たメイプルはそのまま大通りを進んでいく。

　通りの両サイドには、それぞれ見た目は廃屋の店舗がずらりと並んでいる。

「どこかにいいものが売ってないかなあ？」

　メイプルが左右をきょろきょろと見渡してどこに行こうか迷っていると、見覚えのある人物が前から歩いてきた。

「あっ！　ミィ！」

　メイプルがミィを見つけて手を振ると、ミィもメイプルに気づいたようで近づいてくる。

　ミィはメイプルの目の前までくると、メイプルにしか聞こえないように小さな声で話しかけた。

「久しぶりメイプル。どう？　探索は順調？」

「まあまあかな。今は幽霊に効くアイテムを探してるところ。私の攻撃じゃ幽霊を倒しにくくて」

「なら、この道をまっすぐ行った突き当たりの店にいいアイテムがあったはずだよ。確か【退魔の塩】だったかな……？　そんな感じの名前」

　ミィの情報を聞くと、メイプルはぱっと表情を明るくする。

「ありがとう！　行ってみるね！」

「うん。役に立つといいね」

「また何かあったら手伝うから言ってね？　絶対行くから」

　ミィはメイプルに小さく手を振ると、そのまま大通りを歩いていく。

　メイプルは見えなくなっていくミィを見送ると教えてもらった店の方へと向かった。




　しばらく歩くと、メイプルの前にミィが教えてくれた店が見えてくる。

　それは今までの廃屋とは違っており、窓も割れていない普通の店舗だった。

「えっと……退魔用品店？　ここだ！」

　メイプルは目的の店を見つけ、中へと入っていく。

　中には装備からアイテムまで色々なものが並んでいた。

　その品揃えを見て、メイプルは真っ先に装備品の並べられているところへと向かう。

「大盾と短刀もある！　えっと【破邪の大盾】と【破邪の短刀】かあ」

　短刀は霊系モンスターなどに対して、短刀で与える攻撃ダメージを増加させる効果があった。

　また大盾は同じく霊系モンスターなどからの、攻撃ダメージを減少させる効果があった。

「うーん……でも、これじゃだめだなあ」

　メイプルは手に取った装備を棚へと戻す。

　メイプルはダメージなどそもそもほとんど受けないため、大盾は不要である。

　またメイプルの場合、属性攻撃ができないため、短刀ではまともにダメージを与えられずこれも不要だった。

「とりあえず【退魔の塩】だっけ。それだけ買おうっと」

　店内を見て回ると、アイテムコーナーで塩はすぐに見つかった。

　メイプルはまずそれを買って、さらに今まで使っていた炎や風で攻撃するアイテムも買い足した。

「このくらいかな……ん？」

　メイプルが買い物を終えて最後に買い忘れはないか、ぐるっと店を見て回ると、一つ見忘れていた一角にとあるアイテムを見つけた。

「んん？　掃除機？」

　メイプルの目の前には一つ、掃除機らしき形状のものがあった。メイプルは本体から伸びる、吸引するノズルを触ってみる。

　お札にも書かれていた赤い文字が刻まれているのと、退魔用品の店にあるのだから何かしらの効果はありそうだと考えメイプルは手に取ってみる。

「んー。使えるのかな？　……あ、これだめだ。漬物石と同じ感じのやつだ」

　メイプルはそれがインテリアの類であることを確認して掃除機をそっと戻した。

　店を後にして、大通りを戻っていく。

「掃除機で吸い込んで倒せたら楽なんだけどなあ……やっぱり効果あったりしないかな？」

　メイプルはそんなことを思うものの、掃除機の説明に書かれていたルームアイテムの文字は、消えはしなかったのだった。








六章　防御特化と除霊。









　また数日して、メイプルは霧の立ち込めるあの山へとやってきた。

「よーしやるぞー！」

　メイプルは山へと降りると、シロップを小さくして、赤い霊を探し始める。

「あ、いたいた」

　メイプルは【挑発】を使い、霊に気づいてもらうと今回もまた玉座を出してそこに座り、霊のスキルを封印する。

「今回はちゃんとしたお札だからね？　ぺたっとー！」

　メイプルが霊に町で購入したお札を貼り付けると、お札に書かれていた赤い文字が光り始め、霊の表面を白い光が伝っていく。

　光が霊の体を覆うにつれてＨＰはじわじわと減少していき、霊は嘆きの声を上げ始めた。

「おおー効いてる効いてる！　じゃあこの塩もどうぞっ！」

　メイプルが【退魔の塩】を振りかけるとＨＰはさらにガクッと削れる。

　そしてＨＰがゼロになると、霊はそのまま白い光に包まれて天に昇って消えていった。

「よし除霊成功！　素材は……なかなかいいね！　うわわっ、経験値は貰もらえてないっぽい……」

　お札と塩による除霊では経験値は得られないが、スピードと倒しやすさ、そしてアイテムドロップ率が良くなる恩恵を得ることができる。

　メイプルはどちらを取るか悩んだものの、一度体験したお札と塩の楽さには抗えなかった。

「いっぱい倒せばいいんだよね。一応アイテムはドロップするみたいだし」

　メイプルは近づいてくる霊に塩をばらまいて次々にダメージを与えていく。

「この調子でいこう！」

　メイプルは寄ってくる霊を片っ端から除霊していく。

　一体当たりの消費が少ないこともあり、買い込んだアイテムには余裕があった。




　そうして二時間ほど除霊に勤いそしんだところで、メイプルは山から帰っていく。

「サリーはアイテムを集めたりするのに何回もモンスターを倒しに行ってるんだよね……これは大変だなあ」

　しかし今回はサリーのためだと、メイプルはもうひと頑張りすることにした。




　それから数日間除霊を続け、現実ならば山の霊を全すべて除霊しきってしまうのではないかというくらい除霊したところで、メイプルの前にぽとりと靴が落ちた。

「おおおおっ！　きたっ！」

　メイプルが靴を拾い上げる。

　それにはところどころ赤黒い染みが付いており、何故か少しひんやりとしているように感じられるものの、形状自体は今のサリーのブーツによく似たものだった。

「名前は……【死者の足】？　の、呪のろわれそうだけど……大丈夫かな？　レアって書いてあるからいいものだよね、きっと」

　メイプルはブーツをくまなく観察してみたが、血が垂れてきたり、本当に中に死者の足が残っていたりはしなかった。

「うん。これならサリーにあげられるかな。スキルも一応確認して……」






【黄泉よみへの一歩】




スキル使用時、各ステータスを５減少させ空中に足場を作る。

二十分後減少解除。

足場は十秒後消滅する。








「ううん？　何か、聞いてたのと違うような……どうしよう、一回サリーに見せてみようかな」

　メイプルはインベントリに靴をしまうと、また近づいてきた幽霊を最後に倒して今日は帰ろうと考えた。

「よし塩とお札を……あれ？」

　メイプルが除霊しようと構えたところで、近づいてきた霊は今までと違った反応を示した。

　霊は赤ではなく青い光を発し始め、さらに、メイプルに背中を向けて離れていく。

　メイプルが目を凝らすと、少し遠くで止まっている青い光が見えた。

　ゆらゆらと揺れる光はメイプルを呼んでいるようにも感じられる。

「行ってみようかな。玉座はしまって、よしっ」

　メイプルは盾を構えると、警戒しつつゆっくり青い光のもとへと歩いていく。

　メイプルが近くまで来ると、霊はまたメイプルを導くように先へと進む。

「山を登ってる……とりあえず行ってみよう」




　メイプルは霊に導かれるままに山を登り、遂に山頂へと辿たどり着ついた。

　山頂付近はより濃い霧に覆われており、もはや一メートル先すらまともに見えない状態である。

「このまま行けばいいのかな？　あ、これ……」

　メイプルの足元にコツンと当たったのは地面に刺さった、木で作られたボロボロの十字架だった。

　近くには既に朽ちてしまった花束の残ざん骸がいが転がっている。

「け、蹴けっちゃった！　ごめんなさいっ！」

　メイプルは目を閉じて手を合わせる。




　そんなメイプルの足首を突然地面から生えた白い手が摑つかんだ。

「うぇ!?　ちょ、っと！　離れない！」

　メイプルはそのまま足を引かれ、あるはずの地面が消えてしまったような浮遊感を覚える。

　どこまでもどこまでも落ちていくような感覚にメイプルは思わずぎゅっと目を閉じた。

　そんな感覚はやがて消えて、メイプルは真っ暗な空間に着地した。

「えっと、今回はどこに飛ばされたんだろ……？」

　メイプルが周りを見渡していると、暗い闇やみの一部がぼうっと赤く光り始める。

　空間を裂いてずるりと姿を見せたのは、今までメイプルが何百と除霊してきた赤い霊が大きくなったようなモンスターだった。

　上半身だけが空中の裂け目から飛び出しており、赤い腕はメイプルの体の数倍の長さである。

「ど、ど、どうしよう？」

　メイプルはその姿を一目見て、これは一筋縄では除霊できそうにないと尻しり込ごみする。

　ただ、霊はメイプルを放っておいてはくれないようで、腕を伸ばしメイプルを摑もうとしてきた。

「っとと、えっ？　お、遅い」

　メイプルが走って逃げると、腕の届かないところまでたやすく離れることができたのである。

　メイプルは敵から逃げ切れた経験はほとんどなかったため、驚いて足を止め霊の方を確認する。

　霊は腕を伸ばしきるとすうっと消えて、裂けていた空間は元通りになった。

「なーんか嫌な感じが……やっぱり！」

　メイプルがくるっと後ろを振り返ると、そこでは今まさに空間が裂けていくところだった。

「私の代わりに塩をどうぞっ！」

　メイプルは現れた上半身に塩を投げつけると走って距離を取り、ダメージを確認する。

「やった、効くんだ！」

　山にいた赤い霊と比べると効きは悪いものの確かにＨＰは減少していた。

　メイプルはそれならなんとかなると、インベントリからアイテムを取り出して次の出現に備える。

「よーし、こい！　……んん!?」

　メイプルの構える前で裂けていく空間。

　ボス格の霊と裂け目の隙すき間まから、スルスルと山にいた赤い霊が現れる。

　それらは山に出た時と同じように見るからに危険そうな、髑どく髏ろを背後に浮かばせてメイプルに近づいてくる。

「そっちは来なくていいよっ！　【天王の玉座】！」

　メイプルは玉座を出してすぐに座り、近づいてくる霊のスキルを打ち消す。

　ただ、座っているためにボス格の攻撃から逃げ切りにくくなるということも起こってくる。

「中途半端に逃げるよりこのままの方がいいかな」

　逃げないことを決めたメイプルにボスの手が迫り、両手で包み込まれる。

「スキルが使えないのかな？　なら、今がチャンス！」

　メイプルは包んでいるだけの霊の手に、お札を貼り付けてダメージを稼いでいく。

　そうして除霊を目指すメイプルだったが、そう上手うまくはいかなかった。

「おっと……とと。摑まれちゃった」

　メイプルの体を包んでいた両手は、そのままメイプルをしっかりと摑む。

「まあいいや……ぁっつ!?」

　メイプルの体にピシッと衝撃が走りメイプルのＨＰが削れる。

　玉座による回復を上回る速度で、自身のＨＰが減少していくのがメイプルには見て取れた。

「うっ、か、貫通攻撃！」

　霊はそのままじりじりとメイプルの体を締め上げてくる。

　メイプルは何とか逃れようともがくがどうにも抜け出せない。

　そして、霊の行動はそれだけでは終わらなかった。

「えっ……ちょっ、うわあっ！」

　メイプルをそのまま持ち上げて上空へと連れ去っていく。

　玉座の効果は座っている間だけであり、持ち上げられてはどうしようもない。

「うぅ……いっ、た。は、離してよ……っ！　そうだ【暴虐】！」

　メイプルを玉座から引き剝はがしたということは、同時にメイプルを縛るものを取り去ったということでもある。

　霊の手の中で顕現した化物姿のメイプルは、容易に拘束を振りほどいてそのまま必要以上に距離をとった。

「うぅ……久しぶりに痛かったあ……油断したなあ」

　メイプルが解除していないため玉座はまだ地面に残っており、座ればまた変わらず効果を発揮することができる。

「【暴虐】を使ってるうちに、敵のスキルを確認しておいた方がいいかも……そうしよう」

　久しぶりにダメージを受けたことでメイプルは慎重にモンスターを観察することにした。

　外皮があるうちはメイプルに直接ダメージは通らないため、痛みもない。

「よしよし、使えるスキルも整理して……大丈夫大丈夫。こういう時の対処法はサリーが教えてくれたんだから」

　メイプルは自分に落ち着くよう言い聞かせて、常にモンスターとの距離を取り続ける。

　しばらく戦って、ボスの霊には【暴虐】形態での攻撃が一切効かないことが分かり、メイプルは嫌な顔をした。

「小さい方は炎を吐けば倒せるんだけど……くうぅ……解除したくないぃ」

　メイプルはさらに情報を集めながら、いずれ来る【暴虐】解除の時を憂ゆう鬱うつに思うのだった。




　しばらくして、情報を集め終わったというよりは、ようやく【暴虐】を解除する覚悟の決まったメイプルが足を止め、化物の皮を破って地面に降りる。

「とりあえず【全武装展開】！」

　全力でとにかく離れる準備は整ったため、次はシロップを呼び出し、巨大化させる。

「シロップ！　【精霊砲】！　で、そのまま浮き上がって！」

　メイプルが逃げ回っているうちに思いついた作戦である。それは半分は成功し、半分は失敗した。シロップを浮き上がらせようとしたところで上から黒い闇がシロップを地面に押し戻したのである。

　しかしシロップの放った白い光の筋は暗くら闇やみを照らして突き抜け、途中にいる小さな霊を飲み込んでいった。

「おっけーそっちが効くなら倒せる！　シロップありがとうっ！」

　貫通攻撃は変わらずあるため、【身捧ささぐ慈愛】は安易には使えない。

　メイプルはシロップを本来の大盾使いらしく盾で守ることにしたのだった。

「盾よし！　塩よし！」

　メイプルはアイテムを持つと、シロップが切り開いた場所を自爆飛行で一直線に飛んでいく。

　爆炎の尾を引いて暗闇の中を吹き飛んだメイプルは、ボスにありったけの塩を投げつけると地面に落下した。

「うぐっ、暗いと着地が難しすぎるよ……」

　メイプルはそのまま今度は玉座の方へ向かって吹き飛ぶと、転がり込むように玉座に座った。

　シロップは玉座の近くに待機させており、小さい霊が使うスキルの心配はない。

「ふぃー……とりあえずシロップの攻撃が一番有効だから、また撃てるようになるまで気長に待つしかないね」

　メイプルに近づいてくる小さい霊はアイテムで対処。

　そしてボスが手を伸ばしてきた場合は、玉座の上で爆発してメイプルが上空に打ち上がることで、緊急避難することにしたのである。

「よしよしこの調子で……シロップっ！」

　メイプルが小さい霊を撃退しているその最中、ボスはシロップに向けて貫通効果のある攻撃を試みようとしていた。

「えっ、あっ、【身捧ぐ慈愛】！」

　目の前に溢あふれる小さな霊のために玉座から離れられないメイプルは咄とつ嗟さにシロップを守ろうとする。

「うぅっ……ぁあ、め、【瞑めい想そう】！」

　玉座から持ち上げられなければ、【瞑想】と玉座の自動回復で回復が間に合う。

　つまり、シロップを狙ねらわれたところで負けはやってこないのである。

　ただ、回復してはいても、ダメージが入っているという事実がメイプルにとって大問題だった。

「うぅう……びりびりするぅ」

　メイプルの体には持続的に痛みがやってくる。

　メイプルは玉座の上で悶もだえながら攻撃が止やむのを待っていた。

　しばらくすると霊は攻撃を止め、離れて配下である小さい霊の召喚に移った。

「シロップ大丈夫？　うう……どうしよう、何回も耐えられないよ」

　数値上は受けきれていても、痛いのが嫌いなメイプルには耐えきれない攻撃なのである。

　このままシロップを狙われると厳しくなってしまう、そんなことを考えるメイプルに閃ひらめきが走った。

　ただ、それは閃きと呼べるような大層なものとは言い難かったかもしれない。

「……シロップを指輪に戻せばいいだけだよ……馬鹿」

　メイプルが緊急避難というようにシロップを指輪に戻すとメイプルを襲っていた痛みは綺き麗れいになくなった。何もシロップにいつも横にいてもらう必要はないのである。

「どうしても危ない時はこうすればいいんだ。よし、反省！」

　メイプルはすぐに切り替えて前を向く。

　敵の脅威はまだ消え去っていないのだ。

　貫通攻撃を持っている以上、無駄なことを考えている時間はないのである。

「とりあえずもう一度離れてシロップを呼ぼう。【精霊砲】がないと厳しいや」

　メイプルは玉座の上で兵器を広げ、爆発しそれらを壊しながら吹き飛んで、限界まで霊から離れた。

「よし、シロップに出てきてもらおう」

　メイプルはシロップを呼び出して、【精霊砲】が再び使用可能になるまでの間、守りを固める。

「シロップ、【精霊砲】！」

　そうしてシロップが攻撃できるようになれば攻撃し、それまでは小さいサイズのシロップを抱え、【身捧ぐ慈愛】でメイプルが飛ぶ際の爆炎から守りつつ、ひたすら逃げ回る。




　これを繰り返して、メイプルは珍しく攻撃そのものを受けないようにモンスターと戦っていた。

「結構ダメージ与えたけど……っ!?」

　メイプルはここで明確な変化が起こったことに気づいた。

　今までは暗闇とはいえ自分の体は見えていたり、ボスは見えていたりと、月明かりのある夜といったような暗さだった。

　しかしいま、メイプルには巨大化させて近くにいてもらっているシロップも、放置したままの玉座も、本来【身捧ぐ慈愛】によって光るはずの地面も、勿もち論ろん霊の姿も見えていなかった。

　目を閉じているのと変わらないほどの深い闇がメイプルを包んでいたのである。

「ど、どこっ!?　シロップ！」

　メイプルはひとまずシロップを一いつ旦たん指輪に戻すと、しゃがんで体を大盾に隠してキョロキョロと辺りを確認する。動揺した様子で、周りがどうなっているかを確認しようとする。

「どこから来るの？　うーん……」

　メイプルは目を細めてみるものの、自分の手元すら確認できない暗闇は変わらない。

「そうだランタン！」

　メイプルはインベントリからランタンを取り出して、明かりをつけようとする。

　しかしその明かりは闇やみに包まれて、蠟ろう燭そくの火が吹き消されるようにふっと消えてしまった。

「ええっ!?　な、何も見えないんだけど！」

　メイプルはもう一度ランタンを使ってみるものの、結果は変わらなかった。

「ど、どこ？　うわぁっ!?」

　慌てるメイプルを背後から冷たい手が摑つかみ上げた。

　その手には【ＳＴＲ】と【ＡＧＩ】を一時的に奪い取る効果があったが、幸いにもメイプルには全く効果がなかった。

「くっ、うう！　抜けられない……」

　ただ【ＳＴＲ】がそもそもないということは、霊の腕から逃れられないということでもある。

　霊の手はそのまま十数秒かけてメイプルをゆっくりと上空へ連れ去っていく。

「ダメージが……うぇっ!?」

　メイプルはダメージの予感に目を細めたが、前回と違って痛みはやってこなかった。

　しかし代わりにメイプルのＨＰがゼロになり、【不屈の守護者】が発動し、そうしてメイプルは地面に落とされたのである。

　落下ダメージはないものの、もう一撃受ければメイプルも生き残れない。

「うっ、ええ？　どど、どういうこと……!?」

　困惑するメイプルにとって一つ分かりきっていることは、もう一度あの攻撃を受ける訳にはいかないということだった。

「ぎ、玉座！　どこっ!?」

　メイプルは暗くら闇やみの中を走り出し、どこかに置きっ放しにしてしまった玉座を探す。

　一度戻してしまえば再使用まで時間がかかるので、戻す訳にはいかないのだ。

　ただ、メイプルがそこまで考えていたはずもなく、ただ目の前の危険から逃げようと走り回っているだけだった。

「見つからない……っ！」

　メイプルは背後から何かが来ていることを感じて、右へ左へとにかく逃げる。

　そうして少しずつ落ち着いてきたメイプルは、色々と選択肢を考え始めた。

　自爆飛行で距離を稼ごうと一旦は思ったが、自爆による飛行は見えない敵にそのまま激突すればそれまでであり、試すことができるものではないと諦あきらめた。

　現状走って逃げるしか道はないが、時折冷たい風が背中側から感じられ、メイプルは顔を青くする。

　荒い息を吐きながら逃げ回り、そしてもう一つ思いついたことを実行する。

「シロップを戻して……よし、【精霊砲】も使える！　これなら……玉座も戻そう！」

　メイプルがこれなら何とかなると走り出そうとしたところで、何かがメイプルの足の自由を奪った。

「えっ……」

　メイプルが右足を見ると、地面から伸びる白い手が足に絡みついているところだった。

「うううっ！　離してよっ！　あっ……」

　メイプルの体を冷たい両手が包み込む。

　足を摑む白い手によって地面に縫い止められているため、上昇はしないが、ボスの貫通攻撃による死は近づいている。ＨＰがゼロになっても、もう【不屈の守護者】は発動しない。

　メイプルは咄嗟にシロップを呼び出したものの、思考がまとまらずまともに指示が出せない。

「えっえっ！　あっ、どど、どうしよう！」

　そして慌てるメイプルは残り少なくなった時間でできること、体に染み付いた対応を反射的に行ったのである。

「【捕食者】【滲にじみ出でる混こん沌とん】【百鬼夜行】【毒竜ヒドラ】【精霊砲】【大自然】！」

　メイプルの背後に妖よう怪かいが列を成し、暗闇に二人の大鬼が立ち上がる。

　両脇からは手足のない化物が二匹現れ、メイプルの正面へは化物一匹が毒竜ヒドラと共に抜けていく。

　闇の中、地面を貫いて太いツルがうねり、轟ごう音おんと共に精霊砲が毒竜ヒドラの後を追う。

　鬼の吐き出す炎が闇の中を覆いつくし、化物の咀そ嚼しやく音と、金棒の叩たたきつけられる音がツルの伸びる音の合間に鳴り響く。

「うううううっ！」

　メイプルは一斉攻撃で拘束が緩んだ隙に、取り出したお札を包み込んでくる手に向かって一心不乱に貼り付けていく。

　一瞬後にはやられてしまっているかもしれない、という初めての不安がメイプルを襲っていたのである。

　しかし、メイプルがＨＰを奪われる前にパリンと音がして。

　暗闇に眩まぶしいくらいの光が差し込んできた。

「はぇ……？」

　ガラスが割れるように、暗闇が外側から崩れ落ち、その先からどんどんと光が溢れてくる。

　そうして暗闇は完全に消えて、闇の中だった空間は白い部屋へと変わっていった。

「はぁ……えへへ、みんなありがとう」

　メイプルは安心感からか背中からぱたりと倒れてそのまま上を見る。

　そして、メイプルは自分を見下ろしている諸もろ々もろに向けて優しく微笑ほほえんだのだった。

「……っと、とりあえずポーションポーション！」

　がばっと起き上がると、インベントリから取り出したポーションを飲んでいく。

　メイプルはＨＰを全回復させて、ゆっくりと立ち上がった。

「ふぅ……危なかったあ。でも、どれが効いたんだろう？　即死？」

　メイプルはぐぐっと伸びをして辺りを見渡す。

　先ほどの暗闇とは打って変わってどこを見ても白一色である。全体の広さが分からなくなるような空間がメイプルの周りに広がっていた。

「何か……あった！　あ、鬼さんまたね！」

　メイプルが手を振ると、出現できる時間が切れた妖怪たちは消えていく。

　メイプルはその場に残ったシロップと両脇の化物を伴って、見つけたものの方に向かう。

「これは山頂で見たような気がする。一瞬だったけど……」

　白い空間の中、ボロボロになった十字架が地面に突き刺さっており、その前に朽ちた花が置かれている。

　しゃがみこんでそれをじっと見るメイプルの耳に、かすかな声が聞こえてくる。

「ありがとう……おやすみなさい……」

「だ、誰だれっ!?」

　ばっと顔を上げたメイプルを、十字架から舞い上がった光が包み込む。

　そして光は形を成し、メイプルの目の前に女性の姿が現れた。

　女性はメイプルに手を伸ばし、そして天に昇る光とともにすっと消えていった。

「……あの幽霊だったのかな？　除霊……成仏？　させられたのかな……ん？」

　メイプルは首元に違和感を覚えて触れてみる。

　すると、首にペンダントがかかっていることに気づいた。

「あれ、これ……ロケットペンダントになってる。中身は、んー、さっきの女の人なのかなあ？　ボロボロでよく分からないや」

　中身の写真は判別不可能なくらいに風化していたが、うっすらと女性と花畑が写っているように見えた。

　メイプルはロケットを首から外すと手にとって名称を確認する。

「あ、アイテムじゃないんだ。装飾品……【救いの手】？　救ったのかなあ？　最後、どうしたんだっけ……」

　メイプルはこれ以上ないくらい慌てていたため、最後に自分が何をしたのかをはっきりと思い出すことができなかった。

　思い出せないものは仕方ないと割り切って、改めてメイプルは装飾品を詳しく確認する。






『救いの手』




装飾品。

右手、もしくは左手の装備枠を合わせて二つ増やす。








「おお！　これはサリーにぴったりじゃない？　私もちょっと欲しいけど……二回も来たくないし。そもそもどうやって来るのかもよく分からないし……」

　メイプルの中では、サリーに今回入手した装備品をあげることは既に決まっているのだ。

　そのため、メイプルは早速サリーに五層の町で会いたいとメッセージを送った。

　サリーからすぐに返信が来たため、メイプルは急いで五層の町へと向かったのだった。




　　　　◆□◆□◆□◆□◆




　メイプルが五層の町のギルドホームへやってくると、そこには既にサリーが待っていた。

「サリー！　ごめんね、急に呼んじゃって」

「別にいいよ。どうしたの？」

「いやー、ようやくサリーにお返しができると思って……急いじゃった。はい、これ！」

　メイプルはそう言ってインベントリから靴とロケットペンダントを取り出す。

　サリーはそれらが六層のアイテムだということを直感して、反射的に目をぎゅっと閉じて顔を背ける。

　そしてしばらくして、ほんの少しだけ目を開け、チラッとアイテムを確認した。

「んっ……んー。だ、大丈夫かな。ちょっと靴は不気味だけど……な、中身入ってたりしないよね!?」

「えっ？　うーん、入ってないと思うけど……」

　メイプルはブーツの足先をぐっぐっと押して特に中から何の反応もないことを確認する。

　サリーは恐る恐る靴とロケットペンダントを受け取ると、それぞれ効果を確認していく。

「私の思っていた靴じゃないんだけど……強力になってる。あとロケットペンダントは、えっと……何、これ？　すごくない？」

　通常より二つも装備を増やす事ができるという【救いの手】の破格の性能に、サリーが困惑した表情をメイプルに向ける。メイプルに聞きたいことがサリーの頭の中で渦巻いていたが、上手うまく言葉にまとまらなかったのである。

「もう一回手に入れるのは難しそうっていうか、ちょっとそこまでの行き方もはっきり分からないから……大事にしてね！」

「ああ……うん。大事にする。ありがとう！」

　メイプルに満面の笑みでそう言われては、サリーにはこれ以外に返す言葉などなかった。

「じゃあ、ちょっと試してくるね」

「うん！　行ってらっしゃい！」

　メイプルはギルドホームから出ていくサリーを手を振って見送る。

　そして喜んでくれてよかったと、ソファーに座って嬉うれしそうに体をゆらゆらと揺らしていた。




　そして、その翌日。

　メイプルはサリーからロケットペンダントを返されていた。

「えっと、いいんだよ？　あげるよ？」

　メイプルはサリーが遠慮しているのだと思ってそう言ったが、サリーは首を横に振る。

「メイプル……ごめんね。これ私には使えない……」

　サリーが消え入るような声でそう言ったため、メイプルの頭に疑問符が浮かぶ。

「メイプル、フィールドで装備してみて、私はギルドホームにいるから……」

　そう言ってサリーはギルドホームの奥の方へと逃げるように消えていった。

「んん？」

　メイプルはとりあえず言われた通りにと、フィールドへ出ていって【救いの手】を装備した。

「うぇっ!?」

　メイプルの背中側から透き通った手が二本すうっと現れ、メイプルの斜め前の空中で静止する。

「あっ……ああーそっか……って、成仏できてないじゃん！」

【救いの手】とは文字通り手だった訳である。

　メイプルの視界内で浮かぶ手は手首から先しかなく、サリーがそれを許容できるはずもない。

「あとサリーも救えてないじゃん！　むしろ……もうっ！」

　メイプルは次はちゃんと自分で効果を確認してからプレゼントしようと反省する。




　サリーへのプレゼントは失敗だったが、メイプル自身が使うぶんには問題ない。

　メイプルは一いつ旦たん装備を戻し、ステータスを開き、自分の装飾品の枠を見て考え始めた。






メイプル




Ｌｖ50　ＨＰ　40／40〈＋１６０〉　ＭＰ12／12〈＋10〉




【ＳＴＲ　０】　　　　　【ＶＩＴ　２５０〈＋１７５５〉】

【ＡＧＩ　０】　　　　　【ＤＥＸ　０】

【ＩＮＴ　０】










装備




頭　　【空欄】　　　　　　体　【黒薔薇ばらノ鎧よろい：滲にじみ出でる混こん沌とん】

右手　【新月：毒竜ヒドラ】　　　左手【闇やみ夜よノ写：悪食】

足　　【黒薔薇ノ鎧】　　　靴　【黒薔薇ノ鎧】

装飾品【絆きずなの架け橋】

　　　【タフネスリング】

　　　【命の指輪】










スキル




【シールドアタック】【体たい捌さばき】【攻撃逸そらし】【瞑めい想そう】【挑発】【鼓舞】

【ＨＰ強化小】【ＭＰ強化小】

【大盾の心得Ⅶ】【カバームーブⅥ】【カバー】【ピアースガード】【カウンター】

【絶対防御】【極悪非道】【大物喰らいジヤイアントキリング】【毒竜喰らいヒドライーター】【爆弾喰らいボムイーター】【羊喰らいシープイーター】【不屈の守護者】

【念力サイコキネシス】

【フォートレス】【身捧ささぐ慈愛】【機械神】【クイックチェンジ】【蠱毒の呪法】【凍いてつく大地】

【百鬼夜行Ⅰ】【深緑の加護】【天王の玉座】【冥めい界かいの縁】








「うーん……【救いの手】を装備するためにはどれか指輪を外さないとダメなんだけど……【絆の架け橋】は外せないよね」

【絆の架け橋】を外してしまうと、シロップを呼び出すことができなくなってしまう。

　シロップは大切なパートナーなので、外すなら【タフネスリング】と【命の指輪】のどちらかとなる。

「なら……【タフネスリング】かな。ＨＰは30下がるけど……その分、防御力を上げればいいよね」

　メイプルはうんうんと頷うなずくと【タフネスリング】を外してインベントリにしまい、代わりに【救いの手】を装備した。

　メイプルの両サイドに白い手首がすっと現れて空中に浮かんでいる。

　そして、メイプルは装備品の枠が二つ拡張されたことを確認した。

「とりあえず……【白雪】と【紫晶塊】かな？　【クイックチェンジ】で登録してる装備品はダメみたいだし」

　装備を付け終えたメイプルの【ＶＩＴ】はさらに70上昇する。スキル込みだとこの六倍である。

　メイプルには【救いの手】がそれぞれ盾を手に持っているのが見て取れた。

「あ！　動かせる。けど……難しい」

　メイプルが頭の中で両手を動かす様子を思い浮かべると、浮かんだ両手はそのように動く。

　それはまるで手がもう二本増えたような感覚だった。

「【暴虐】は簡単に動かせるんだけどなあ。これは結構、うぅ……難しい」

　メイプルはしばらく盾を動かす練習をしてみるが、両方が同じ動きをしたり片方に意識が向き過ぎて、もう片方が完全に止まってしまったりと、上手うまく使いこなせるまでには時間がかかりそうだった。

「とりあえずこの動きだけできればいいや！」

　メイプルは二つの盾をぐっと目の前に寄せて、さらに自分で持っている盾を構える。

　メイプルの前には三枚の盾が壁を作っており、多くのものが弾かれることは間違いなかった。

「これだけ練習しよう。うん！」

　メイプルはしばらくその場で両側の盾を引き寄せる練習を続けたのだった。

「大盾の使い方ももっと覚えないとなあ……クロムさんに聞いてみようかな」

　メイプルはそう考え、一旦ギルドホームへと帰っていった。




　メイプルの盾追加はスキルではなく装飾品によるもののため、町の中でもそのままである。

　そのため道行く人が皆メイプルの方を二度見したり、驚きのあまり立ち止まったり、ギルドへの報告のためにと写真を撮ったりするという事態が発生したのだった。

　ただ、そんなことに気づかないままメイプルはギルドホームへと入ったのである。

　そして、そこではちょうどクロムがくつろいでいるところだった。

「おっ、メイっ……そうか」

　クロムは何かを悟ると、努めて明るい笑顔でメイプルに近づいてくる。

　メイプルもちょうど良かったとクロムに駆け寄っていった。

「クロムさん！　盾の上手い使い方を教えてくれませんか？」

「それは……何というか、その、その浮いているものの使い方か？」

「そうなんです！　手を増やせたんですけど上手く扱えなくて」

「まあ、増えるものじゃないんだが……」

　それでもクロムはできることはしようと、メイプルを奥の【訓練場】へと連れていった。

　そこで【天王の玉座】も披露されたことで、クロムの容量はパンクした。

　また、一度やってみようと模擬戦を始めたものの、クロムの出した結論は仮に盾をうまく扱えなくても、ほぼ問題ないということであった。

　玉座に座っていればたまに受ける貫通攻撃程度どうということはなく、そもそも盾が増えたことで貫通攻撃が直撃する可能性はより低くなった。

　玉座から立ち上がれば【暴虐】があり、そうでなくても【不屈の守護者】で生き残る。玉座に座っている間は、動けないメイプルの分もパーティーメンバーが攻撃に力を注ぐことで補うことができる。

「俺には無理か？　……まぁ玉座前提だし無理だな。だが万能って訳でもないんだ」

　いっそこうなれば足りない部分だけでも支えてやろうと心に決めたクロムは、メイプルへの指導を再開したのだった。








６４１名前：名無しの大盾使い

やあ




６４２名前：名無しの槍やり使い

言わずとも何のことか分かるわ




６４３名前：名無しの弓使い

増えてるんだよなあ

メイプルちゃんの周りに盾がさあ

ってか手そのものがさあ！




６４４名前：名無しの魔法使い

まだ防御力を上げるのか……




６４５名前：名無しの大盾使い

メイプルちゃんと模擬戦したからその感想を述べに来たが……皆もう変化は知ってるか

まあ話すぞ




６４６名前：名無しの大剣使い

メイプルちゃんに支障のない程度でいいからな




６４７名前：名無しの大盾使い

了解

じゃあまず見た通り手が増えたことだな

あれは盾の数値やスキルも反映されてるっぽい

より鉄壁になってはいるが数値上はメイプルちゃん的にはもはや誤差でしかないぞ




それよりも単純にメイプルちゃんまでの障害物が増えたことがヤバ過ぎる

動かせるみたいだしな




大盾三枚は攻撃が当てられないです……




６４８名前：名無しの弓使い

弓使いからしたら死亡案件なんだけど

やっぱ大盾は操作できるのか

もう頭おかしくなる




６４９名前：名無しの大盾使い

メイプルちゃんが盾の扱いに慣れてないからまだしっかり防げないけどな




あくまで『まだ』だからな




６５０名前：名無しの槍使い

大盾トップクラスが大盾使えてないの本当笑う




まだ枷かせが付いているようなものだからなあ

盾の扱いは覚えなくていいよって俺の中の何かが叫んでるわ




６５１名前：名無しの大盾使い

んで次

俺もこの目で見た玉座だけど

甲羅から生えてたのはやっぱ普通の挙動じゃなかった




６５２名前：名無しの魔法使い

それはそうだろうな




６５３名前：名無しの弓使い

地面に固定するのが普通だろうなあ




６５４名前：名無しの大盾使い

地上でも変わらず玉座に座っている間は白いフィールドが広がる




んで玉座は何かしら封印効果を持ってる

俺のスキルもいくつか封印されたしな

多分ヤバそうなスキルを封印するんだろうが……

メイプルちゃん本人にも影響がありそう？

細かくは分からん




あとは自動回復がついてる




６５５名前：名無しの大剣使い

最後についてきたそれはおまけにしては重すぎるんだよなあ

横に誰か仲間置いて座っていればほぼ勝つだろ




６５６名前：名無しの魔法使い

ヤバそうなスキルを封印とかメイプルちゃんほぼ全部でしょ




６５７名前：名無しの槍使い

ってかメイプルちゃん本人が封印されるまである




取り巻きもそうだけど本体が一番ヤバいだろ




６５８名前：名無しの弓使い

座っている内は優しいってことね

王が立つとなったら……察せ




６５９名前：名無しの大剣使い

元が大盾だからって言い方もアレだが

大盾としての守護能力がなー

周りに仲間が多いほど強いからね




ギルメン全員が周りにいればもう玉座の間の完成だから




６６０名前：名無しの槍使い

護衛が既に強過ぎるわ

メイプルちゃんの守護の中ってなるとなあ……




もうステルスからの暗殺しかないでしょ




メイプルちゃんも王なんだ

王はよく暗殺されるからメイプルちゃんにも効くだろきっと




６６１名前：名無しの大盾使い

どうなんだろうな

まあ耐性系は毒以外はよく分からんし全すべての守りが固まるまでに誰かが倒せるか？




６６２名前：名無しの大剣使い

レイドボスか何かに期待しろ




一般人には無理

上級者にも無理

達人は危険を察知するから近づかない




じゃあ危険でも突っ込んできてくれるボスを呼ぶしかないな！




６６３名前：名無しの魔法使い

まあもし正面からぶつかってメイプルちゃんがやられることがあったらそのボス誰だれが倒せるんだってなるから




６６４名前：名無しの大盾使い

メイプルちゃんの変化はこんな感じだな

俺はメイプルちゃんに大盾の使い方を教えに行くから




またな！




６６５名前：名無しの大剣使い

手をつけられなくしに行きやがった！




６６６名前：名無しの槍やり使い

もう手がつけられないだろ！




６６７名前：名無しの大剣使い

そうだな……そうだわ









　この後メイプルを主君としたならばどんな国ができるのか、という話題が展開されたがそれはまた別の話である。








七章　防御特化とお手伝い。









　定期的にクロムから大盾の使い方を学びつつ、メイプルは暇があれば六層の町を歩き回っていた。

「んー、サリーにあげるアイテムも渡せたし。何をするのがいいかなー？」

　しばらくあてもなく歩いたメイプルは、次のイベントまでは特に何もしなくてもいいかもしれないとそう結論づけた。

「のーんびりするのもいいかもね。幽霊と戦うのは大変だし」

　メイプルが町のベンチに座って、空を飛んでいく幽霊を眺めているとメッセージが送られてくる。

「ん？　誰だろう……あっ、ミィだ！」

　メイプルが文面に目を通していく。

　そこには今から時間があるなら、一緒にモンスター討伐をしてくれないかということが書かれていたのである。

「別に暇だったから大丈夫だよ……っと。待ち合わせは東の入り口だね」

　メイプルはベンチから立ち上がると東門に向けて歩いていったのだった。




　メイプルが東の入り口までやってくると、そこには既にミィがいた。

「ごめんね！　待ったかな？」

　メイプルがそう聞くと、ミィは辺りを見回して知り合いがいないことを確認してから、メイプルの質問に答える。

「大丈夫だよ。それよりも急に誘っちゃってごめんね」

「ううん、やることもなかったし」

「そう？　でも本当にありがとう。早速だけど、お願いしていい？」

「うん！」

　メイプルはミィの後をついて町から出ていく。

　町から離れていけばいくほど人の量も少なくなって、ミィものびのびとした表情でいるようになっていく。

「【暴虐】使わなくていい？　私に合わせるとすごくゆっくりになっちゃうけど……」

「いいよ。のんびり話しながら行きたいな」

　二人はそれぞれ最近のことを話しながら目的地まで向かっていく。

　前回のイベントはどうだったかという話から、六層の敵はどうだというようなこと。

　ミィは町の雰囲気が少し苦手だと言うので、それならサリーと気が合うかもしれないだとか。

　二人はそんなことを話しつつ、目的地にたどり着いた。




「うーん。お墓だ」

「そうだね。ここに人魂が出るんだけど……炎攻撃を強化するスキルが手に入るんだ。でも攻撃が広範囲で結構強くて」

「そういうことなら任せて！　【身捧ささぐ慈愛】！　【天王の玉座】！」

　メイプルの背中から天使の羽が伸び、髪は金色に瞳ひとみは青色に変わっていく。

　頭に輝く天使の輪が浮かんだところで、メイプルの背後に白い玉座が現れる。

　メイプルはそこにすとんと座るとミィの方を見て微笑ほほえんだ。

「いつでも大丈夫だよ。あ、でもあんまり離れすぎないでね？」

「う？　あ、う、うん。分かった」

　ミィは変へん貌ぼうを遂げたメイプルから無理やり目を離すと、湧わき始めた青い人魂の方を向く。

「【炎帝】！」

　ミィの周りに二つの大きな炎球が現れ、人魂を次々に飲み込んでいく。

　しかし、炎攻撃強化のスキルを与えるというだけあって耐性があるのか、ミィの炎でも一撃で落とすことはできなかった。

「やっぱり無理か……ちょっとは強化してきたんだけどなっ！」

　ミィが腕を振り抜いて火球を放ったのと、大量に湧いた人魂が青い炎で視界全すべてを覆い尽くしたのは同時だった。
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「……っ！　あっ、そうだった」

　ミィが燃え上がる炎の中で後ろを振り返る。

　そこには炎の中、攻撃を代わりに受けてなお、フルＨＰのメイプルが玉座に座っていた。

　不落の要よう塞さいがミィを守っている以上、ちっぽけな人魂がミィを倒せるはずがないのである。

「流石さすが……これならいつでもＭＰ回復できるね」

　ＭＰポーションを使いながら、ミィはフルパワーで攻撃を続ける。となれば、その業火で人魂を倒しきるまで、そう時間はかからなかった。




　湧いていた数十体の人魂を倒し切った所で、相変わらず座っているメイプルにミィが近づいてくる。

「ありがとうメイプル。助かったよ」

「もう大丈夫なの？　すごかったねー！　ずっと青い炎の中にいたよー……キラキラしてて綺き麗れいだった！」

「それは……よかった？　いいのかな？　まあ、メイプルじゃないと見られない景け色しきだと思うな」

「そう？　じゃあラッキーだね！」

「そうかもしれないね。うーん……何かお礼ができるといいんだけどな……あ！　そうだ」

　ミィは何かを思い出したという風な表情を見せる。

「メイプルって、まだ防御力上げるんだよね？」

「ん？　そうだよ！　絶対ダメージ受けないようにまだまだ上げる！」

「あはは、そう言うと思った。だったら【アイアンボディ】と【ヘビーボディ】っていうスキルがあるって話を町の情報屋で聞いたよ。【ＶＩＴ】とか耐性に関わるんだって。情報料高かったのに、南の方にあるってことしか教えてくれなかったから多分いいスキルだと思うんだけど」

「スキルの情報って買えるんだ……」

　メイプルが目を丸くしてそう言うと、ミィもメイプルの表情を写したように目を丸くする。

「し、知らなかった？　……お金は結構かかるんだ。でもいいスキルもあったりするよ」

　そう言ってミィはメイプルに六層の情報屋の場所を教えてくれる。

「むむ……まだまだ知らないこといっぱいだなあ。ありがとう、ミィ」

　メイプルはきっちりメモを取り、ミィにお礼を言った。

「私の方こそありがとう。んー、やっぱり攻撃に集中できるのはいいなー！」

　ミィはぐっと伸びをしながら、メイプルに笑顔を見せる。

「あ、そうだ！　せっかく会ったんだからちょっとどこか行かない？　もちろんこの後時間あればだけどっ」

「いいよ。メイプルのお陰でサクッと倒せたし、どこかご飯でも食べに行こっか」

「よーし決まり！　じゃあ行こう！　いいお店知ってるんだー！」

「ふふっ、メイプルってフィールドのことより、そういうことの方が詳しそう」

「……そうかも？」




　そんなことを話しながら、二人は六層の町へ戻ってきたのだった。そうしてミィはメイプルの案内で町の片隅にある喫茶店へと入る。

　ミィは店内を見渡し、誰だれも他のプレイヤーがいないことを確認するとメイプルに話しかける。

「内装は落ち着いた感じで普通だね」

「六層は廃屋みたいな見た目のお店も多いけど、どこも中は綺麗で過ごしやすいよー」

　ギルドホームも中は綺麗でよかったと、メイプルは一人頷うなずく。

　二人は窓際の席に着くと、注文を済ませのんびりと話し始める。

「ミィは前のイベントはどうだった？」

「私？　私は偶然ミザリーとかと出会えて結構探索できたよ。あ、クロムとカナデとも探索したけど……やっぱり皆強いね」

「ふふふー、私の自慢のギルドメンバーだからねっ！」

「メイプルはどうだったの？」

「私は結局一回だけしか行かなかったよー。アイテムも中々出なかったし、やっぱり皆と遊びたいし！　はぁ……早く新しい階層が来てサリーが戻って来て欲しいなあ」

「ん、そういえばサリー見ないね。どうしたの？」

　今までなら、フィールドを駆け回っては異常な回避力でモンスターを蹂じゆう躙りんする、そんなサリーの姿をよく見ていたとミィは思い返す。

「えっと……サリーは六層みたいな雰囲気のところ苦手で六層には来てないくらいなんだよ」

「おー……えっ、そうなんだ？　何か意外、何でもできそうな完かん璧ぺきなイメージだった」

「うん、だから今はずっと五層でレベル上げしてるんだー。私もたまに行くんだけどね」

「仲いいんだね、いいなあ」

「えへへ、外でもずっと一緒ですから！」

　そう言ってメイプルは嬉うれしそうに笑う。始まりは強引気味に誘われたからだったとはいえ、ともすればメイプルはサリー以上にこのゲームを楽しんでいた。

「ミィはギルドの皆と探索したりしないの？」

「あはは……んー、まあ結構行くけど、メイプルといる方が気楽かなあ。あと、ミザリーにもバレちゃったから、いてくれるとすごい楽！」

　メイプル以外とパーティーで戦う際には、ミィは常に演技をすることになるため、どうしても積極的にはなれないのである。

「こんなことになるって分かってたら、こんなキャラ作ったりしなかったのに……うぅ」

「むー、やっぱり大変そう」

「そう！　大変だよ！　カッコいいスキル手に入れて気分良くなって、こんなキャラ固めちゃった私は馬鹿だったんだよー……」

　ミィは机に突っ伏しながら、ぐりぐりと額を押し付ける。

　上手うまく強くなることができて、楽しくなって演技までしている内にどんどん話が大きくなって、気づけばギルドマスターである。

「じゃあまたいつでも私を呼んでよ！　ほら、息抜きってことで！」

「うん、お願いする……」

　ミィが突っ伏したままそう返事をした所で、カランカランと音を立てて店の扉が開く。

　そして、メイプルは見知った顔と目があった。

「あ、やっぱりメイプルとミィだー。やっほー」

「フレデリカと、カスミ？　珍しいね二人一緒って」

　それを聞いて、ミィはばっと起き上がると姿勢を整える。

「敵状視察って感じでー、ギルドホーム行ったのにサリーいないしー」

「あはは、いつものだ」

　フレデリカが敵状視察と言いながらサリーと決闘をしにやってくるのは、もういつものことである。勝ったらやめると言いながら、定期的にやってきてはサリーに負かされて、イズに紅茶を出してもらって帰るのが日常だった。

「代わりにカスミをバーンと撃ち抜こうとねー」

「で、斬り伏せてきたところだ」

「……そうだねー」

　すこしむすっとした様子でフレデリカがカスミと隣の席に着く。

「今日はイズもいなかったからな。私も探索終わりだから休憩に付き合うことにしたんだ」

　外から窓際にいる二人が見えたからここへ入ってきたとのことだった。

「こっちもモンスター討伐してきたところだよ！　ミィがね、凄すごかったよーもう全部焼き尽くしちゃうくらいで！　炎も綺麗だったなあ」

　メイプルはミィと共にモンスターを討伐した時の煌きらめく炎に溢あふれた景色を思い出しながらミィの方を見る。

「……こちらも研けん鑽さんを積んでいる。より強力な魔法やスキルも身につけたからな」

「あっ……う、うん！　そっか、そうだね」

　噓うそや隠し事が特別得意ではないメイプルは、ミィの雰囲気がガラッと変わったことに多少狼狽うろたえながら相あい槌づちを打つ。

「……？　まーいいや。メイプルにもいつかリベンジしないとねー、第四回イベントでやられたっきりだからねー」

「むっ、私も負けないよ！　絶賛成長中だよ！」

「こっちだってペインが成長中だよー」

「そこは私がって言うところじゃないのか」

　カスミがそう言うと、フレデリカはすこし悲しそうな顔をしながら、それができればやっていると返すのだった。

「メイプルに勝とうと思うなら私くらいは倒せないとな」

「急に背後に移動するのはズルだよー……」

「サリーは初見で避けたぞ」

「うぅ……もっとズルじゃん」

「えへへ、サリーはすごいからね！」

「次のイベント……いつかは知らないけどその時は勝つからー、ミィもそうでしょー？」

「えっ？　……あ、ああそうだな。私も【炎帝ノ国】のギルドマスターとして負けたままというわけにもいかない」

　咳せき払ばらいを一つして、ミィはこれは演技でも何でもなく不敵な笑みを浮かべてメイプルに宣言する。それを見て、メイプルもぐっと握りこぶしを作って宣言し返した。

「受けて立つよー！　あ、でも貫通攻撃はないと嬉しいかなっ」

「それなしじゃ勝てないでしょー。それに、何か最近変なメイプルの目撃情報もあるし、何か変な召喚もこの目で見たしー……」

　フレデリカのその言葉に、メイプルは変なこととは何だろうかと思い返してみる。

「ど、どれのことだろ？」

　メイプルとて、今までも何度も驚かれてきているのである。フレデリカと最後に戦ってからも、いくつか変と言われそうなスキルを手にした自覚はあるのだった。

「んん!?　いくつもあるのか」

「私も知らないものがありそうだな」

「今でさえメイプルが真ん中に立ってるだけでもう強いのにー」

　フレデリカはメイプルの広範囲カバーは自分一人では対応しきれないとこぼす。

「今度からは座って戦えるよ！　えーっとね、玉座が出せるようになったから！」

「はぇ？　そー……そっかぁー」

「メイプルのそういうのにはもう慣れたが……あの玉座は初見だと目を疑ったよ」

　フレデリカは驚いた様子を見せるものの、カスミの言葉にミィも初めて見た時は驚いたと一人うなずく。

　そうして、注文したデザートと飲み物を楽しみながら四人で話を続け、しばらくした所でカスミとフレデリカはこの後も用があると店を出ることになった。

「メイプルの亀みたいな連れて歩けるモンスター探してるんだよね、六層ならゴーストみたいなのもいるんじゃないかって」

　去り際にそんなことを言ったフレデリカの目をメイプルがじっと見ると、フレデリカは何か気まずそうに目をそらす。

「むぅ……サリーに使っちゃ駄目だよ！」

「えへへー、バレた？」

「次の対戦イベントで囓りに行っちゃうからねー……」

　メイプルはそう言って冗談っぽく歯をカチカチと鳴らしてみせる。

　本当に戦場で出会う時には【暴虐】を使用しているため、こんな可愛かわいらしいものでは決してない。

「メイプルなら本当にできちゃうからー……前のイベントでもびっくりしたんだからねー」

「今日の感じだと私も決闘相手に入ったみたいだからな。またよく来るだろうし、メイプルも一度相手をしてやるといい」

「うぇっ？　そ、それはいいよー」

　フレデリカはパタパタと逃げるように離れると、バイバイと手を振ってカスミと共に店を出て行った。残ったのはメイプルとミィの二人である。

「……行った？」

「うん、行ったよ！」

　メイプルがそう言うと、ミィは大きく息を吐いてぐったりと椅子の背もたれに体重を預ける。

「あ、危なかったー……急に会うんだもん油断してた」

「私も急にミィがキリっとしたから、ちょっとびっくりしちゃった」

「うっ……やっぱりバレてる相手の前で演技するのって恥ずかしいなあ……」

　ミィは頭を搔かきながら、ゆっくり深呼吸をして心を落ち着かせる。

「今度はもうちょっと知り合いの少なそうな所に行こっか、サリーと一緒に今までの階層を探検したりもしてるし、結構詳しいよ！」

「やっぱり詳しいんだね、すごい楽しんでるなあ」

「これでもまだまだ行ってないところばっかりで、楽しめるところいっぱいなんだよ？」

　メイプルがそうして行きたい場所を一つ一つ指折り数えながら、楽しそうに列挙していくのを見てミィも自然と笑顔になる。

「いいね、楽しそう。私もミザリーと色々回ってみようかな？」

「そうだよー、レベル上げばっかりしてても疲れちゃうし！」

　私もいつでも付き合うよとメイプルは付け加えて、観光仲間が増えたと満足そうにする。

「こっちもまた何か情報とかあったら教えるね。メイプルは楽しそうな場所とか、探しておいて」

「りょーかいっ！　任せてっ！」

　こうしてミィと別れた後、メイプルは教えてもらったスキルを探すために南へと向かうのだった。








八章　防御特化と二人の少女。









　メイプルが地面から伸びる骨の手に足を摑つかまれたりしつつも南へ歩いていくと、以前サリーと訪れた幽霊屋敷にも匹敵する大きな屋敷が見えてきた。

「むぅ……探索したいけど、室内だと【暴虐】も使えないし……どうしようかな？」

　メイプルは少し迷ったものの、中へと入ることにした。

「お邪魔しまーす。おお、広い……」

　目の前には広いエントランス。

　伸びる二階への階段と地下への階段。

　そして正面の壁には、男性の肖像画がボロボロになっているもののかろうじて残っている。

「んー……どこから探索するべきかな。やっぱり地下かな？　地下って何かありそうだもんね」

　メイプルは一階の探索をすることなく地下へ続く階段を降りていく。

「何があるかなー！　うぅうっ!?」

　そうして意気揚々と進むメイプルだったが、横の壁から突然槍やりが伸びてきてメイプルの体を貫こうとしたため驚いて声を上げてしまう。

「な、なんだ……ふぅ。ちょっとびっくりした……」

　槍はメイプルに当たった瞬間に止まり、ほんの僅わずかさえも体に食い込みはしなかった。

「あ。階段が少しへこんでる。踏んで発動する罠わなだったのかな？」

　メイプルは体を捻ひねって隙すき間まを通ると、再び前に進んでいく。

　階段を降りた先には長い廊下が続いており、いくつもの扉が両側にあった。

「全部見ていこう。ちょっと大変だけど」

　メイプルは一番手前の部屋に入ろうと足を進める。

　そして、その足が廊下にピンと張られた細い糸をプツリと引きちぎってしまった。

「んっ？　んん!?」

　突然頭上から轟ごう音おんが響き、同時にメイプルには避けられない速度で巨大なギロチンの刃が落ちてくる。

　そしてそれはきっちりとメイプルの頭に当たって、直後に砕け散った。

「……？　……？？」

　メイプルは頭を撫なでてみるが特に何ともない。

　軽く衝撃が伝わってきただけである。

　周りには砕け散った刃が転がっており、メイプルはしゃがんでそれを拾い上げると首をかしげる。

「脆もろくなってたのかな？　でも、地下に降りてきたのは失敗だったかも。こんなのばっかりだと、びっくりするし……」

　メイプルはまた何か起こったりしないかと周りを確認するが、特に怪しいところはなさそうだった。

「とりあえず一いつ旦たん上に戻ろうかな……あれ？」

　メイプルがそう言って振り返ると、そこにあったはずの階段はなくなっており、無機質な壁があるばかりであった。

「な、なんで!?」

　メイプルは壊せるかもしれないと大盾を壁に密着させたが、【悪食】が発動することもなく、ただの破壊不可能な壁ということが分かっただけだった。

「……仕方ないっ！　じゃあ探索続行。探してたスキルもあるかもしれないしね！」

　そう言って、気を取り直したメイプルは、また迂う闊かつにも足を踏み出した。

　今度は下ろした右足の下の床がガコッと音を立ててへこみ、メイプルの両側の壁が迫ってくる。

「ち、ちょっとっ！」

　メイプルは咄とつ嗟さに走り出したものの長い廊下を走りきる前に壁に挟まれて動けなくなってしまう。

「潰つぶされる……ことはないみたい？　でも動けないっ……うぐぐ」

　メイプルは無理やり兵器を展開したり、【毒竜ヒドラ】を使ってみたりしたが、先程と同じく壁は壊れてくれなかった。

　そうして両側から優しく押される感覚を受けとめていたメイプルだったが、しばらくすると壁がゆっくりと元の位置へ戻り始めた。

「どうしよう。足下も空中も何かありそうだよ……」

　メイプルはその場にじっと固まってしまった。

　もっとも、どんな攻撃も通じないメイプルが罠を気にする必要などどこにもないのだが、本人はそれに気がつかない。

「解決法……んー……！」

　そんなメイプルは少しして、何かを思いついたような表情を浮かべたのだった。




「よっ……と。これであとは上から挟んで……できた！」

　メイプルは【救いの手】で空中に浮かせていた大盾を一枚腰の高さまで降ろしてくると、体をうまく曲げてそこに寝転がった。

　そして上からもう一枚の大盾で体を挟み、伸ばした手で【闇やみ夜よノ写】を前方に構える。

　メイプルはまるで二枚貝のように上下から大盾に挟まれて、そして【救いの手】の操作によってふわっと地面から浮き上がった。

「やった、上手くいった！　……これで罠は踏まないし大丈夫！」

　メイプルはそのまま【救いの手】を前方に突き出すイメージで、挟まれたまま、地面のトラップを回避しながら廊下を進んでいく。

　そうしてぐんぐん進んでいく目線の先、メイプルは壁と壁をつなぐようにキラリと光る糸を見つけたが時すでに遅し。

「あっ!?　ちょっ……！」

　メイプルは焦ってうまく【救いの手】を動かすことができず、そのまま前進し【悪食】で見事に糸を断ち切った。

　先程と同じく飛び出してきた槍はメイプルにダメージを与えることはなかったが、メイプルは自分の作戦がうまくいかなかったことにむすっとした顔をする。そして。

「【発毛】！」

　その声とともに伸びた毛が、メイプルと周りの盾三枚を包み込み、今度は空中に浮いた真っ白な巨大毛玉が完成する。

「知らない、しーらない。罠の音なんて聞こえなーいっ」

　メイプルは全身を毛玉の中に収めてそのまま廊下を飛んでいく。

　途中何度も罠がメイプルを襲っていたが、そんなことはメイプルの目には入らない。

　ギロチンも毒矢も地面や天井から伸びる槍も、全すべて発動はするもののメイプルを傷つけるには至らない。

　この屋敷の罠は、最早メイプルに反応すらしてもらえないものになったのだった。

「壁に当たったら曲がって……一番奥から行こう！　いいものは奥にあると思うし。大事なものは奥に隠すよね！」

　こうして、浮遊する毛玉は引っかかった全ての罠を潰しながら最奥へとゆらゆら飛んでいく。




　そうしてしばらく進んだ時。

「あっ、壁にぶつかったから左……は行けないか。じゃあ右っ！　……あれ？」

　ふわふわと飛んでいたメイプルは、罠の音を聞きすぎてガシャガシャという起動音に慣れてしまっていた。

「どうしたんだろ……あっ!?」

　右と左どころか、後ろにも戻れなくなったメイプルは毛玉からにゅっと顔を出す。

　そこで、周りを鉄てつ柵さくに囲まれ檻おりに閉じ込められていることに気がついたのだった。

「壊れてっ！」

　メイプルはさらににゅっと手を伸ばすと大盾を突き出して柵さくに押し当てる。

　すると、柵にはきっちりと【悪食】による穴が開いて、檻そのものが光となって消えていった。

「なーんだ、思ったより頑丈じゃなかったね。見えないと困るし顔くらい出しておこうかな……」

　メイプルは顔だけを毛玉から出すことにして、再び進み始めた。

　壁から毒ガスが噴き出したり、床がぱっくりと割れたりしたが、変わらずメイプルはノーダメージで元気なままである。

「あっ、行き止まりだ。結構進んだし、ここはきっともう奥の方だよね？」

　メイプルの前には一つの扉がある。

　一番奥から手前へと探索することに決めていたメイプルは、毛玉から手を伸ばしドアノブをひねる。

「よっ……引っかかって……んんん、入った！」

　体を覆う毛を無理やり扉の枠内に押し込むようにして、メイプルはぽんっと室内に入った。

　そうしてメイプルは部屋の中を見渡す。

　壁に等間隔に並ぶ短くなった蠟ろう燭そくが、広い部屋をぼんやりと照らしている。

　床や壁は傷だらけでボロボロになっており、壁際には使い込まれたように見える甲かつ冑ちゆうがいくつも並んでいた。

　甲冑の手には武器が握られており、遠目に見る限りではまだまだ使えそうである。

　そして正面にはより豪華な甲冑があり、メイプルはそれに目をつけた。

「あれがボスかなー？　何かあるよね？」

　メイプルはふわふわと近づいて行こうとするが、部屋の中央まで来たところで、地面に一枚の紙が落ちていることに気がついた。

「おっとと……高さを下げて」

　メイプルは地面にふわっと降りると、毛玉から手を出して紙を拾い上げ内容を確認する。

「こういうのって手記って言うんだっけ？　えっと、なになに……起動させた罠の数だけ強くなる……？　うわぁっ!?」

　そこまで読んだところで、天井から鎖が何本も音を立てて滑り落ちてきて、一瞬のうちにメイプルを縛り上げていく。

　メイプルが反応するよりも早く鎖はグルグルと巻きついて、毛玉状態のメイプルはそのまま空中で動けなくなってしまった。

【救いの手】で盾を動かしてみるが、がっちりと拘束されているのか、ゆらゆらと揺れる程度で逃げられない。

「ど、どうしようかな……」

　メイプルが吊つり下さげられている中、ざっと二十体はある周りの甲冑がゆっくりと動き始める。

　さらに一つだけ豪華な見た目をした甲冑はそれらよりも機敏に、まるで人が中に入っているかのように動き出した。

「さ、作戦ターイム！」

　メイプルは毛玉の中に頭を引っ込めると、状況を整理しはじめた。

「とりあえず……攻撃されてるけど大丈夫そうだし。ちょっと見てみようかな」

　メイプルは毛玉をかき分けて頭を出し、周りの様子を確認する。

　すると、ちょうどメイプルへと一本の剣が飛んできているところだった。

　剣は毛玉に弾かれたものの空中に静止しており、しばらくすると再びメイプルに向かって飛んでくる。

「えっ!?　投げてるわけじゃないんだ……」

　メイプルは投げ尽くして隙が生まれたりはしないと理解して、他にも何かがないか目を凝らして探し始めた。

「んっ？　あの豪華な甲冑……」

　メイプルはもともと気にしていた豪華な甲冑を注視する。それは青白い光を纏まとっており、直接攻撃することもなく静かに佇たたずんでいるだけだ。

　メイプルはその光と同様のものを、飛んでくる剣や槍やりが放っていることにも気づいたのである。

「まずあの甲冑を倒したほうがよさそうっ！　【全武装展開】！」

　毛玉から伸びる黒い柱。

　無数の手足のように伸びた何本ものそれには、一つの例外もなく銃や砲がついている。

「【攻撃開始】！」

　メイプルが銃撃を開始すると、浮かんでいた剣や槍が豪華な甲冑との射線に割り込み、高速回転して弾を弾いていく。

「すっごい……！　じゃなくて、なら【毒竜ヒドラ】！」

　先程の攻撃は手加減をしていたと言わんばかりに、今度は毒竜ヒドラが剣を飲み込んで突き進んでいく。

　それは奥の豪華な甲冑に直撃し、地面を毒の海に変えながら他の甲冑達をも蝕むしばんでいく。

　すると、浮かんでいた武器は地面に落ちて、メイプルを攻撃していたものは全ていなくなった。

「あっ、鎖も外れた。これで終わりかな？　よーし、羊毛はもういいよね」

　メイプルがアイテムを取り出し羊毛に火をつけると、メイプルを覆っていた毛がパッと消える。

　メイプルは体勢を整えると、地面へと飛び降りた。

「よっと。さてさて、何があるかなあー」

　そうしてメイプルが一歩を踏み出そうとしたところで、毒竜ヒドラの直撃で破壊されてしまっていた豪華な甲冑から青白い光が溢あふれて空中に集まっていく。

「何だろう？」

　メイプルが特に構えることもなくその光景を見ていると、光はやがて形を成し、さらに色が変わっていく。

　そうして、青白い光が薄れていった空中に浮かんでいたのはまだ幼い少女だった。

　荒れた屋敷の雰囲気にそぐわない、綺き麗れいすぎる明るい緑を基調とした洋服に、長い銀の髪に緑の瞳ひとみ。

　少女はメイプルを見るとくすくすと笑う。

　慌てて盾を構えると、メイプルの後ろからすうっと手が伸びてくる。

　メイプルがばっと振り返ると、そこには緑の少女と同じ見た目の明るい赤の洋服を着た少女がいた。

「だめだよ。もうこんなあぶないものはすてておこう？」

　メイプルの盾や鎧が勝手に外されてふわりと浮かんでいく。それは薄い紫の光に包まれてすうっと消えていってしまった。

「え!?　ち、ちょっとっ！」

「あそびましょう？　おねーちゃん」

　緑の服の少女が空中でくるくると回りながらそう言うと、青白い光を纏まとった甲冑がガシャガシャと音を立てて起き上がり、すうっと空中に浮く。

「たのしもう？　おねーちゃん」

　赤い服の少女がそう言うと、地面は歪ゆがみ壁は崩れて空間が滅茶苦茶に書き換えられていく。

　存在しなかった廊下が何本も伸び、床や天井に扉が現れて、屋敷は元の形からかけ離れていった。

「「10かぞえたら、もういいよ」」

　二人はそれだけ言ってそろってくすくすと笑うと、それぞれに青と紫の光に変わって壁をすり抜け消えていった。




　二人の少女はメイプルが状況を飲み込めずあたふたしているうちに、完全に姿をくらませてしまった。

「えっ!?　え？　ええっ!?」

　メイプルが慌てて周りを見渡すと、青白い光を纏った甲冑が何体も足並みを揃えて近づいてきているところだった。

「あっ、えっ【毒竜ヒドラ】は駄目で、えっと【暴虐】も無理だし……そうだ【全武装展開】！」

　装備を失い、主力スキルが使えない今【機械神】で事前にコストを払っておけば使えることを思い出したメイプルは、再び兵器を展開する。

　メイプルの体の表面に歯車やチューブが現れて、そこから兵器が伸びていく。

「よしっ！」

「ああーだめだっていったのに。あぶないものつかってるー」

「つかってるー」

　メイプルが安心したところで、再び部屋に少女たちの声が響き渡る。

　すると、メイプルを青と紫の光が取り囲み、展開した兵器は砕けて消えてしまった。

「噓うそーっ!!」

「わるいこにはー」

「おしおきだー」

　その声とともに青い光を纏った槍や剣が、床や天井からするすると生み出されてくる。

　剣はそのまま高速で飛んできてメイプルへと殺到する。

「うわっ!!」

　咄とつ嗟さに手で顔を庇かばったことで、メイプルの腕に剣が衝突する。

「うっ……よ、よかった。なんともない」

　メイプルは次々に飛んでくる槍や剣、甲冑からの攻撃を生身で受けて弾いていく。

　全すべての攻撃はメイプルの体の表面で止まって、僅わずか一のダメージすら与えられない。

「えーと、どれか生身でも使えそうなスキルはあったっけ？　あ、【天王の玉座】！」

　メイプルがそう言うと、メイプルの背後に白い玉座が現れる。

　メイプルはいつこれも消されるかとびくびくしながら玉座に座ったが、少し待っても少女達の声は聞こえてこなかった。

「なるほど……これは『あぶなくない』んだね。んー、強い攻撃ができるスキルが駄目なのかな」

　ということは【百鬼夜行】も駄目だろうと考えて、メイプルは温存することに決めた。

　現状ほとんどの攻撃手段を失っているメイプルにとって、それは唯一頼れる味方なのである。

　もしかするとボス戦でなら使えるかもしれないという淡い期待を持って、メイプルはこの場は手で剣をはたき落としながら進むことにした。

「うぅ……扉が多すぎるよ。鎧も凄すごいぶつかってくるし……」

　メイプルは十以上の甲冑に囲まれて剣で切りつけられながらも、無傷のまま部屋の壁に現れた扉のうちの一つにたどり着いた。

「えいっ！　はいっ！」

　メイプルはばっと扉を開けて中に飛び込むと、直ぐに閉めて両手で扉を押さえる。

　しかし危き惧ぐしていた甲冑の追撃はなく、メイプルはいったん落ち着いてその場に座り込んだ。

「よかった……どうしようかな。装備はもう一つあるけど……また取られたら嫌だし」

　メイプルは装備で防御力やＨＰを上げなかったとしても、耐久に関してはすでに必要以上の能力を持っている。

　そのメイプルの四桁けたの防御力を貫く攻撃ということは、あらゆるプレイヤーを一撃で葬るレベルなわけで、そんなものはその辺りにわらわらといていい存在ではない。

　そのため、メイプルはただ攻撃されるぶんには問題なかった。

「よし、頑張って装備取り戻すぞー！」

　メイプルは意気込んで廊下を歩いていく。

　探し物がどこにあるか分からないため、今度は部屋を通り過ぎることはできない。

　メイプルは見つけた扉は全て開いていかなければならなかった。

　十中八九そこに罠わながあると分かっていてもである。

「ふーっ……おじゃましまーす！」

　メイプルは深呼吸をして部屋に入ると体を縮めつつ辺りを確認した。

　部屋の中にはテーブルクロスの掛かった五メートルほどの長机と、綺麗に並べられた椅子があり、また長机の上には燭しよく台だいが一つあった。

　歪んだ壁には風景が描かれた絵画が掛けられている。

「えっと……うん。壁はぐにゃぐにゃしてるけど特に何もなさそう」

　メイプルは用心深く机の下や絵画を調べてみるが、何かが見つかることはなかった。

「よし。大丈夫そう……あっ」

　メイプルが一番奥の絵画を調べ終えて振り返ると、いつの間にか椅子や燭台や絵画が青い光を纏っていた。

「ちょっ!?　まっ……！」

　メイプルの制止に従ってくれるはずもなく、椅子がメイプルに向かって飛んできて体に当たる。

「剣だって大丈夫……っだった、けど！　ちょっ、と多いよっ！」

　メイプルはガンガンと音を立ててぶつかってきた後、そのまま積み上がっていく椅子と絵画を何とか乗り越えようとする。

　しかし、それよりも先に椅子と絵画の山にふわふわと燭台が火を運んできた。

「えっ!?」

　メイプルが逃げるよりも早く、周りに積み重なった家具が凄すさまじい勢いで燃え上がり、メイプルもそれに巻き込まれていく。

　十数脚の椅子と絵画によって引き起こされた業火は、メイプルの背丈よりも遥はるかに高い火柱を作った。




　そして、全てが燃え尽き灰になった後でメイプルはいつも通りその場に立っていたのである。

「ふぅ……何も装備してないから初期服は燃えないし。よかった……うぅ、心臓に悪いよ」

　メイプルは服をぱっと手で払い、煤すすを落とすと部屋の外へ出ようと歩いていく。

　その途中で机の上に戻っている燭台をじっと睨にらみつけた。

「……そっちの方が悪い子だよね？」

　メイプルはむっとした表情でそう言うと、インベントリから接着剤を取り出し燭台の下に塗りつけ、元の位置に戻す。

　モンスターからドロップした強力接着剤は、机と燭台をぴったりと接着してくれるだろうとメイプルは思っていた。

「本当、こっちこそお仕置きだからねっ！」

　メイプルは入ってきた時よりも勢いよく扉を開けると外へと出ていったのだった。




　　　　◆□◆□◆□◆□◆




　メイプルが最初の部屋で燃やされてから、およそ二時間が経過して。

　メイプルは荒い息を吐きながら、まだ廊下を歩いていた。

　体のあちこちには埃ほこりや煤がついており、汚れが目立つ。

「うぅ……落とし穴はもう嫌だよ……」

　毛玉浮遊ができなくなったメイプルが二時間の探索中に引っかかった罠の数は数えきれない程であった。燃やされたこと数回、落とし穴に落ちたこと数回、現れた甲かつ冑ちゆうに斬りつけられもして、槍やりやギロチンは最早見慣れたものになっている。

　その中でメイプルが最も嫌っている罠が落とし穴だった。

　落ちた先には棘とげがあり、それ自体はメイプルにとって問題なく、むしろ叩き折ることができるようなものだったのだが、穴そのものはそうはいかない。

　折った棘を脱出用に脆もろい壁に打ち込むことができたため、それを足場にしてメイプルは何度か落下しつつも上に戻ってくることができたが、疲労はすさまじいものだった。

　あまりの大変さに二度目の落下の時には、メイプルの目からスッと光が消えていたのである。

「サリーならどこに罠があるか分かるのかな……私には分からないよ……」

　恐る恐る一歩を踏み出すメイプルの足元でガコッと音がして床が沈み込む。

「ひぅっ！」

　咄嗟にその場を離れようとするがそれより早くメイプルに向かって何かが飛んできた。

「……ん、よ、よかった。ただの毒矢だった……」

　メイプルは紫色の液体がついた矢を拾い上げてそう呟つぶやく。

　毒矢が飛んできて安心するというのもおかしなことではあるが、今のメイプルにとって脅威度は落とし穴がトップなのだからしょうがない。

「うーん……結構奥まで来たと思うんだけど……来てるよね？」

　壁や廊下が歪んでおり、またそれだけでなく天井にも扉があったりするため、メイプルは攻略が進んでいるのかが不安になってきていた。

「じゃあ、こっち！」

　メイプルはいつものように直感に従って扉を開けて歩いていく。

　装備を失ってなお罠を弾き返すその体のお陰で、メイプルは百以上の罠の中を好き勝手に進むことができているのである。

　歩く速度は遅いものの、普通のプレイヤーがまともに探索するよりは遥かに早いペースでこの迷宮を探索していた。




　そうして進むこと数十分。

「あっ！　あの扉は……！」

　メイプルが目を細めて見つめる廊下の先には、今までとは違った扉があった。

　それはゲームをしてきた中で何度も見たボス部屋を示す扉である。

「よしっ！　装備を取り返すぞー！」

　メイプルはそう言って廊下をぱたぱたと走り抜けていく。

　当然罠は発動するものの、突然飛んでくる槍や矢に慣れてしまったメイプルにとって、それらは驚かされることすらない程度のものである。

「無視無視、待っててね双子ちゃん！　ふふー……もう許さないんだから」

　そうしてメイプルが意気込んだのと、メイプルの足元がぱっと割れたのは同時だった。

「ぅえあ!?　うっ……ぐ！」

　テンションが上がって落とし穴の可能性を失念していたメイプルは、ギリギリ扉側の床の端に両手をかけてぶら下がったが、その両手はすでにぷるぷると震えている。

　どうやっても体を持ち上げるには至らない。

「ううぅ……落ちる…っ」

　メイプルがちらっと下を見るとそこには緑色に輝く液体が溜たまっていた。

　メイプルはそれを見て顔を青くする。

　液体が怖いからではない。下に棘がなければ上がってこられないからである。

「だれかぁ！　たすっ……ああああっ!!」

　メイプルが駄目元で助けを呼ぶよりも先に腕の限界がきてしまい、メイプルはそのまま穴の底へと落ちていく。

　バシャンと音を立てて緑色の液体に背中から落ちたメイプルは、憂ゆう鬱うつそうな表情で遠くなった天井を見上げる。

「はぁ……どうしようこれ……とりあえずこの毒っぽいのは大丈夫だけど。うぇ……ネバネバだ」

　メイプルにとって溜まっていた緑色の液体には、ひんやりする以外の影響はなかった。

　それよりも今解決すべき問題は、どうやって上に戻るかである。

「装備取り返せないままログアウトは嫌だなあ。考えないと」

　メイプルは目を閉じて何か解決策はないかと考え始めた。

　そうしてしばらく考えていたが何かを思いついたのかぱっと目を開いた。

「うーん……そうだ！　【全武装展開】！」

　メイプルの体から兵器が伸び、そして消えていく。

　だが、メイプルは残念がるよりはむしろその光景に喜んでいたのである。

「よしっ！　さあ、お仕置きして！　ほら！」

　メイプルはそう言って上を見るもののいつまでたっても剣や槍が飛んでくる様子はない。

「な、なんで？　いいよ？　お仕置きしてくれないと困るよっ！」

　メイプルは飛んできた剣や槍を壁に刺して上に戻ろうと考えていたのだが、その計画はあっさりと潰えた。

　ボス部屋の前でプレイヤーに要求されるのは罠を避けて部屋に入ることのみだったのである。

　そういったことを考えずに直進していては当然こうなる。

「どうしよう……【天王の玉座】っていっぱい出せたりしないかな……」

　そうしてすっかり元気をなくしたメイプルの周りに変化が訪れる。

　粘つく緑色の液体だと思っていたものがゆっくりと動き始め、メイプルの体を覆っていったのである。

「あっ、もしかしてこれスライム？　ひんやりして気持ちいい……ちょっと落ち着くかも」

　スライムはメイプルの体を包んで溶かそうと蠢うごめいている。

「……そうだ！　スライムさんありがとう！」

　落ち着いたメイプルは何かを思い出したようで、一つ深呼吸をするとあるスキルを口にした。
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　メイプルが穴に落ちてから少しして、ボス部屋の扉が開け放たれる。

「あーきたきたー。みつかっちゃったー」

「うん。きちゃったねー、みつかっちゃったねー」

　中にいた双子はそれぞれ空間を歪ゆがめ物体を浮遊させつつ、くすくすと笑う。

「ふー……私の装備、返してもらうから」

　そう言ったメイプルはふわふわと浮かぶ緑色の球体に浸つかっていたのだった。

「物を浮かすくらい、私にもできるんだからね！」

　モンスターならば【念力サイコキネシス】で浮かび上がらせることも可能である。シロップと空中散歩するためだけのスキルではないのだ。メイプルはぐにぐにとスライムの形を自在に操作し大きな盾と剣を作り出し、双子に挑むことにしたのである。

「「ふふふ、それー」」

　メイプルが構えたところで双子の背後から剣や槍が飛んでくる。

　メイプルはそれをふわふわ飛んで避けようとするが、余りにスピードが遅すぎるために避けきることができない。

　スライムに次々と剣や槍が突き刺さっていくが、それはスライムのＨＰを削ることなくドロドロと溶かされていった。

「おおー！　スライムさんすごい！　それなら……」

　メイプルはぐにゃぐにゃとスライムを【念力サイコキネシス】で変形させ、スライムに浸かって浮かぶことをやめるかわりに、自分の体を覆う鎧よろいとすべく、スライム製の大きな両腕を作り出す。シロップと飛び続けたこと、【救いの手】の練習をしたこともあって、メイプルの遠隔操作も上達していた。

「うん、操作しやすくていい感じ！　じゃあ……」

　メイプルはスライム製の手を広げて、浮かんでいる双子のうち、緑の服を着た方を摑つかみにかかる。

「あー。すり抜けちゃうか……スライムさんならいけるかと思ったけど……」

　スライムの体での攻撃はきっちり物理攻撃として認識されているようで、攻撃は通らない。

　そしてその仕返しとばかりに、赤い服の少女が生み出した炎がスライムに直撃する。

「あっ！　炎は駄目なの!?」

　スライムのＨＰが減っていくのを見て、メイプルは慌ててスライムでできた腕を引っ込める。

　そしてまた体の周りに纏まとわせると、何か使えるものはないかと冷静になって部屋を見渡す。

　するとこの部屋が子供部屋のようだということに気がつく。

　部屋自体はかなり大きいものの、机やクローゼットなどの基本的な家具や、あちこちに転がるぬいぐるみやおもちゃは、ボス部屋というより子供部屋という印象を受けた。

「いっぱいプレゼントが置いてあるけど……役に立ちそうなものがあればなぁ」

　メイプルは今も飛んでくる剣や槍を溶かし続けてくれているスライムを見つめながら呟く。

「っと、炎攻撃は任せて！」

　炎が飛んでくるのを見ると、メイプルはスライムから飛び出して炎を叩たたき落おとすように腕で振り払う。
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　弾かれた炎は、近くにあったプレゼントボックスに当たり燃え上がる。

「わわっ！　だめだめっ！」

　炎に弱いスライムを纏うメイプルにとって、フィールドが炎で満ちるのは避けたい事態だ。メイプルは素手で炎を叩いて鎮火させ、ほっと一息つく。

　そして、プレゼントボックスの中にあった燃えなかった何かがメイプルの手に当たったのである。

「あっ、私の短刀！」

　メイプルの手に当たったのは取られてしまった装備だった。

　そこでメイプルが短刀を見つけたことを認識した双子が話し出す。

「あー、どうするー？」

「あれいらないしーいいんじゃない」

　こうして双子はメイプルの短刀をいらないと言って返した。

「じゃあ……【毒竜ヒドラ】！」

　返して貰もらったのならと、メイプルが早速装備して【毒竜ヒドラ】を撃つ。

　それは正常に発動して、三つ首の毒竜ヒドラが双子に向かっていく。

　しかし、双子はすうっと消えると、別の場所に転移して毒の塊を綺き麗れいに避け切った。

「「あはは、よわーい」」

「むっ……じゃあ【全武装展開】！」

　ボス部屋で攻撃スキルが使えることを確認したメイプルはそれならばと銃弾を撃ち出す。

　しかし、その銃撃は双子が飛ばしてくる物と相殺されて突破はならなかった。

「それもうみたよねー」

「ねー」

　そう言って双子は顔を見合わせてクスクスと笑う。

　メイプルは少しむっとしつつも、やることを切り替えた。

「でも、残りの装備も何処かのプレゼントボックスの中にあるっぽいよね。それを探してから考えよっと。とりあえずスライムさんは端っこで隠れててね」

　メイプルはスライムを部屋の端に移動させると、背中で剣や槍やりを受けながら一つ一つプレゼントボックスを開けていく。スライムが溶かしてくれなくとも、この攻撃ではメイプルにダメージはないのだ。

　地面にはメイプルに弾かれた剣が転がり、壁には斧おのや槍が突き刺さる部屋の中でメイプルはようやく全すべての装備を見つけ出すことができた。

「ふぃー……疲れたー。でも、これでようやく戦いやすくなったね」

　装備の行方ゆくえが分かってしまえば、後は悪戯いたずらの過ぎるこの双子にきつくお仕置きをするだけである。

　メイプルは装備を探しているうちに一つ作戦を思いついていた。

「逃げるのが上手い人を相手にする時は……逃げ場をなくせばいいんですっ！」

　メイプルはそう言うとメイプルなりの悪い笑みを浮かべて、部屋の中央へ歩いていく。

「【身捧ささぐ慈愛】【ヴェノムカプセル】！」

　部屋の中心に現れた天使は、すぐに輝く翼を毒の塊の中に沈めていく。

　部屋の中央には紫色の球体が不気味に鎮座している状況である。

「【捕食者】」

　そして毒のカプセルの中で得意げにメイプルがそう言うと二匹の化け物が現れる。

「スライムさんもこっちにきてねー」

　メイプルに従うしかないスライムもふわふわとやってきて、三体で飛んでくる物を落としていく。

　メイプルは【ヴェノムカプセル】が小さいうちはこうしてカプセルが破壊されないように守ってもらうつもりなのである。

「サリーの偽者だって逃げられなかったんだから、逃げられるなんて思わないでね！」

　メイプルの目的は、この部屋を完全に毒でみたすこと。

　いくら自在に転移することができても、部屋の中全てが死地であるならば意味などない。

「じっくりやろう？　えへへ。粘り勝つのは得意なんだよ！」

　メイプルはスライムをあっちへこっちへと操作しながらそう呟つぶやいた。




　メイプルが部屋全体を毒に沈めようと行動を開始してから、数時間が経過した。

【捕食者】とスライムに守られた【ヴェノムカプセル】はすくすくと成長し、かつてないほどに巨大化している。役目を果たした【捕食者】を戻して、ここまではメイプルの思った通りに進んでいたと言えるだろう。

　粘り勝つのは得意だと言った通りに、部屋はほぼ毒に埋め尽くされたものの──しかし期待した結果は得られていなかった。

「もしかして毒も効かないみたい……？」

　双子は全身を毒に包まれながらも、変わらず剣や槍、炎を放ち続けている。

　メイプルは双子をじっと見るが、特に動きが鈍くなることもない。

　しかし、時間が経たつ中で双子の攻撃の狙ねらいはメイプルからスライムに移り変わっていた。

　幸か不幸か、スライムは毒に耐性があったために生き残っていて、今もまだメイプルが操作している状態だった。

　そして、スライムは双子の撃ち出す武器をあまりにも多く破壊してしまったために、攻撃の標的となってしまったのである。

　双子の攻撃は部屋を埋める【ヴェノムカプセル】に吸われてスライムには届かない。

　また【ヴェノムカプセル】の限界まで増加した耐久値を削りきるには双子の攻撃は非力すぎた。

　メイプルは、またいつかのように倒されないが倒せないという状況に直面することとなったのである。

「んーどうしよう……攻撃は避けられちゃうしなあ……すっごい近くで攻撃したら当たるかな？」

　メイプルはとりあえず試してみようと毒をかき分けて、斜め上へと進んでいく。

　部屋全体が毒に沈んでいるため、メイプルは空中を泳いでいるような状態である。

「まずは……逃げられないように色々してみよう！」

　メイプルはインベントリから何枚かお札を取り出すとそれを毒の海に適当にばら撒まいていく。

「除霊のお札なら転移の邪魔してくれないかなー……無理かなー」

　メイプルはその後もいらないアイテムなどを障害物のつもりで乱雑かつ大量に設置し、最後にスライムを限界まで引き伸ばして双子の周りの空間を何重にも包み込んだ。

「よし！　じゃあ、失礼しまーす」

　メイプルはスライムを操作し穴を開けてするっと中へ入った。

　そしてメイプルはそのまま双子の片方の腹部に短刀を近づけ静止する。

「当たってくださいっ！　【毒竜ヒドラ】！」

　メイプルが願いながら放った毒の塊は、既にほぼ限界まで毒が詰まっていた部屋の中を暴れ回る。

　当然、メイプルの周りもぐるぐるとかき混ぜられることになる。

　メイプルは少し目を回しながら、攻撃の結果を確認する。

「避けられたっぽい？　どこ……あ！　い、た？」

　メイプルが見つめる先には、辛うじて生き残っているスライムに突き刺さり、体にメイプルがばら撒いたアイテムを埋め込みつつ完全に停止している双子の姿があった。

「ん、ん……？」

　メイプルにも流石さすがに何となく感じ取れたのは、何か異常事態が起こっているということである。普通の捕まえ方ではないことは直感で分かった。

「だ、大丈夫ですか？」

　メイプルが不安になって手を伸ばし、つんつんと双子の足をつつくと双子が唐突に話し始める。

「あーつかまっちゃったー」

「つかまっちゃったねー」

「「じゃああそびはおしまい」」

　そう言うと双子の周りに光が収束して輝きを増していく。

「「またあそぼうねー」」

　そう言い残して双子はすうっと消えていった。

　メイプルは何とも言えない表情でそれを見届けるしかなかった。

「あ！　そっか、そう言えばＨＰゲージがなかったし……倒すわけじゃないんだ」

　要は以前のイベントでカタツムリに出会った時のように、あの双子は攻撃以外の手段で攻略しなければいけない相手だったというわけである。

　罠わなにやられ続けて、仕返しをしようとむっとしていたメイプルにとって見逃していたことだった。

「でも……」

　二人が消えた位置にドロップした宝箱に向かっていく前に、まず地面に降りる。

　そしてメイプルが【ヴェノムカプセル】を解除するとばらばらと大量のアイテムやランクの低い素材が落ちてくる。

「もしかしてこの倒し方……駄目だったかな？　……い、急いで帰ろうっと！」

　メイプルは素材とアイテムをそのままにして、宝箱の中身を確認しないままにインベントリに放り込み逃げるように帰っていった。
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　そしてその裏側。

　数日してから運営陣は修正を行っていた。

「メイプルか！　バグみたいな存在でいるのはいいがバグは駄目だ！」

「スライムのなかにいる……？」

「だいたいスライムのせいですよ!!　何であんなものランダムトラップに入れたんですか！」

「攻撃認定でなくても、すり抜けられないと双子は埋まっちゃいますよ」

「あれさえいなければカプセルも壊せてたのに……」

「落ち着け。まずは幽霊の双子のワープを調整しろ……スライムはあのままでいい。『罠としては』問題ないし、メイプル以外には再現できない」

「しかもまた、いいもの持って行きましたねえ」

　いいものとはメイプルが獲得した装備のことである。運営陣は何がメイプルの手に渡ったのか把握している。

「まあ、今更あれが渡ったところで」

「……いや、まずいですよ」

　その言葉に、ふと落ち着いて現状を確認する。

「……そうだなあ」

　改めて冷静になってみれば、もともと危険なものに悪さができそうな追加要素が入ればどうなるかなど火を見るより明らかである。追加なのだから、弱くなるはずもないのだ。

「胃が痛い」

「でもまあ！　火力は伸びてはいませんから……直接的には……」

「間接的には……？」

「伸びます」

「分かってて言ったなお前。まあ他のプレイヤーの戦力も伸びてるんだ。バグさえ直せばまずまずだとも。あとは変なシナジーが生まれないことをチェックして……祈れ」

「分かりました。メイプルは一いつ旦たん置いておきましょう、あとスライムの運用は慎重に行きましょう」

「そうだな」

　こうした声が飛び交う。

　結果、短時間のメンテナンスが入り、ダンジョンに出現するスライム周りの仕様と、一部ボスがモンスター等に埋まり行動不能になる不具合が修正されたことが伝えられた。ただ、多くのプレイヤーは他のモンスターが出現しないボス部屋において、どんなことをしたらその事象が発生するのか見当もつかないままだった。
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　時間は少し遡さかのぼって、屋敷から逃げるように飛び出したメイプルは、たまに振り返りながらも歩いて屋敷から離れていく。

「結局欲しかったスキルはなかったなぁ……」

　メイプルはミィから聞いた【アイアンボディ】と【ヘビーボディ】を探していたが、それは先程の屋敷では見つからなかった。

「でも、何か持って帰ってきたような……えっと、どれだっけ……あ、これだ！」

　メイプルはインベントリの中身を確認して屋敷の中で手に入れたものを取り出した。

　しまったままの宝箱から出てきたのは、あの屋敷で双子の片方が着ていた緑色の洋服である。

「【幽霊少女の洋服】？　むぅ、装備品かあ。あ、でもスキルついてる」

　メイプルは付与されているスキルがあることに気づいてそれを確認する。






『幽霊少女の洋服』




【ＭＰ＋30】







【ポルターガイスト】




ＭＰを10消費して魔法、一部の物体を動かすことが可能になる。

最大十個の物体を同時にコントロール可能。

効果は五分間持続する。

ただし操作できるものは自身のものに限る。








「私はＭＰが低いからスキルはそこまで使えないかなあ。でも、この服はいいかも！」

　メイプルは装備を変更して【幽霊少女の洋服】を装備する。

　フリルとリボンがふわっと揺れてメイプルの装備が緑色の洋服へと完全に切り替わる。

　メイプルはそれを確認すると、シロップを呼び出して顔の近くまで持ち上げた。

「えへへ、シロップとお揃そろいの色だよー」

　メイプルはシロップに対してにっこりと笑いかける。

　性能としてはメイプルにはあまり嚙かみ合っていないものの、メイプルはこの装備を嬉うれしそうにしていたのである。

「一つくらいならいいよね！」

　メイプルはこの装備はサリーにあげるのではなく、自分で使うことに決めた。

「んー……盾は外して、あとは……あった！」

　メイプルは【救いの手】も外し、代わりに小さな銀色の冠を頭に装備した。

　前回のイベントのジャングルでペインと共に戦った時に手に入れたそれは、ＭＰ回復速度を10％上昇させることができるものである。

「これでいい感じになったかな？　後は戦い方を考えればシロップと同じ色の装備で戦えるね！」

　メイプルはこれでどんな戦い方ができるだろうかとその場で考え始めた。

　装備をほとんど外してただの少女となったメイプルだが、それでも防御力は全プレイヤーでトップのままである。攻め方こそ変わるものの、それ以外はいつものメイプルと何ら変わりない。

「うーん……シロップと一緒に戦うとして……んー……んー」

　メイプルはどうやって戦おうかと悩んでいたが、今回手に入れた装備に【ポルターガイスト】のスキルがついていたことを思い出した。

「あ、【毒竜ヒドラ】とかも操作できるのかな？」

　メイプルが試しに【毒竜ヒドラ】を撃ち出して【ポルターガイスト】を発動すると、青い光に包まれて毒の塊が空中でぴたっと止まる。

「おー！　えっと、じゃあ動かすのはー、こう？」

　メイプルが手を振り下ろすとぐんっと加速した毒竜ヒドラが地面に叩たたきつけられて弾け飛ぶ。

「わっ!?」

　メイプルは驚いて咄とつ嗟さにすこし後ろに飛とび退のく。

「これも、上手うまく使うの難しそうだなあ……」

　少し考えてから、何度も使うことができない【毒竜ヒドラ】の代わりに兵器を展開してみる。

「これで練習してみよっと」

　メイプルは操作の練習をするものの、同時に動かすことができるのは、今のところ二つが限界だった。スキルの性能としては十個の物を同時に動かすことができるのだが、メイプルが完かん璧ぺきに使いこなす日は遠そうである。

「手の動きに合わせて動かすのは簡単なんだけど……うーん、暇があったら練習しないと駄目そう」

　メイプルは巨大化させたシロップの上に座ると、練習を再開した。遠隔操作スキルも増え、メイプルが意識を向けなければならない場所も多くなっている。慣れるのは急務だった。

　銃弾を一つ操っては遠くに見えるモンスターに当てていくものの、それではコストと手間の割に与えられるダメージがあまりに少ない。

　メイプルはＭＰポーションを飲みながら、ああでもないこうでもないと改善策を練りつつ、スキルの練習を続けるのだった。
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　メイプルはフィールドの端の方で練習していたのだが、それでもプレイヤーが全く来ない訳ではない。

　そう、ちょうどこのエリアにクロムとカスミがやって来ていたのである。

　現在サリーとマイとユイが六層にいないため、行動するメンバーは偏っているのだ。

「ん、あれはメイプルか」

　カスミが少し目を細めて確認しつつそう言う。

「あー、そうだな。シロップがいるし、背中から兵器は生えてるし間違いない」

　そんな特徴的なプレイヤーはＮＷＯに二人もいない。

　クロムとカスミがメイプルに声をかけようと近づこうとしたところで、遠くに見えるメイプルの背中の兵器から空に向かって青白いレーザーが二本放たれた。

　これだけなら今までも見てきた光景だったが、レーザーは消えることなくその場にとどまったのである。

　そして少し後に、まるで剣を振るうようにそれらが振り回された。




「「…………」」




　二人は踏み出そうとした足を止めて互いに見つめ合う。

「聞きにいくか。カスミも来るか？」

「まあ、行くな。さて、何が出るか」

　二人は諦あきらめたような表情を浮かべると、何が出るかと気を引き締めてメイプルの方へと歩いていくのだった。
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　クロムとカスミがメイプルに近づいていくと、メイプルは二人に気づいたようで、レーザーを動かすのをやめて手を振り始めた。

「メイプル、また見たことのない装備になったな」

　クロムはそばまでやってきたところでメイプルに話しかける。

「そうなんです！　どうですかこれ！」

　メイプルはシロップの上に立つとくるっとその場でターンしてみせた。

　メイプルはそのまま嬉しそうに、シロップと同じ色だとか、スキルも使い方を見つけただとか、そんなことを聞かれるまでもなく話し始める。

「そのスキルというのがその……それか？」

　カスミが指差した先には空へと伸びる二本のレーザーがあった。

「そう！　ちょっと難しいけど、これなら……わっ!?」

　メイプルが少し得意げに説明をしようとしたその時、レーザーは全すべて音を立てて空へと解き放たれる。スキル発動からちょうど五分が経過したため、制御を失ってしまったのだ。

「あー……ちゃんと時間覚えておかないと」

「ま、まあ頼もしくなったようでなによりだ」

「ただ、装備の変更はどうするんだ？　よく使う装備セットが既に二つあるだろう？」

　カスミがメイプルにそう聞くと、メイプルは解決法はもう見つけたとばかりに、にこっと笑った。

「シロップ、ちょっと待っててね」

　メイプルはシロップからすとっと降りると、すたすたと歩いていく。

　カスミがそんなメイプルに声をかけようとしたところで、メイプルの背中から伸びる兵器の量がにょきっと倍近く増える。

　それは今までに何度も見てきた、メイプルが無理やり空へと飛び上がる直前の動作である。

　直後、メイプルは爆炎を残して空へと消えていった。遥はるか高く吹き飛んだメイプルが何をしているのか、爆炎と煙に隠れ二人の目では全く見えない。

「おい、どうする？」

「いや、どうすると言ってもな……」

　クロムとカスミがまた顔を見合わせていると爆音と共に砂煙が上がった。

「なっ……!?」

「おおっ……？」

　そうして砂煙の舞う中ゆっくりと立ち上がったのは、いつもの黒い装備に身を包んだメイプルだった。

　メイプルが考えたこととは、地面で装備を変えている暇がないのなら変えられる場所まで一時的に避難すればいいということである。

　遥か上空にメイプルを倒しうる攻撃を飛ばせるものなどいないと言っていい。一時的に全ての装備を外したとしても、攻撃が当たらなければ問題はないのである。

　メイプルは砂すな埃ぼこりを払うと、上手くいったという風に頷うなずいてみせた。

「これなら戦闘でも使えるはず！」

「そうだな。私もそう思う」

「俺もだ」

「あとは……サリーにも見せに行かないと！」

　今後の作戦の一部にするということは当然ながら、新しい装備を見せにいくという意味でもある。

　メイプルはシロップを指輪に戻すと、クロムとカスミに別れを告げて五層へと向かっていった。




　離れていくメイプルの姿を見送りつつ、カスミがぽつりと呟つぶやく。

「まあ、味方である内は頼もしい限りといったところか」

「だな。まー、レーザーはそこまでめちゃくちゃな威力じゃないし【毒竜ヒドラ】よりは……いや、五分間となるとレーザーの方が強いか」

　メイプルが話したスキルの情報を元に色々と考えた二人だったが、最終的にそもそもメイプルの飛び道具はどれも危険極まりないため、どれを操ったとしても攻撃される側はつらいという結論に落ち着いたのだった。
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　メイプルは五層へやってきて、サリーにメッセージを送ると、すぐ返信があった。

「おー、ギルドホームにいるんだね！　了解！」

　メイプルは足取りも軽くギルドホームへと向かう。そして、扉を開けるとサリーが少し驚いたような顔で出迎えた。

「メイプル、なるほど。それを見せたかったってことか」

　少ししてサリーはメイプルが急に会いたいと言ってきた理由に思い至る。

「せいかーい！　どう、似合ってる？」

「いいね。こっちではメイプルは鎧よろいばっかりだったし……新鮮な感じするね。冠も装備してるし、どこかの姫かな？」

「あはは、お姫様は私には無理だろうなー」

「んー確かに。大臣とかを困らせるタイプかもね」

「えー？　そうかな？」

　そうして、その後ひとしきりとりとめのない話をしたところで、メイプルは思い出したように装備の性能について話し始めた。

「あ、でもこの装備はちゃんと戦闘にも使えるんだよ」

　メイプルが能力を説明するとサリーはなるほどと頷く。

「いい装備だね。やっぱり私も六層探索してもいいかも……」

「え？」

　メイプルに少し前の記憶が鮮明に蘇よみがえる。

　そして、サリーをじとっとした目で見つめる。

「いや、まあ。大丈夫なところもあるかも……いや、うん……」

　メイプルから目をそらしつつ言葉を紡ぐサリーだったが、自分で言っていて未来が予想できてしまったため、できもしないことをするのは諦めた。

「別に、七層で全力出すだけだし」

「そうだねー、サリーと遊びたいし！　私も七層が待ち遠しいなあ」

　また二人で探索をするためには少しの間待つ必要がある。

　その後二人はそれぞれの階層で見たものについて話しながら時間を過ごしたのだった。








九章　防御特化と第七回イベント。









　メイプルが罠わなに溢あふれる屋敷を探索してから数日が経過したものの、まだ本来狙っていた【アイアンボディ】と【ヘビーボディ】を手に入れることができないでいた。

　そんなメイプルはギルドホームの椅子に座って足をプラプラと振りながら考えている。

「むう……どこだろう？　どこかにあるはずなんだけどなあ、時間帯限定とかなのかな？」

　うーんうーんと考えていたメイプルだったが、その思考はメッセージの通知音に遮られた。

「んー。あ、次のイベントだ。えーと……今回はダンジョン攻略タイプかあ」

　メイプルは情報を読み込んでいく。

　イベントは小さめの階層が十層積み重なった塔の攻略で、選択した難易度に応じてメダルの枚数が変わるというものだった。

　時間加速はなく、進んだ階層まで転移することができるため、一気に攻略するのではなく、長めのイベント開催期間のうちにクリアを目指すようになっている。

「一番難しいのに皆は行くのかな？　んーと、一人でクリアすると報酬が良くなるんだね」

　最高難易度ならば、複数人でクリアした時に貰もらえるメダルは一人当たり五枚。また、ソロでクリアした場合は十枚も手に入るとのことだった。

「他のプレイヤーと戦うのは、今回はなし……よしよし」

　これなら気楽に楽しめるとメイプルは一人うんうんと頷く。

　このイベントは四月の頭から開催されるとのことだった。

　メイプルはその表示を見て、ふとあることに思い至る。




「そっか……もう一年も経たつんだねー。私にしては珍しく長続きしてるかも？」

　メイプルが色々とやってきたことを思い返してみても、楽しい記憶ばかりがあった。思い出すだけで笑顔になるような記憶や、数えられる程しかないものの、しかしだからこそ鮮明な苦戦した記憶。

　それらを振り返っていたメイプルに、次第に探索へ向かう気力が戻ってくる。

「んっ、よーし！　次のイベントの前にささっとスキルを集めるとしましょうっ！」

　メイプルは椅子からぴょんと立ち上がると、心機一転六層の町へと繰り出した。
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　そうしてギルドホームを出たメイプルだったが、特に状況は何も変わっていない。

　メイプルが探しているスキルがどこにあるのかは分からないままである。

「どうしようかな……そうだ！　久しぶりに掲示板で情報でも探してみよう！」

　メイプルはいいことを思いついたというようにそう言うと、町の中心へと歩いていった。




　メイプルが人混みをすり抜けて掲示板を確認していくと、今まで悩んでいたことが馬鹿らしくなるほど簡単に二つのスキルの情報は見つかった。

「なるほどなるほど、ちょうど最近詳細が分かったんだね！　えっと……」

　メイプルが情報に目を通していく。

　そして、情報を確認し終わると同時にその表情は曇った。

　まず、【アイアンボディ】と【ヘビーボディ】はそれぞれ【ＶＩＴ】の他に【ＭＰ】と【ＳＴＲ】が取得や使用に関係するスキルだったのである。






【アイアンボディ】




炎、雷属性のダメージが二倍。魔法以外のダメージを30％減。

消費ＭＰ50。効果時間二分。

五分後再使用可能。

取得時要求ＭＰ数値50　ＶＩＴ数値80










【ヘビーボディ】




ノックバックを受けなくなる。

【ＳＴＲ】が【ＶＩＴ】以下の場合移動不可。

消費ＭＰ10。効果時間一分。

三分後再使用可能。








　前者は今のメイプルでは取得できず、そしてそもそも効果が薄い。

　ほぼ受けることのないダメージをカットする効果はメイプルにとってＭＰと引き換えに手に入れるほどのものではないのである。

　後者は単純に一分間動くことができなくなることが問題だった。

「手に入れられる場所は……あった！　とりあえずメモしておいて、っと。んー、一応スキルを覚えることはできそう？　でも……」

　手に入れるならば【ヘビーボディ】だが、それもメイプルには必要そうに思えなかった。

　メイプルは掲示板の前から離れて、大通りを歩きながらスキルをどうするか考える。

「あって困ることもないし……それに、せっかく調べたんだし！　【ヘビーボディ】は手に入れておこっと！　後は……」

　メイプルは【楓かえでの木】のメンバーにいくつかメッセージを送り、それから【ヘビーボディ】を手に入れるためにフィールドへと出ていったのだった。

　きっちりと情報を得てしまったメイプルがその辺りにいるモンスターに倒される訳もなく。

　しばらくの後にメイプルは無事にスキルを手に入れたのである。
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　そして、メイプルがほんの少しレベルを上げたり、黒装備を壊したりしつつ月日は少し流れた。




　メイプルは今日も今日とてログインし、ギルドホームの扉を開ける。

　勢いよく開けたのは五層のギルドホームの扉。

　そして、その先にはサリーがいた。

「あ、メイプル。今日からイベントだね。どうする、ソロ？　それとも八人で行く？」

　サリーは後ろに誰だれもいないことから、ソロだろうと推測した。

「ソロでも、八人でもないよ！」

「……？」

「今回はサリーと二人で行くんだよ！」




　メイプルが事前にギルドメンバーに送っていたメッセージ。

　それは、今回はできればサリーと二人で参加したいということを書いたものだった。

　そしてサリーと二人での探索を駄目だと言うような人は【楓かえでの木】にはいなかったのである。

「久しぶりにさ、二人で遊ぼうよ？」

　メイプルのその言葉にサリーは少しきょとんとした様子で、そしてすぐに楽しそうな笑みを浮かべた。

「いいね！　なら、目指すは……」

「もちろんノーダメージ！」

「ちゃんと五層でも回避の練習はしてたから、衰えてないよ」

「私も、サリーを守りきる準備は完かん璧ぺきっ！」

　それならばと、二人は早速イベントのために設置された塔へと向かう。

　その足取りはいつにも増して軽かったのだった。








十章　防御特化と塔一階。









　メイプルとサリーは町の広場に設置された魔法陣の前までやってきた。

　この魔法陣を利用してイベント用の塔へと向かうのである。

「一番難しいのでいいよね？」

「もっちろん！　やる気十分です！」

　メイプルがテンション高くそう言うと、サリーも少しワクワクしたように歩き始める。

「ふふっ、ならこっち！　さっと一階層をクリアしてこよっか？」

「うん、そうだね！」

　サリーが自信に満ちた表情でそう言うとメイプルも楽しそうに返す。

　こうして二人は最高難易度の塔へと続く魔法陣に乗り、白い光と共に消えていった。




　光が収まって、新たに二人の目の前にあったものは天を貫く高い塔。

　塔の上部は雲に隠れて見えなくなっており、また一階層ごとの広さも相当である。

「これ、時間かかりそうだね」

「確かに。見た目通りなら通常フィールドの四分の一あるかないか……かな？　でも途中で転移とかあるかもしれないね」

「おー！　やりごたえあるね！」

「ん、そうだね。クリア目指して頑張ろう！」




　二人は真まっ直すぐに進んでいき、大きな扉を押し開けると塔の中へ入った。

　塔の内部には人が四人ほど横に並べる通路が伸びており、見える範囲内にも分岐がいくつかある。

　また、天井までは四メートルほどである。

「とりあえず……」

「うん、迷路っぽいね。出会い頭には注意しないと」

「えっと、じゃあ【身捧ささぐ慈愛】！」

　メイプルはまずはといった風に【身捧ぐ慈愛】を発動させ、万が一の場合にサリーを守ることができるようにした。

　メイプルの黒い装備の背中から白い羽が伸びる。

　準備も整ったところで二人はダンジョンの中を歩き始める。




「そういえば、メイプル。あの盾を二つ増やすのは装備しないの？」

「あれはまだ練習中なんだー。色々同時にできるようになるのはもうちょっとかかりそうかなー。あと、サリーが嫌がりそうだから？」

「うっ……まあ、ちょっとね。ちょっとだよ？」

　サリーのことはさておいて、【ポルターガイスト】など操作の練習を必要とするスキルが多くなってきたため、メイプルは一いつ旦たんそれらを置いておくことにしたのである。

　必要な時が来たなら、その度に一つずつ装備を変えて使えば問題ないとの判断だった。

　メイプルにその時間を稼ぐことができないはずがない。

「私も慣れるかなあ……あっ！　メイプルそこっ！」

　サリーが【救いの手】くらいは直視できるようになりたいと考えていたところで、ふと小さな違いに気づく。

「え？　あっ……」

　会話に気を取られていたメイプルは、少し色の変わった地面を踏み抜いてしまう。

　するとパカっと床が開いて、メイプルはそのまま下へと落ちていく。

　サリーはというと咄とつ嗟さに壁に向かって糸を射出してピタッとその場に止まっていた。

「メイプルー！　大丈夫ー？」

「大丈夫ー！　ただの毒沼だったー！」

　サリーが声をかけると暗い穴の底からメイプルの元気な声が返ってくる。

　そしてそれから少しして、白い手に摑つかまれ盾二枚に挟まれたメイプルが、ふわふわと浮かび上がってきた。

「ふふーん。装備さえあれば落とし穴なんて怖くないよー」

「……無事だったならよかった。で、でも、もうちょっと気をつけて歩いていこう」

　サリーは【救いの手】を見ないように目を細めて、顔を逸そらしながらメイプルに注意する。

「……そうだ！　【発毛】！」

　メイプルは何を思ったのか、その場で毛玉になった。白い球体から顔と天使の羽がぴょこんと飛び出ている状態である。

「メイプル？」

「これなら罠わなも考えなくていいし、サリーも怖くないし一石二鳥だよ！　前もこうやって探索したんだー」

　メイプルはそのままサリーにすうっと近づいてきて、サリーは毛玉の中に入ることとなった。

「しゅっぱーつ！」

「お、おー？　……ダンジョン探索ってこんな感じだっけ……？」

　困惑するサリーをおいて、メイプルはふわふわと通路を飛んでいく。

「ん、メイプル！　モンスターだよ」

　曲がり角からふわりと飛んで現れたのは赤い翼をもった一メートル程の鳥だった。

「ふふふ、どこからでもかかってきなさーい！　【全武装展開】！　【攻撃開始】！」

　毛玉から黒い支柱が伸びて、銃や大砲が展開される。

　メイプルが得意げに攻撃を開始するが、赤い鳥に命中したはずの攻撃はそのまま鳥の体をすり抜けていく。そして、鳥はその姿を炎に変えて勢いのままに体当たりをしてきたのである。

「メイプル！」

「あっ！　え、そ、それはだめええっ！」

　浮かぶ毛玉に機動力はなく、毛を全すべて燃やしながら鳥が通り抜けていく。

【身捧ぐ慈愛】があるため、サリーにもダメージはないがもう毛玉には戻れない。

「むー……」

「戦うよ！　援護お願い！」

「おっけー！　それじゃ【挑発】！」

　メイプルが浮かぶ盾から降りてスキルを使い、炎の鳥の注意をひく。

　そして【悪食】を温存するために体で体当たりを受けていると、サリーが横から水魔法を直撃させる。

　その攻撃は炎の鳥に確かな赤いダメージエフェクトを散らせ、鳥が纏まとう炎は小さくなり、ただの赤い鳥に戻っていた。

「やっぱり火に水は効くよね、そう思ったっ！」

　サリーがその勢いのままに両手のダガーで斬りつけてみると、さらにダメージが入る。

「メイプル！」

　それを見たサリーがメイプルに合図をする。

「お返しの……【毒竜ヒドラ】！」

　紫の奔流が赤い鳥を飲み込んで吹き飛ばす。

【蠱毒の呪法】による即死のエフェクトが出て、跡形もなく鳥は消えていった。




　二人は戦闘が終わって一息つく。

「【救いの手】は外しておいて、っと……ふぅ」

「んー、お疲れ。まだちょっと特殊なくらいで雑魚ざこモンスターだろうけど、無事終わってよかった」

「でも、もう【発毛】できなくなっちゃった……」

「前と同じ手は通じないってことじゃない？　少しはトラップを見抜く練習しないとね」

「うー、でもそうだね。やってみようかな？」

　そうして、メイプルが罠を数回踏み抜きながらも二人は順調に奥へと進んでいく。

　通路を左へ右へと進んでいく二人だったが、複数回の戦闘で最高難易度とされるモンスターの手て強ごわさを感じていた。

「面倒だなあ」

「だねー。どれも強いよ……」

　純粋な強さだけなら問題ない二人だったが、遭遇するモンスターは物理攻撃を無効化するもの、魔法を無効化するもの、一定条件を満たすことでしか倒せないものなど、一癖も二癖もあるものが勢ぞろいだったのである。

　サリーの【剣ノ舞】の効果も、壁を素早く飛び回るモンスターと戦った時に既に限界値まで上がっているほどだ。

　メイプルのようなトップクラスのプレイヤー達が来るのだから、運営がそれ相応の敵を出してくるのも当然のことだった。




　そんな二人の前にまた新たなモンスターが現れる。それは雲が人の形をとったようなモンスターだった。

「サリー！　また何か来たよ！」

「五層のモンスターに近い感じかな。気をつけて！」

　メイプルは【身捧ぐ慈愛】を使っている状態で、さらに大盾を構えてサリーの前を歩く。

　サリーはその後ろで飛び出すタイミングを見計らっていた。

　そんなメイプル達に気づいたようで雲のモンスターも戦闘態勢に入る。

　一瞬の静寂の後にモンスターの体が緑色に輝き、通路を埋める程の数の風の刃が飛んでくる。

「メイプル！」

「うん！」

　メイプルはここまでの戦闘で残り七回となった【悪食】を温存するために盾を下ろす。

　最も早く届いた風の刃がメイプルの体に当たる。

　メイプルにダメージは通らないが、体がぐんっと跳ね飛ばされる。

「わっ!?」

「【ウォーターウォール】！」

　サリーはそれを見て瞬時に水の壁を張り時間を稼ぐと、ノックバックにより吹き飛んだメイプルの方に走る。

　メイプルが吹き飛べば【身捧ぐ慈愛】の範囲から外れてしまうのだ。

　サリーといえど逃げ場のない攻撃は避けられない。

「メイプル、【ヘビーボディ】！」

「あっ！　そっか！　【ヘビーボディ】！」

　サリーの声に、思い出したようにメイプルがスキルを発動する。

　そして、スキルの効果でその場から動けなくなる代わりに、ノックバックを受けなくなったメイプルの元にサリーがざざっと駆け込んでくる。

「んー、あれじゃあ近づけないよ？」

「一本道っていうのも運が悪いね、とりあえず今の内にノックバックをどうするか考えないと」

「……それなら【天王の玉座】！」

　メイプルがそう言うと白い玉座が現れる。

　そして、ノックバック無効が切れたところで、メイプルは吹き飛ばされてすとーんと玉座に着席した。

「これなら弾かれても大丈夫！」

　サリーが受けている風の刃のノックバックも引き受けて、メイプルが笑う。

「なら、あとは元凶を何とかしないとね。メイプル、一回撃ってみて？」

「ん、了解！　【砲口展開】っ」

　メイプルの両肩から支柱が伸び、二つの大きな砲口がモンスターに向けられる。

　それらは白く輝くレーザーを撃ち出し、いくつかの風の刃を吹き飛ばしながら雲のモンスターに迫る。しかし、レーザーはモンスターの張った風の障壁に受け止められて消えてしまった。

「うん、おっけー。障壁は正面だけだね」

「でもどうにもならないよ？」

「私が注意を引くからその隙に撃って」

　サリーはダガー二本をしまい、糸を壁に張り付けて準備を始める。

「サリーは攻撃避けられるよね？」

「もちろん。風の刃が撃ち落とせるって分かったしね」

　メイプルとサリーはそれぞれの動きを決める。




　そして、それが終わるとサリーは糸を伸ばして壁をぐんぐんと上っていく。

「【氷柱】！　【ファイアボール】！　朧おぼろ【火柱】」

「【攻撃開始】！」

　サリーは途中でいくつか足場を生み出すと、風の刃を撃ち落としては、スルリとその間を抜けてモンスターの近くまでいく。

　メイプルもレーザーを放って、風の刃を吹き飛ばしサリーをアシストする。

　最初こそ驚いたものの、二人がきっちり連携攻撃を決めたならば攻略できない相手ではなかった。

　サリーは壁をつたってモンスターの真後ろに降りてくると、青いオーラをなびかせてモンスターに向かって斬りかかる。

　攻撃は風の障壁に受け止められるが、サリーはそのまま攻撃を続ける。

「【氷柱】！　【右手：糸】【黄泉よみへの一歩】！」

　そしてサリーの方へモンスターが向き直り風の刃が飛んできたその瞬間。

　サリーは氷の柱に糸を伸ばし、メイプルに貰もらった靴のスキルで空中に足場を作り離れていく。

「あーあ。絶対にこっちなんて向いちゃいけなかったのにさー」

　サリーがそう言った直後、通路に爆音が響いて炎が舞う。

　煙を貫いて、吹き飛んできたメイプルがモンスターに一気に肉薄する。

　メイプルを押しとどめていた大量の風の刃も強力な障壁も、正面にのみ向けられたものだったのである。

「【攻撃開始】っ！　どう!?」

　ゼロ距離から放たれるレーザーと、振り抜かれる全すべてを飲み込む大盾がモンスターのＨＰを一瞬にして消し飛ばしていく。

「とどめだよっ！」

　振り抜いた大盾を引き戻して、もう一度叩たたきつけるとモンスターは光となって消えていった。




「お疲れーメイプル！　ナイス攻撃！」

「うん！　サリーもありがとう！　あっ、ちょっと待ってね」

　メイプルは玉座を戻し、兵器をしまうとぽんぽんと鎧よろいについた煤すすを落とす。

「うー、ＨＰはそこまで高くないけど、フィールドのボスくらいの強さだよね。それがただの通路にいるって……やっぱり難易度が高いってこと？」

「……皆もそう思ってたりするよ、きっと」

　サリーは何とも言えない表情でメイプルをじっと見ながらそんなことを言った。

「……？　良くわからないけど、っとと、早く行こう！　またあれが来たら大変だよ！」

「ん、そうだね。急いで突破しちゃおう」

　サリーが罠わなを見つけつつ、避けられるモンスターは静かに道を変えて避けながら、二人は探索を続けるのだった。
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　モンスターを倒しては進み、倒しては進み。

　メイプルとサリーはそうしてボス部屋まで辿たどり着ついた。

　ダメージを受けることこそなかったものの、度重なる戦闘で【悪食】は使い切ってしまっている。

「一階はまあこんな感じだろうね。貫通攻撃持ちも見なかったし」

「そのおかげで助かったよー。二階にもいないといいけど……」

　メイプルにとっては貫通攻撃があるかないかで難易度が大きく変わる。

　防御力は高くてもＨＰは低いため、貫通攻撃だけは受け続ける訳にいかないのである。

「ん、なら、ささっとボス倒して二階へ行けるようにしとこうか」

「うん。もう結構やってるし、今日はそこまでかな？」

「そうだね。そうしようか」

　そう宣言して、二人はボス部屋の扉を開けて中へと入った。




　ゴツゴツとした岩の壁に、ひび割れた地面。

　地面には所々流砂があり、まともに歩くことができる場所は限られていた。

「……サリー」

「うん。多分、下から来る」

　サリーがそう口にしたその時、地面の砂を巻き上げて、地中から砂色の鱗うろこを持った竜が現れる。

　赤く輝く瞳ひとみは二人を見据え、直後大きな咆ほう哮こうが部屋に響き渡る。

「メイプル！」

「【攻撃開始】！」

　二人の間には援護してという言葉はもう不要で、サリーが駆け出すと共にメイプルが射撃を開始する。

　大ダメージを与えるであろう弾丸やレーザーが竜へと迫る。

　しかし、それを見た竜が咆哮すると、竜の体の表面を透明な結晶が覆っていき、なんと攻撃全てがそのまま跳ね返されてくる。

「……っ！　【超加速】！」

　サリーは加速すると跳ね返ってきたメイプルの弾丸をダガーで弾き、レーザーをするりと回避してメイプルの【身捧ささぐ慈愛】の範囲内へと戻ってきた。

「ごめん、サリー！」

「ううん、大丈夫。メイプル、ちょっと様子見で」

「うん、分かった」

　メイプルはサリーの前に立つと、大盾と【身捧ぐ慈愛】でサリーを完かん璧ぺきに守る態勢に入る。

　広範囲の貫通攻撃はメイプルの【身捧ぐ慈愛】では上手うまく受けることができないため、大盾はきっちりと構えなければならない。

　二人がじっと様子を見ていると竜はばっと砂の中に戻っていく。

「下警戒！　メイプル！」

「それならっ！　【砲口展開】！」

　ガシャンと音を立ててメイプルの兵器が大量展開される。そして、メイプルはサリーをぐっと抱き寄せると、爆煙を残して、天井に向かって吹き飛んだ。

　竜は二人の真下から飛び出して攻撃してきていたが、高い天井すれすれまで飛んだメイプル達には届かない。舞い上がった砂や岩石がバラバラと地面に落ちていく。

「相変わらず豪快な……でもナイスっ！」

「このまま離れるよっ！」

　メイプルの自爆飛行は爆風で吹き飛んでいるだけなので、基本的にまともな着地ができるものではない。

　メイプルはサリーを上にして背中から地面に落ちていき、その衝撃で自爆による損壊を逃れた兵器すらガシャガシャと壊してしまう。

「どうやって攻めようかな……ん？」

　サリーは地面に転がる黒い岩石に気づく。これは竜が砂を巻き上げた時に転がり出たものだった。

　サリーが思考をまとめようとしたところでメイプルが叫ぶ。

「サリー！　なにか来るっ！　【ピアースガード】！」

　メイプルの声をかき消すように、竜の口から砂のブレスが吐き出される。

　ブレスは盾に隠れた二人を強力なノックバックで吹き飛ばし、地面に転がす。

　メイプルがとっさに発動した【ピアースガード】のおかげで、貫通攻撃だったブレスはその効力を失い、メイプルに受け切られる。

「ごめん、油断したっ！」

「大丈夫！」

　二人の声を竜の咆哮が遮る。

　それと同時、地面に転がっていた黒い岩石は大きな音を立てて爆発した。

「メイプル！　あれ！　あの岩を使って攻撃できそう！」

「……？」

「ブレスの時に口に放り込んで！　外からの攻撃が弾かれるなら、大体中が弱点！」

「そうなの？　分かった！」

　やりたい放題されていたが、ここからは反撃だというように二人は勢いづく。

　二人は竜が再び岩石を撒まくのを待って行動を始めた。

「私が注意を引くから、メイプルは岩石をお願い！」

「りょーかい！」

　サリーは【身捧ぐ慈愛】の範囲から外れて竜に攻撃を仕掛けにいく。

　それらは弾かれるものの、注意は引けたようで、竜は爪や尻尾しつぽで攻撃してくる。

　しかし、宙を駆けられるようになったサリーに大振りな攻撃が当たるはずもない。

「おっけー……ブレスが来るよ！」

　サリーは後ろで岩を集めているメイプルに声を掛ける。

　しかし、そう上手くもいかないようで、竜はブレスを横よこ薙なぎに変更してきた。

「ふっ！」

　しっかりと集中していれば問題ないというように、サリーは横薙ぎに変化したブレスを空中を駆けて躱かわす。

　そして、砂の奔流と轟ごう音おんが消えた時にメイプルを確認しようと振り返ったサリーの横側をメイプルが飛んでいった。

「えっ？」

　兵器に複数個の岩石を引っ掛けて運んで来たメイプルは、舞い散る砂を吹き飛ばして、そして。




　そのまま大きく開いた竜の口の中へと飛び込んだのである。




「ふふふー……今度は私達の攻撃だよっ！　【全武装展開】！」

　メイプルが口の中に放り込んだ岩石は次々と爆発するが、それがメイプルに与えるダメージはない。竜はそのままメイプルを嚙かみ砕くだこうとするが、岩石とは比べ物にならない硬さを誇るメイプルである。兵器は壊せても肝心のメイプルのＨＰにその牙きばは届かない。

「【毒竜ヒドラ】！　【攻撃開始】！」

　メイプルはそのまま兵器を展開して引っ掛け、竜の口を開いたままにすると、そこからありったけの銃とレーザー、そして劇毒を流し込んだ。

　暴れても暴れても、竜はメイプルを吐き出せない。

　兵器の爆発は何度も起こっているが、メイプルは爆発しても消えないのである。

　見る間にゴリゴリとＨＰバーが削られていく。

「んんん！　暴れないでっ……わっ!?」

　竜はメイプルを口の中から出せないまま地中に潜ろうとしたが、頭を砂に突っ込んだところで、竜の体を【暴虐】で化け物と化したメイプルが貫いて抜けていった。




　そしてあまりにもあっけなく。

　竜は砂となってさらさらと消えていく。




　竜がいた流砂の部分へ駆け寄ってきたサリーはメイプルを探す。

　すると、流砂の中心で頭だけを出してサリーを見つめるメイプルと目があった。

「……引っ張ろうか？」

「おねがーい！」

　一階層でのサリーの最後の仕事はメイプルの救出となったのだった。
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　イベント中、運営陣は通常フィールドと、今回の場合はイベントフィールドを管理しているのである。

　カタカタとキーボードを叩たたく音が部屋に響く。

「最高難易度でも中々するすると登っていくもんだな……」

　モニターを見つめながら、一人の男がそんなことを呟つぶやく。

　モニターには現在攻略された階とその人数が映っており、最高難易度を攻略しているプレイヤーのトップは現在三階の途中といったところだった。

「ですね。まあ、それなりに面倒なボスばかりですし、完走までにはまだかかるでしょう」

　それを聞いた男が、今は順調でもどこかの階で詰まることもあるだろうという風に、作業を止めることなく言葉を返す。

「ただ、全体的にもう少し難易度は上げてもよさそうだな……一つ下の難易度の攻略も全体的に速い」

　どの塔も想定していたよりも速いスピードで攻略が進んでいた。最高難易度に行くことが可能なレベルのプレイヤーが、一つ下の難易度に挑戦していることも原因である。

「まあ、始まったばかりですから。どうですか？　どこかのボス部屋でも見ます？」

「なら最高難易度でも見ておこうか。ちょうど戦闘に入ったところみたいだしな」

「分かりました……えっと、はい。映りました？」

「んー……」

　どんなものか見るためにモニターを先に確認していた男は目を閉じて唸うなると、首を横に振ってから薄く目を開けた。

　そこに映っていたのは黒い鎧よろいの少女と青い服の少女。

　つまりメイプルとサリーだったのである。

「まー……んー……まあ、見るか」

　男は一般的なプレイヤーの戦闘を確認する予定だったが、それは叶かなわなかった。

　画面の中ではサリーとメイプルが竜からの一方的な攻撃を受けているところである。

「硬てぇ……かってぇ。まーこれを火力で殺せるボスは駄目だしな」

「ですけど、あの竜のブレス貫通効果付いてますよね？」

「予備動作それなりにデカイから、分かってれば防げるかもな」

　そんなことを話していると画面の中の二人がブレスに飲み込まれた。

　それを見て男は少し驚いたような顔をする。

　サリーが回避動作を取っていなかったためである。

「避けませんでしたね。ノーダメージですけど。威力もそこそこのはずなんですが……」

「まあそれは今更。サリーの方もメイプルの慈愛があるからか、まあ。ただ……なら」

　男は口元に手を当ててしばらく考え込む。

　そして何かに思い至ったかのようにハッと目を見開いたところで、画面の中のメイプルが竜の口に飛び込んでいった。

「何で？」

「いや、爆弾……あっ」

　竜の口元から溢あふれ出す猛毒の波、弾けるレーザーの光、爆発する岩石のものとは思えない豪快な爆発音。竜が地面に潜り込んだところでその体を突き破るように化け物の口が飛び出した。

「爆弾……爆……」

「口の中……口か……」

「何が駄目でしたかねえ、これ……」

「口を開けたこと……だな」

　だが口を閉じているのであれば最早それは竜でなく動く岩ではないかと、そう二人は思った。

　そしてすぐに、そういえば相対していたのも動く岩に近いものだったとぼんやり思ったのである。

「何で岩を投げ込む前に飛び込むんだ！　飛び込まなくても勝てる方法があるに決まってるのに！」

　至極当然な疑問が噴出するが、それに答えてくれる者はここにはいない。

「次のボスは口を開けないので大丈夫です……あんなことはない……ないはず……なんだ」

「おい、他のやつにも後で見せようぜ。まずはこの竜をメインで製作したやつからな」

「え、まあ」

　悲劇は共有されるべきだと、そんなことを言う彼は、かつてメイプルが粉こな微み塵じんにした二層のボスをメインで作った者だったのである。

　悲しみは連鎖するようだった。

「次はこうはいかないからな！」

「それ毎回言ってますよね！」

　二人はそうして休憩時間に部屋を出て行く。

　そして、この映像をわざわざ見せに来られた男は顔を歪ゆがめて悲鳴をあげたのだった。








十一章　防御特化と塔二階。









　一階を攻略した二人は日を改めて二階の攻略へと移っていた。

　一度一階をクリアしているので、外に出ても二階からすぐに始めることができる。

　二階へと足を踏み入れた二人の目の前に広がったのは、両側の壁が本で埋め尽くされた通路だった。

　高い本棚が天井にまで届いており、通路は一階と同じ程度の幅である。

「図書館、かな？」

「そんな感じだね。んー、魔法攻撃が多そう」

「このくらいの幅だとシロップに乗れないんだよねー……」

　メイプルの言うように、屋内の場合はシロップに乗って移動できないことが多い。

　空を飛んでいれば避けられるものも多いが、今回のイベントではそうはいかなかった。

「ちゃんと歩いて攻略しよう？」

「はーい。そうだね、ちょっと時間はかかるけど」

　二人は早速といった風に通路を進み始める。

　右も左も本だらけの通路をある程度進むと十字路があり、どの通路もが同じような景け色しきだった。

「メイプル、どっちから行く？」

「……左？」

「じゃあ左で」

　そうして二人が十字路を左へ曲がってすぐ。

　本棚から勢いよく一冊の本が飛び出してきて、二人の方へと向かってくる。

「……！　よっ、と！」

　サリーは素早く反応して体を捻ねじり、飛び込んできた本を躱すと、そのままダガーを振り抜いてカウンターを決める。

　本型モンスターは赤いダメージエフェクトを散らしながらも、まだ勢いを失わなかった。

　そしてばっと開かれて、本来本にはあるはずのない鋭い牙がページの端に現れる。

　それは、そのままメイプルの顔に嚙み付いた。

「うわっ!?　ちょっ……と、サリー！　見えない見えない！　は、剝はがして！」

　メイプルはぶんぶんと首を振るものの、モンスターはがっちりと嚙み付いたまま離れない。

「ちょっと待ってね。【ダブルスラッシュ】！」

　サリーが隙だらけのモンスターに素早い連撃を叩き込む。

　ＨＰはかなり低く設定されているようで、本型モンスターは簡単に倒されて光となって消えていった。

「びっくりした……でも、ここで出てくるモンスターならあんな感じだよね」

「確かに。でも、そうなるとどこから来るか分からないなあ」

　分からないからといって躱かわせない訳ではないサリーだが、警戒しつつ辺りを確認する。

　しかし、どこか規定の位置を通らなければ出てこないのか、今の所モンスターの気配はなかった。

「【身捧ささぐ慈愛】する？」

「うん、お願い。風魔法とかは範囲攻撃多いし」

　メイプルは【身捧ぐ慈愛】を発動させると、ポーションを飲んでＨＰを全回復させた。

　二人は改めて、ぎっしりと本が詰まった本棚に挟まれた通路を進んでいく。




「さっきの本はあんまり強くなかったね」

「どうだろう？　攻撃力が高かったのかも……多分」

　メイプルにある程度の攻撃力で挑んだとしても、周りから見ている者にはその威力は分からない。

　攻撃力が一だろうが千だろうが、メイプルの前では同じなのである。

「不思議な本を見るとカナデを思い出すなあ」

「……この階のボスは本当にそんな感じかもね。攻撃の種類が多そうっていうか」

「なるほどー。どこかに情報とか書いてないかな？　こんなに本があるんだし」

　メイプルが左側の本棚に手を伸ばして、本を一冊抜き取ろうとする。しかし、本は固定されていて動かなかった。

「駄目かー。残念」

「でも確かに、どこかにはあるかもしれないね。一階はきっちり全部回らないうちにボスまで行けたし気にしなかったけど。じゃあ、そういうのも探しながら行こう」

「そうだね！」

　メイプルが元気よく返事をしたところで、再び本のモンスターが飛び出してくる。

　それはふわりと天井近くまで行くとすぐさま雷を落としてきた。

　広い範囲に電撃が走り、轟ごう音おんと共に光が通路を照らす。

「どうするサリー？　撃つ？」

「うん、眩まぶしいし」

　二人は落ち着いてそんなやりとりを交わす。

　メイプルは兵器を展開して砲口を向けた。

　迸ほとばしるレーザーの光が落ちてくる雷を打ち消して、続くレーザーが本を焼いていく。

　容赦のない攻撃に今回もまたモンスターはすぐに倒されていった。

「ふふふ、罠わなもないしこれくらいなら大丈夫！」

「頼もしいねー。っと、次は三冊同時みたい」

　遠くから光を纏まとった本が三冊ふわふわと二人の方に飛んでくる。それを見たサリーがメイプルの方を見てそう言うと、メイプルはすぐにやるべきことを理解した。

「まっかせなさーい！」

　同じように兵器が通路の先へと向けられる。

　モンスターも、メイプルを倒したいのであれば、多くはその射程内に入るしかないのである。

　探索を開始したばかりで、まだ能力がフルに使えるメイプルを相手にすることは、雑魚ざこモンスターには荷が重かった。




　メイプル達は順調に広い図書館を進んでいく。

　しかし、まるで迷路のように入り組んだ図書館は、右も左も同じような景色ばかりで、奥へと進んでいるのかどうかも分からないようなものだった。

　気分を変えるとばかりにメイプルは装備を変更して、六層の屋敷で手に入れた緑の洋服を着ている。

「どれくらい進んだかな？」

「んー、どうだろうね。結構歩いてはいるんだけど……あ、また来たよ」

　暗い廊下の先から数冊の本が飛んでくるのを確認したサリーがメイプルに声をかける。

　メイプルは言わずとも分かるというように兵器を向けた。

「ふふー。【攻撃開始】【ポルターガイスト】！」

　メイプルがそう言うと撃ち出されたレーザーは、メイプルの手の振りに合わせてぐんと軌道を変えて、本を追いかけて焼いていく。

　高難易度の塔なだけあってすぐに消滅することはないものの、複数のレーザーのどれかが命中してＨＰを削り取る。

　一本道の通路はメイプルにとってこの上なく戦いやすい場所なのである。

「おー……器用になったね……」

「一本ずつ動かしてるだけだから簡単！　こう、剣を振るみたいに！」

　メイプルはそう言って手をぶんぶんと振ってみせる。

　真まっ直すぐ飛んでくるだけの本は次第にＨＰを削られていき、やがて光に変わって消えていった。

「遠距離攻撃は流石さすがだね。すごい不思議だけど……不思議だけど」

「でも、この攻撃はそこまでダメージが与えられないし、私がまだまだ下手へただから速いモンスターには当たらないんだよね」

「そこはまあ、要練習ってことで。当てやすい攻撃ではあるはずだし」

「そうだね……もう、全部いなくなった？」

　メイプルが目を細めて通路の先を見つめる。

　サリーも同様に確認し、何もいないことを確かめた。

「うん、完かん璧ぺき」

「よーし、なら進もうっ！」




　時折現れる本を蹴け散ちらしながら、二人はさらに進んでいく。

　曲がり角が来る度にサリーが慎重に先を確認し、戦闘はできる限り避けていた。

「いいよ、メイプル。メイプル？」

「どう？　賢そうに見える？」

　サリーがメイプルの方を向くと、メイプルはインベントリから取り出したのだろう眼鏡めがねをかけており、その手に一冊の分厚い本を持っていた。

　そして壁となっている本棚からは本が一冊抜き取られている。

「……その一言がなければ？」

「うっ……そう？　むぅ、そっか」

　メイプルは抜き取った本をパラパラとめくりながら呟つぶやく。

　サリーはメイプルの近くまで来てその本を覗のぞき込んだ。

「真っ白？　何も書いてないんだ……」

「何か書いていくー？　あっ!?」

　メイプルがそんなことを言っていると、本はぱっと光になって手から消えてしまう。

　そして、少しして元あった場所にすうっと現れる。

「持っていけないんだね……残念」

「持っていけたら変な使い方されるかもしれないしねー。ねえ？」

　サリーがそう言ってメイプルの方をじいっと見る。

　メイプルはその視線の意味に気づき、すっと目をそらした。

「そんな……えっと、たまーに、変なことが起こったりするけど。うーん……狙ねらってるけど、狙ってないよ？」

「確かにそう……だね。うん、確かに」

　サリーはメイプルが話してくれた今までの行動とその結果を振り返って、納得したように頷うなずいた。

　狙っているが、狙っていない。

　これは確かにその通りである。

「そ、そんなことより！　先に進めそう？」

「うん。今のところ敵の気配もなし。だけど、ここからちょっと暗くなってるから気をつけて」

　二人は話し合って、メイプルが明かりを持つことにした。

　その気になれば、盾を増やすことも武器を増やすこともできるのだから適任だと言えた。

　メイプルがインベントリからランタンを取り出して通路を照らす。

「サリー？　これ光、いつもより弱い？」

「……そういう場所、なのかな。分からないけど……なら【ファイアボール】！」

　サリーが魔法を発動すると普段よりも小さな火球が通路を飛んでいく。

「一部の魔法とかスキルとかが弱体化してそうだね。光とか炎とかかな？　メイプルは……攻撃面は大丈夫じゃない？」

　サリーがメイプルのスキルを思い出しながらそんなことを言う。

　メイプルのスキルは光か闇やみかといったような構成であり、攻撃を担うスキルは名前からして明るいものではない。

「そう言えば……【身捧ぐ慈愛】は変わってなさそうだけど、どうしてかなあ？」

　メイプルが二階に入ってから使い続けている【身捧ぐ慈愛】はその見た目に変化はなかった。

「もっと進んだら変わるかも。ちょっと攻撃を受けないようにしておこうかな」

「できる、よね？」

「もちろん。だから、範囲攻撃はきっちりその盾でガードしてね」

「任せて！」

　二人はできるだけ危険を潰つぶすように、より一層慎重に薄暗い通路を進んでいったのだった。




　暗い通路を、メイプルが後ろ、サリーが前で進んでいく。

「今のところは何も……」

「さ、サリー!?」

「メイプル？」

　唐突にメイプルが声を上げ、サリーが驚いて振り返る。

　後ろにいたメイプルは、地面から伸びた手の形をした黒い影に足と兵器を摑つかまれて動けなくなっていた。

「大丈夫!?」

「うー、動けないだけみたい？　わっ!?」

「っ！　ごめん！」

　メイプルがそう言っているところに、いくつもの牙きばの生えた本が飛んできてメイプルの全身に嚙かみ付いていく。

　サリーは飛びのいたものの、拘束されていたメイプルは身体中を嚙まれてしまった。

「サリー！　外して外して！　こ、この装備は壊れると困るから！」

「待ってね、すぐ外す！」

　サリーはメイプルに接近すると、まず本を斬り捨てていく。

　相変わらず耐久力はないようで、簡単に全すべてメイプルから剝はがすことができた。

「後は手の方……消えた？　あれ……」

「装備は大丈夫そうだけど、後で直してもらわないと」

　メイプルはそう言って、【破壊成長】を持つ黒の装備に切り替える。

　装備はともかく、当然メイプル本人にはダメージはない。

　しかしサリーはメイプルに起こったある変化に気づく。

「メイプル？　【身捧ささぐ慈愛】消えてるよ」

「あれ？　何でだろう。んー……しかも使えなくなってる。三十分だけみたいだけど」

「スキル封印系の攻撃だったのかな？　メイプルだけ狙った理由は……【身捧ぐ慈愛】か、ランタン持ってたからかなあ」

「でも明かりを消すわけにはいかないし……あ！　でもこれで私がまだ狙われたらランタンとか光るものが原因だって分かるね！」

「光るだけなら私も【剣ノ舞】のエフェクトがあるし、まあ何かあるとは思うけど、メイプルの防御力ならとりあえず安心かな」

　メイプルが狙われる分には問題はないのである。

　目標であるノーダメージは達成できなくなるものの、【不屈の守護者】により一度は攻撃を耐えられるため、即座にやられるということはない。

「まっかせて！　きっちり防御するよ」

「貫通攻撃は私が見切るから、【ピアースガード】は意識しておいて」

「うん、大丈夫！」

　メイプルは自信ありげに盾を構える仕草をする。

「そんなこと言ってたら、早速次が来たみたい……？」

　サリーが少し自信なさげに呟く。

　サリーが指差す暗くら闇やみの奥。そこにはひっそりと立つ人型の影が見えていた。




　その影は一つだけの赤い目を本棚に向けたまま全く動かない。

「どうする？　サリー」

「近づきたくないけど、一本道だし、んー本棚の上を通っていく？　でも一応、どんな敵かだけ確認した方がいいか……」

「上……通れるの？」

「まあ、メイプルが自爆するよりは静かにいけると思うけど。やる？」

　モンスターが避けられるならと、メイプルはサリーの提案に乗った。

「ん、じゃあちょっと待ってね」

「うん、分かった」

　サリーは下準備というようにメイプルに糸を巻きつけると二つ指輪をつけて【ＳＴＲ】を上げ、氷柱を出現させた。

「じゃあ、いくよ」

「え？」

　メイプルは糸でサリーと繫つながったままぐんと引っ張られる。サリーは壁と氷柱を経由して天井に張り付いた。

　メイプルは糸に巻かれて宙ちゆう吊づりである。

「お、おー……」

　メイプルはふらふらと空中で揺れながらサリーに運ばれるままである。

　そうして二人はモンスターの遥はるか上を通り過ぎていき、十分な距離を取ったところで地面に降りた。

「ふぅ、思ったより上手うまくできたかな」

「す、すっごいね！　忍者みたい！」

「またどこかで使えると思うよ。メイプルさえ良ければだけど」

「たまには楽しいかも！　新感覚って感じで！」

「まあ、現実ではできない動きだもんね。にしてもあれ、本当に動かないね……」

　サリーが振り返ってモンスターの方を見ると、影は相変わらず一切動いていなかった。

　移動すらしないのだろうかと、サリーは少し観察してみるものの変化はない。

「近づくか、攻撃するかかなあ？　どう進んでも避けられなそうなところにいたら試してみようよ」

「そうだね。ボス部屋に取り巻きとしていたら怖いし、まあ一体しかいないならボス戦で警戒することもないと思う」

　危険度が分からないため、二人は今回のところはスルーすることにした。

「じゃあ、進もうか、メイ……」

「サリー……また捕まったー！」

　進もうとしたメイプルの体を再び黒い手が拘束している。

　サリーは今度はメイプルに嚙み付く前に、飛んできた本を叩たたき落おとしていくが、その途中であることに気づいた。

「メイプル！　ちょっと待ってて！」

「ん、んんー？　分かったー！」

　両手で本を引き剝がそうとしながらメイプルが答える。

　サリーは先程スルーしたモンスターの方へ走っていく。

　そのモンスターは青い光を放っており、黒く染まった地面からはゆらゆらと手が伸びていた。

「やることが分かれば問題ないっ！　【ダブルスラッシュ】！」

　サリーが攻撃するとすぐにモンスターはどろりと溶けて床に染み込んでいった。

「あ！　外れた！　外れたよーサリー！」

　メイプルを拘束していた手は同じようにどろっと消えてなくなっていった。

　後は、もう慣れたものというように本を剝がすだけである。

　それが終わったところでサリーが話し始めた。

「んー、さっきのモンスター多分倒せてないんだよね。逃げたみたい。どこかに隠れている可能性もあるし、定期的に出てきそうだなあ」

「どうにもできない？」

「通ってない道もあるし、対策できるものがそこにあったのかも」

　メイプル達は今回全ての道を通っている訳ではない。見落としがあるかどうかは分からなかった。

「ボス部屋にもいるかな？」

「もしかしたらね。そうだと大変だけど」

「入ってすぐ全力で倒すとか！」

「それもありだね。どのスキルも封印できるとしても、その前に倒せば終わりだし」

　ボスを一方的に蹂じゆう躙りんするだけの力があると言ってのける二人だったが、もしこの場に誰かがいたとしてそれを否定するかは微妙なところである。

　そうして、二人は改めて歩き出した。




　そうしてその後もメイプルが何度かスキル封印を受けながらも、二人はボス部屋まで辿たどり着ついた。

　目の前にはいつも通りの大きな扉が見える。

「やっと着いたねー！」

「途中の行かなかったルートも見に行きたいけど……まあ、今回はいいか。で、メイプルはまだスキル封印されてる？」

「うーんと……あと二十分で元に戻るみたい」

「じゃあそれを待ってからかな。万全の態勢でいこう」

　二人は扉の前に座って、話しながら時間を潰す。

　そして、メイプルのスキル封印が全すべて消えたところでいよいよボス部屋へと突入した。




「雰囲気は同じ感じ……だね」

　メイプルが周りを見渡す。

　同じように本の詰まった本棚が壁となっている広い部屋だった。

　サリーも同様に警戒していると、薄暗い部屋の最奥、その空中に青い魔法陣が展開される。

「ん、メイプル！　来るよ！」

「おっけー！　まずは【全武装展開】！」

　構えた二人の前に現れたボスは、数メートルはあろうかという分厚く大きな本だった。

　それは青い光を纏まといながらゆっくりと地面付近まで降りてくる。

「先手必勝！　【攻撃開始】！」

　メイプルが銃弾を撃ち出すと同時、空中にあった本はパラパラとめくれて、燃える本の絵が書かれたページが開く。

　そして、そのページに対応するように周りの本棚から赤い本が飛び出してきて、火球を撃ち出し始めた。

「メイプル、右はお願い！　こっちは任せて！」

「うん、大丈夫！」

　サリーはメイプルから離れて走り出すと、魔法とスキルで本を叩き落としていく。

　そうしているうちに大きな本の新たなページがめくれて部屋の端に人型の影が現れる。

　道中でスキルを封印してきたモンスターが合計五体召喚されたのである。

「あっ！　そ、それはだめっ！」

「全部は間に合わない……！」

「んー、ならっ【毒竜ヒドラ】【滲にじみ出でる混こん沌とん】！」

　封印される前にと放った毒竜ヒドラと化物が、銃弾とともにボスに向かって飛んでいく。

　それと同時にパラパラと大きな本のページがめくれて、ボスの前に青色の障壁が現れる。




　結果、その青色の障壁によってメイプルの攻撃は阻まれ、高い音を立てて障壁を砕きこそしたものの、ボスに与えるはずのダメージはかなり減少していた。

「サリー、全然効いてないよ！」

「威力の高過ぎる攻撃は逆効果なのかも！　私がやる！　【超加速】！」

「じゃあ私は影の方を！」

　サリーは氷の柱を出して、メイプルが作った毒の海を躱かわしながらボスの方へと向かっていく。

　メイプルは自分に迫って来る影のモンスターを撃ち抜いていく。

　本に火球をぶつけられようと、特に追加効果はなかったためである。

「これで、どうっ！」

　周りのモンスターはメイプルに任せて、サリーはボスの上を抜けるように移動しつつ、ダガーで何度も斬りつける。

　本が障壁のページをめくらなければ防御も甘く、それなりのダメージが入った。

「よっ、と！　もう一回！」

　サリーがもう一度糸を使って移動したところで、本のページがめくれ、ばっと風が吹いた。

　サリーは無理やり糸を伸ばして素早く範囲から逃れる。

「危なっ。あ、ノックバックありか」

　メイプルが遠くで吹き飛んでいるのを確認しつつ、サリーは再びボスを斬りつけてメイプルの方へと戻っていった。




「それなりに削ったかな」

「ありがとうサリー！」

「まだまだここからだよ、次は……？」

　二人がボスを確認すると、ちょうどボスはページをめくっているところだった。

　そして開かれたのは何も書かれていない白紙のページである。

「……あれ？　真っ白」

「っ、メイプル！　避けて！」

　咄とつ嗟さにサリーが叫ぶものの、間に合わずにメイプルの足元から生えてきた黒い鎖が、メイプルの体を這はい上がり縛り上げる。

　サリーはスキルが封印されるだろうと考えてメイプルを真っ先に助けようとする。

「ちょっ、と！　あれ、封印されてない？」

　サリーが何とか外そうと一つ一つ攻撃して壊している時、メイプルがそんなことを言う。

「えっ？」

「あっ、違う！　う、奪い取られてる！　スキル！」

　そう言ったメイプルの兵器が全てすっと消えた。

「……えっ？」

　サリーが最後の鎖を切り落とした時、ボスはページをペラペラとめくった。

　そこに書かれていたのはいくつもの兵器の絵柄である。

「やっば……！」

　サリーが目を見開く中、空中にいくつもの魔法陣が展開され、そこから枝が伸びるように兵器が生えてくる。

「っ！　メイプル、ごめん！　【右手：糸】！」

「えっ？　うわっ!?」

　サリーはメイプルに糸をひっつけるとそのまま引っ張ってボス部屋から逃走した。

　無理やり引っ張られたメイプルがガシャンガシャンと音を立てて地面を跳ねる。

「……一時撤退！　てったーい！」

「そうだね、擬似メイプルとか相手にしてられないからっ！」

　銃弾が撃ち出される直前で二人はなんとか部屋から飛び出すことができたのだった。




　　　　◆□◆□◆□◆□◆




　メイプルとサリーは部屋から飛び出すと、急いで扉を閉めて扉にもたれかかった。

「ふー……とりあえずこれで一いつ旦たん落ち着ける」

「ど、どうするサリー？」

「どうするって言っても……メイプル、奪われたスキルは何？」

　まずそれを知らなければ始まらないと、サリーはメイプルに聞く。

　メイプルはステータスを開いてスキルを確認していき、なんと【機械神】【滲み出る混沌】【天王の玉座】【百鬼夜行】がなくなっていることが分かったのである。

「【滲み出る混沌】は【暴虐】とかも含めて全部消えてるよ」

「うぇ……装備につけてても関係ないし……しかも強いのばっかり。時間制限とかある？」

「ないみたい？　こ、これ返ってこないのかな？」

　メイプルが不安そうにサリーの方を見る。

「ボスを倒すか……この階を出るか、かな。まあイベントが終われば返ってくると思うけど……」

　それはこの塔の攻略を諦あきらめるということであり、二人にとってあり得ないことだった。

「んー……やりようはあると思うけど……」

「えっ、どうにかなるの？」

　メイプルが意外そうにサリーの方を見る。

「ノーダメージは無理だと思うけど、たとえばメイプルの【身捧ささぐ慈愛】を押し付けるとかね。あんなのボスが使ったらただの自殺行為なんだけど……でも使ってくれるか分からないからダメかな」

「それに【絶対防御】とか取られたら大変だよ！」
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「そうなんだよね……防御力がなくなったメイプルは流石に……」

　防御力を失ったメイプルはもうただの人である。

　攻撃も防御もできなくなってしまってはどうしようもないと、そう考えたところでサリーはふと思った。

「……メイプル、【ＶＩＴ】いくつ？　スキルなしで」

「えっ？　あ、うーん……？　そういえば最近気にしてなかったんだよね。えっと……」

　メイプルが青いパネルを出して今の【ＶＩＴ】の値を確認する。

「うーん２０００とちょっとくらい？」

「んー……」

　サリーは目を閉じてその言葉を飲み込む。

「あ、細かい数字も言った方がいい？」

「いやもう誤差……誤差じゃないけど……」

　サリーはそれならばメイプルの心配はいらないと理解した。

　メイプルのスキルには防御貫通攻撃が存在しないため、たとえボスがメイプルから何かを奪い続けてもメイプルを倒すことはできないからである。

「それならメイプル、私を守って。流石にあの射撃があると無理だし……」

「うん、いいよ！　それでどうするの？」

「ゆっくり待とうよ。あのボスが運悪く【身捧ぐ慈愛】を引いて、使ってしまうまで」

　サリーは【ダブルスラッシュ】がそれなりにダメージを出していたことから、ボスの元の防御力は高くないと考えた。

　そして、それならば元の防御力に依存する【絶対防御】や【フォートレス】を持っていかれたとしても何とかなると結論づけたのである。

「おっけー！　そうしたら一気に攻撃だね！」

　メイプルはぐっと拳こぶしを前に突き出しながら、やり返してやるというようにやる気を見せる。

「うん、いくつか面倒な場面は出てくるだろうから作戦会議はしていこう。ここなら安全だし」

　サリーはそもそもまだ他の行動をしてくる可能性もあると、油断はできない旨をメイプルに伝える。

「じゃあいろんな作戦を立ててからいかないとね」

　こうして、二人はきっちり勝つための作戦を練り始めたのだった。




　メイプルとサリーは一通り対策を考えると立ち上がった。

「結局ほとんど私のスキルのことだったねー」

「メイプルのスキルってボスが使った方が似合うくらいだし……対策を考えておかないと私は絶対やられるし」

　メイプルには効果がないことが分かっているが、サリーはどの攻撃を受けても駄目なのである。

　メイプルの攻撃手段一つ一つについて対策を考える必要があった。

「メイプル、ちゃんと短刀と大盾は外した？」

「うん、外したよ！　毒耐性がなくなったら私も駄目そうだし……」

　メイプルはスキルを奪われてしまわないように黒い短刀と大盾を外し、イズに作って貰もらった白い短刀と大盾を装備した。

　鎧よろいはもう既にスキルが奪われてしまっているためそのままである。

　防御力は最初の予定より下がってしまっているものの、【蠱毒の呪法】による即死の危険もあるため、【毒竜ヒドラ】を渡さないためにはこうするしかなかったのだ。

【悪食】もメイプルに対してどれ程の効果があるか分からないため、二人は安全策をとったのである。

「あのボスのステータスがどれくらいか分からないし。弱体化？　……うん、弱体化するとはいえメイプルの防御が抜かれたら誰だれでもダメージ受ける威力だし仕方ないよ」

「そうだね。大丈夫だといいなあ……」

　メイプルが少し不安そうにボス部屋の扉を見つめる。

「じゃあ、メイプル。開けるよ？」

「……よーし！　いいよ！」

　メイプルはぺちぺちと自分の頰ほおを叩たたいて気合いを入れ、ぐっと盾を構える。

　それを見たサリーが一気に扉を開けて、二人は中へと入った。




　中に入るとボスのＨＰは全回復しており、炎を放つ本とスキルを封印する影を呼び出す最初の動きに戻っていた。

「最初から使ってはこないみたい。メイプルはスキルが奪われるようになったら、持っていかれたものを確認して教えて！」

「うん！　分かった！」

　再確認という風にサリーがメイプルに呼びかけて走り出す。

　メイプルもそれについて行くように、ぱたぱたと走って行く。

「序盤は変わらないなら、問題ないっ！」

　サリーは前回と全く同じようにボスのＨＰを削り取っていく。

　メイプルは基本的に【挑発】で炎を放つ本の注意を引く以外は特にすることがないため、サリーに【カバー】ができる位置に立っていた。

「むー……久しぶりにちゃんと【カバームーブ】を使わないと。この距離なら届いたはず……も、もうちょっと近づいておこうかな」

　位置を微調整しながら、サリーがダメージを与えていくところを見ていたメイプルは、せめてスキル封印は受けないようにしようと足元を確認する。

　サリーは集中力が切れてしまう前にＨＰを減らそうと激しく攻撃を続け、そのかいあって早くもボスが奪ったスキルのページを開いた。

「メイプル！」

「【カバームーブ】【カバー】！」

　行動の変化を見逃さずにバックしてきたサリーにメイプルが追いつく。

　直後、メイプルの体に弾丸が直撃した。

「ちゃんと見ておけば大丈夫だね！」

　大きな音を立てながらメイプルが弾丸をその身で弾く。

「そう……みたい？　一度奪ったら頻繁には奪ってこないのかな」

　それなら問題ないと、サリーはメイプルの背中にぴったりと張り付いたままで前進する。

「うう……すっごい量！」

「前回はちゃんと見る時間もなかったけど、周りの雑魚ざこモンスターは一旦消えてるね」

「あ、本当だ！　これなら楽だね！　よかったー……」

　ボスの近くに来るにつれて上から撃たれるようになり、メイプルは盾を傘のように上に構えてサリーを守る。

「これは……体で受けてもいいメイプルにしかできないね」

「ふふふ、この程度の攻撃なら大丈夫！　スキルも取られてないし！」

「そうだね。うん、追加で奪われないならパパッと攻撃していこうかな」

「しっかりついていくよ！」

「ん、お願い。じゃあ……いくよ！」

　サリーがメイプルからぱっと離れてボスに攻撃を仕掛ける。

　無理と言っていたものの、サリーは飛んで来る弾丸を当然と言わんばかりにダガーで弾きながら駆ける。

　そして、耐久値を減らさないように盾をかばってメイプルがついていく。

「【ダブルスラッシュ】！」

【剣ノ舞】の青いオーラが散り、ボスのＨＰがガリガリと削れていく。

　サリーが何本も伸びる氷の柱を利用して上手うまく弾丸を避ける。

　それはメイプルから見ても相当練習したことが分かる動きだった。

「……っ、サリー！」

「大丈夫！　気づいてる！」

　ＨＰが削られたことで、ボスはもう一つのスキルを並行して使用し始めた。

　地面が黒く染まり二匹の化物がずるりと出てくる。

　そして、それに紛れるように再びスキルを奪う鎖が反応できなかったメイプルを縛った。

「ううっ……予定通り！　予定通りだもん！」

「メイプル、【捕食者】そっち行ったよ！」

　メイプルが縛り上げられたことでターゲットになったようで、弾丸に加えて捕食者も近づいてくる。

　そして、一匹が足から胴までを大きな口で嚙かみ、二匹目は飲み込むようにメイプルの頭に嚙みついた。

　メイプルは思わず目を閉じたものの、ダメージはないことに気づきゆっくり目を開ける。

「お、おー……捕食者の口の中ってこうなってたんだ！　結構一緒に戦ってたけど知らなかったなあ……」

　メイプルはそのまま奪われたスキルをサリーに伝える。

「【蠱毒の呪法】と……【フォートレス】と【身捧ぐ慈愛】！　あと【絶対防御】！」

　メイプルは前が見えない状態でサリーの方に叫ぶ。

　サリーはこっちも何とかなっていると返し、そしてメイプルの耳に魔法の音や氷柱の伸びる音が聞こえてくる。

「メイプルの方に【捕食者】が行ってるうちに、一気に決める！」

　サリーは【氷柱】を生み出すと、糸と透明な足場を使って空中を跳び回る。メイプルのプレゼントした靴のおかげで、より精密な動きができるようになったサリーは、まるで魔法の方から避けていくように見える動きでボスに接近しダガーで切り刻んでいく。

「よし、【身捧ぐ慈愛】！　これで的が増える！」

　的確に放たれたサリーのいくつもの魔法は、小さな本をきっちりと捉とらえボスにダメージを蓄積させる。

「よし。調子いい、かなっ！」　急降下と急上昇。集中力を高め、激しくなる攻撃の隙すき間まを抜ける。

「とどめ、もらうよっ！」

　サリーはダガーをしまうと、拳を握り締め、空中に作った足場を蹴けってぐんと加速した。




「脱出しないと……えーっと、よし！」

　メイプルはインベントリを開くと、そこからイズ特製の爆弾を取り出した。

　爆弾はそのまま地面に落ちていき、飛んできた弾丸によって連鎖爆発を引き起こしたのである。

「どーだっ！　私だってスキルがなくても攻撃できるんだよ！」

　メイプルは化物の口の中でドヤ顔をみせる。こうして、燃え上がる炎の中で鎖は断ち切られたものの、メイプルを何度も支えてくれてきた化物二匹はメイプルを嚙んだままだった。

「……も、もう離してくれてもいいよ？」

　その声に反応したというよりは、拘束が解けたことが決め手となって、二匹はメイプルから離れてサリーの方に向かっていく。

「そ、それは駄目だって！」

　メイプルが解放され周りを確認すると、そこでは溢あふれかえる小さな本によって炎や水、風の刃に石の弾丸などが飛び交っていた。

　そしてさらに、本からは白い翼が伸びている状態である。ボスからの攻撃も激しくなっており、サリーがどこにいるかがメイプルにはすぐに分からなかった。

「えっ!?」

　メイプルが急がないとと焦りながらボスの方を見た時、ボスの上に表示されたＨＰバーが一気にガクンと減少して、ボスは一気に光となって爆散した。

「えええっ!?」

「よっ……と。つ、疲れた……」

　その光の向こうからサリーがすたっと地面に降りてきてその場に座り込む。

　それを見たメイプルは急いで駆け寄っていく。

「た、倒しちゃったの？」

「そうだよ、【身捧ささぐ慈愛】を使ってくれたから何とかなったね。回復は使われないで済んでよかったよー」

「うー、ちゃんと戦いたかったなあ！　嚙まれてたから何も見えなかったし……」

「ゲームに誘った身としてはさ、たまには私もメイプルより活躍して、いいとこ見せたいし……なんて。捕まった時に助けないでいたのはちょっと私のわがままでもあったかな……？」

　サリーは少し申し訳なさそうに目をそらしつつそんなことを言う。

　するとメイプルは少し考えてから何か思いついたようにぱっと顔を上げた。

「なるほどなるほど！　じゃあ……一階は私が頑張ったし、三階ではどっちがボスを倒すか勝負だね！」

　メイプルがそんなことを言うとサリーは少し驚いたような表情をする。

「……うーん、勝てるかな？」

「ふふっ、無理だったら私が勝っちゃうよ！」

　メイプルはそう言って自信ありげに笑う。

　それを見て、サリーもいつも通りの調子に戻ったようだった。

「……よーし、なら負けないよ。次はきっちりサポートもしてボスも倒す！」

「じゃあさ、もう三階に行っちゃおう！　善は急げ……とはちょっと違うけど」

「思い立ったが……っていうやつかな。行こうか！」

　サリーも賛成するとメイプルはぱっと三階に向かって駆け出した。

「……よし、次はちゃんと落ち着いて戦おう」

　サリーは反省してメイプルの後を追いかけるのだった。




　第七回イベントはまだ始まったばかり。

　次のボスにも負けないと二人は意気込み三階へ向かうのである。








あとがき









　何かのきっかけで六巻を手に取ってみてくださった方には初めまして。ここまで応援し続けてくださっている方にはこれ以上ないくらいの感謝を。どうも夕ゆう蜜み柑かんです。

　皆さんの応援のおかげで、六巻を出すことができました。本当にありがとうございます。

　また、コミカライズ、アニメ化企画ともに喜んでいただけているならば、私としてもこれ程嬉しいことはありません。一巻から支えてくださっている周りの人といい、読み続けてくださっている人といい、私は人にとても恵まれていると思うばかりです。

　今後も、原作、コミカライズ、アニメ化企画とそれぞれの楽しさを届けていくことが、私がすべきことなのでしょう。と言ってもそのどれもが大きな出来事で、ふと思い返すと今でも今の自分が信じられない時もあるくらいなのですけれども。




　皆さんの楽しみの一つになれたなら、書いていてよかったと思えます。

　ですから、楽しんで読んでいてくれる人のためにまた続きを届けられればなあと。

　そんな、いつかの七巻でお会いできることを私も楽しみにしています！


夕蜜柑


















　異世界でスキルを解体したらチートな嫁が増殖しました　概念交差のストラクチャー　電子特別お試し版　（著：千月さかき　イラスト：東西）















　交通事故で意識を失ったナギは、目覚めた異世界で勇者になれと迫られてしまう。だが、勇者の待遇は超絶ブラック……。

異世界でも仕事漬けなんて嫌なナギは王城を飛び出した！

　王国の厚遇を捨てたナギに残されていたのは、自分や自分の〝持ち物〟のスキルを組み替えて、強化する力だけ。身一つで街をさすらうさ中、子犬のような少女・セシル──何やら訳ありの血筋ゆえに奴隷に身を落としたらしい──と出逢ったことで、思いがけず異世界での２人旅がはじまって……。








プロローグ






　彼女の銀色の髪が、細い身体からだにからみついてる。

　長い耳──エルフ耳が、小さく震えてる。

「わたしは……ナギさまのものです」

　固いベッドに腰掛けた彼女は、僕の目をまっすぐに見返して、つぶやいた。

　うん。わかってる。

　答える代わりに僕は、彼女の細い首に巻き付いてる首輪に触れた。

　銀色の金具を、ちりん、と鳴らすと、彼女はくすぐったそうに、身を縮こまらせる。

　僕は彼女の隣に座り、小さな身体を抱いてる。彼女が着てる薄っぺらな奴隷服を通して、熱い体温が伝わってくる。速すぎる鼓動も。むきだしの肩をつたう汗も。

　軽く抱いてるだけなのに、彼女の褐色の肌が火照っていく。

　……でも、暗くてよくわからないな。

　宿屋には、小さなランプがあるだけ。

　薄いガラスの筒の中で、あわい光の玉が揺れている。

　それは僕と彼女の顔をぼんやり照らすのが精一杯だ。

「セシル、魔力で光を強くできる？」

「……ナギ……さま？」

「ふたりともはじめてだし、うまくいかなかったら大変なことになるから、セシルのすべてが、僕によく見えるように」

「はい……ごしゅじん、さま……」

　セシルは細い指で、ランプに触れた。

　光の玉が、ガラスの筒の中いっぱいに広がる。

　ベッドに置いたランプが、セシルのすべてを照らし出す。

　よし。これで、はっきりと見える。

　褐色の、やわらかそうなほっぺた。

　ここが異世界だってすぐにわかる、赤色の神秘的な瞳ひとみ。

　膝ひざに乗せた両手も、ゆらゆらと揺れてる両脚も。

　どこも華きや奢しやで、たよりなくて、下手に力を入れたらこわれちゃうんじゃないかって心配になる。

　セシルは僕がこれからしようとしていることがわかってるみたいに、綺き麗れいな手の指を、軽く握って、開いて、握って……その繰り返し。

　セシルはちっちゃい。身長は１５０センチもないんじゃないかな。

　薄い布の奥で、小さな胸が上下してる。

　スカートがめくれあがってるせいで、脚の付け根まで見えそうだ。

「ゆっくりと、やるから」

　セシルを落ち着かせるように、僕は言った。

「はじめてだから、セシルをこわさないように、ゆっくり」
















「お願いします」

　決意したように、拳こぶしをぎゅ、と握りしめ、セシルは言った。

「ナギさまの手で、新しいわたしに変えてください」

「よく言った。それでこそ、僕の奴隷だ」

「ナギさま……」

　僕はセシルの左胸に手を当てる。見た目はちっちゃいけど、やわらかい。

　そっと乗せた僕の手のひらを押し返してくる。

　僕は集中する。セシルの中から、彼女も知らない自分の使い方を引っ張り出すイメージだ。

　奴隷のセシルと、ご主人様の僕。

　これは僕たちのはじめての共同作業だ。

「いくよ、セシル」

「はい、ナギさま」

　セシルの吐息を感じながら、僕は宣言する。




「発動──『能力再構築スキル・ストラクチヤー』」










　どうして僕が奴隷少女のセシルと旅をすることになったかというと──

　すべてのはじまりは、今から数時間前のことだった。









第１話「異世界で王様に嫌われて学校の生徒とケンカしてゴーストに気に入られる」








　学校に行く途中で、乗ってたバスが事故った。

　正確にはバスがまるごと空中に投げ出された。

　……ここ通学路だよな。崖がけなんかなかったよな……？

　疲れてるのかな。

　昨日も日付が変わるまでバイトしてたから。

　いくら生活が苦しいからって、中間テストの前日に12時間もバイトを入れるのはよくないよな。僕がシフトを入れたわけじゃなくて、気がついたら３日連続で入れられてたんだけど。無視すると家どころか学校に電話が来るから。

　バスは垂直落下を続けてる。

　これが、死の直前の時間は長く感じる──ってやつか……。

　そっか、これで死ぬのか。あんまりいいことなかったなー。

　せめて学校を卒業して、まともな社会人ってのを経験してからにしたかったな。

　でもまぁ、しょうがないか。

　そうして、僕が覚悟を決めたとき──




　視界が真っ白になった。




　気がつくと、僕たちは光り輝く大広間に立ってた。

　床には長い絨じゆう毯たんが敷いてあって、その先には金色の玉座があった。

　バスは消えてる。落下の衝撃もない。僕を含めて乗客は全員、玉座の前に並んでる。

　なにこれ。

「ようこそ。導かれし者たちよ」

「この世界は魔王の侵攻にさらされている」

「だからあなたたちが召喚された」

　玉座に座った王様っぽい人と、ローブを着た魔法使いっぽい人が、交互に喋しやべってる。

　……異世界召喚。

　本とかで読んだことはあるけど、実際にあるんだ。

　でも、別に感動しないな。

　小さい頃から、家の都合で転校を繰り返してきたせいかな。環境が変わるのは慣れてるからか。

　それとも、王様と魔法使いの目つきから、嫌な予感を感じるせいかな。

「どうか、異世界からの勇者よ」

「選ばれた者たちよ」

「「今まさに暗黒に包まれようとしている世界を救ってはくれないだろうか。我々は君たちの力を必要としているのだ──」」

　ふたりとも、僕がよく知ってる、ブラックなバイトの雇い主の目をしてる。

　問答無用で呼びつけて、無理矢理仕事を押しつける。

　おまけに具体的な話はなにもない。

　……鳥肌が立つ。逃げ出したくなる。

　なのに王様っぽい人たちは、高らかに声を張り上げてる。

　勝手に話を進めようとしてる。

　やばい。こいつらやばい。

「異世界人にのみ与えられる特別なスキルで魔王を倒し、この世界を救って欲しい」

「魔王を滅ぼしたその時、元の世界へ戻る道も開けよう」




「敵の規模は？　人間側の戦力は？」




　僕は思わず口走ってた。




「報酬は？　最初にこの国の通貨で４００アルシャくれるって話だけど、この世界の貨幣価値はどうなっている？　４００アルシャで一般家庭の人たちは何年暮らせる？　定期的な報酬はあるのか？　それは成果による？　それとも固定給与？」




「今から転移魔法で辺境の砦とりでに送るって言うけど、それっておかしくないか？　こっちはこの世界のことをなにも知らないのに？　文化体系や食料事情とかもわからないし、そもそも前線に送られちゃったら一般の生活になじむこともできない。逆らって放り出されることを考えたら、そっちの命令に従うしかなくなる。それってどうなの？」




「いや、魔王を倒したら元の世界に戻すと『契約』するとかそういう話じゃなくて。武器も装備も与えるってそういうことじゃなくて。我々を信じてくれってそういうことでもなくて！　選ばれた勇者とかそういうことが問題なんじゃないって。僕の言いたいのは雇用形態と労働内容についての話で──」










　追い出された。













「ちょっと待ってくれないか」

　衛兵に急せかされて王宮の廊下を歩いていたら、後ろで声がした。

　振り返ると、僕と一緒に召喚された生徒がふたり、立っていた。







　この続きは現在配信中の『異世界でスキルを解体したらチートな嫁が増殖しました　概念交差のストラクチャー』にてお楽しみください


(C)Sakaki Sengetsu, Touzai 2016
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